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太郎丸遺跡１区中世面完掘状況(東より】



:望謹撹塗幾脚･鍵j蓮

一一

Z学

弓ｈ
ｎ

震蓋強駕慰：｡_,.､綱！

太郎丸遺跡２区中世面相当届迄完掘状況(東より）
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太郎丸週跡３区中世面完掘状況(東より）
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太郎丸遺跡４区中世面完掘状況(新幹線、菊池川橋架上より撮影）
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太郎丸遺跡４区東側(上)、南側(下)土層断面（Figl5参照】
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西屋蚊遺跡１区自然地形露出状況
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西屠薮遺跡２区近･世墓検出状況



瀬萩遺跡古埴時代面完掘状況(西より）
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序文

この書は､九州新幹線建設工事に伴い発掘調査を実施した､熊本県玉名市に所在する｢太

郎丸遺跡・瀬萩遺跡・西屋敷遺跡」の発掘調査報告書です。

遺跡は、熊本県北部に位置し、熊本県四大河川の一つ、菊池川の下流域に広がる玉名

平野上に位置しています。菊池川は、阿蘇外輪山に源を発し、上流の菊池市・山鹿市で

国指定史跡鞠智城を望み、中流域で九州でも装飾古墳の最も多く所在する山鹿市を経由

し､銀象眼銘太刀を始めさまざまな大陸系の遺物を出土した国指定史跡江田船山古墳（清

原古墳群）が所在する和水町を経て玉名市へ至ります。さらに、玉名市では平野の中央

を西に貫流し、平野左右に肥沃な沖積地を形成し、有明海に注ぎこみ広大な干潟を形成

しています。

このたび、このような歴史的・地理的背景を有し、文化の育まれる条件の整った本地

域において、九州新幹線鹿児島ルート計画が策定され建設工事が始まることとなりまし

た。

本書はそのようななかで、玉名平野左岸に所在する「太郎丸遺跡」「瀬萩遺跡｣、右岸

の丘陵性台地縁辺部に所在する「西屋敷遺跡」の調査成果を整理・報告したものです。

本書を学術的な研究資料としてはもとより、郷土の歴史に対する理解を深め、ひいては

教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

最後に、埋蔵文化財発掘調査に御理解、御協力いただいた独立行政法人鉄道建設・運

輸施設整備支援機構九州新幹線建設局を始め､玉名市教育委員会及び地元の方々 に対し、

哀心より感謝申しあげます。

平成２２年３月１日

熊本県教育長山本隆生
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l・玉名1z野上空より塑仙将慨岳（災崎県）を望む２.菊池川（/直)、水襲川（(･『）合流点より木葉lIl
を望む

太郎丸辿跡１１ﾒ:中仙1m完掘状況（ﾙ|〔より）

太郎丸辿跡２ｌｘ中世Iiii棚当ﾙ↑迄完棚li状況（東より）
太郎丸辿跡３慨巾世而定掘状況（東より）

太郎丸辿跡４区中世伽完掘状況（新'除線、鮒池川陥架上より撮影）

ﾉk郎丸辿跡４１'<東側、南側|ﾆﾙｻ断１ｍ（Fig.１５参照）
悔林天満宮（参道から楼門を蝿む）

11W屋救辿跡Ｉ区自然地形露出状況
lIIi屋敷辿跡２Ⅸ近'１１蕊検出状況

瀬萩遺跡古城時代面完掘状況（西より）
菊池川,k岸側、Ｋ名､lＷ（｣《f'i市池１Wからl§東町稲佐迄の遺跡分ｲIi）

1.1区ｉｌＩｌ１ＳＤＯＯ２検出状況

3.1区土坑SKOOl検出、半敗状況

Ｌｌ区．k坑SKOO2検出、半雄状況

3.1区土坑SKOO3検出状況

lⅨ調究区と祢林天満寓

2区調従区完抑状況

1.3区柵列SAOOl検川、半敗状況

3.3区掘立柱辿物SBOOl(Pl･P2･P3)完掘状況
Ｌ３区洲SDOOl完掘状況

3.3区|:坑SI<001半敗状況

1.3区土坑SI<002検出状況

3.3区-上坑SKOO2完|M状況

1.4区洲SDOOl検出状況

1.4区洲SDOO2検出状況

1.4区洲SDOO3遺物川ｔ状況

3.4区洲SDOO4検出状況

Ｌ４区洲SDOO5完伽状況

3.4区洲SDOO6遺物出上状況

Ｌ４区洲SDOO7完伽状況

3.4区洲SDOO8完掘及び土坑SKOOl検出状況
4区道路状遺柵SFOOl検出状況
1.4区道路状辿椛SFOOl波板状凸IIIl検出状況
3.4区道路状辿構SFOOl遺物出土状況
４は道路状遺柵SFOOl完掘状況

1.4区墓STOOl検出状況

3.4区然STOOl頭骸什検出状況

1.4区墓STOO2人骨険出状況

3.4区墓STOO3人骨検出状況

Ｌ４区上坑SKOO2土川f断面

3.4区士坑SKOO3遺物出土状況

４区作業瓜蕊

1.西屋敷遺跡ｌＫＮＱｌトレンチ掘削状況(北より）
3.西屋蚊遺跡１ⅨNq4トレンチ掘削状況(北より）
１.西屋倣辿跡ｌ区自然地形露出状況

3.西屋蚊遺跡２区全敗

瀬秋遺跡占戦時代面完Mll状況
太郎丸遺跡１区包含屑(８～３２）出ｋ辿物

2．１

４．１

２．１

４－１

Ⅸ満SDOO2完捌状況

区土坑SKOOl光掘状況

区上坑SKOO2光掘状況
瞳上坑SKOO3完掘状況

2.3Ｋ冊列ＳＡＯＯｌ光掘状況

4.3区掘立柱進物SBOOl(P3･P4･P5･P6)完掘状況
2.3ｌｘ上坑SKOOl検出状況

4.3区'二坑SKOOl光掘状況

2.31Ｋ上坑SKOO21l識状況

4.3ば澗脊lX完伽状況

２４Ｋ溝SDOOl土肘断面、完掘状況

2.41><洲SDOO2士卯1断面、完掘状況

2.4区溝SDOO3完伽状況

4.4区満SDOO4遺物出土状況

2.4区瀧SDOO6検鵬状況

４４区溝SDOO6完捌状況

2.4KiIIlfSDOO8遺物出上状況

4.4区満SDOO8～ＳＤＯｌｌ完掘状況

２４区道路状遺怖SFOO1波阪状【''1凹完掘状況

２４区基STOOl人'i‘l･検出状況

4.4区堪STOOl完ｌＩｌｌ状況

2.4区基STOO3検出状況

4.4区墓STOO3頭骸骨検出状況

2.4獄上坑SKOO4剛'骨検出状況

Ｚ西尾１Ｍ(遺跡ｌ区頂部五輪塔残欠検出状況(北より）

4.西舟撤遺跡ｌ区頂1部より'１Ⅷ|l落ち隙礁検出状況
2．西催披遺跡ｌⅨ令蛾

太郎丸辿跡３１><(３７．３８．４１．４２)・太郎ﾒL遺跡４区洲SDOO4～満SI〕008(4'１．４８．５０．５１．５２）
川'二遺物

太郎丸遺跡４ｌｘ道路状辿構SFOO1川上遺物
太郎丸遺跡４区道路状辿柵SFOOl(86～88)・土坑SKOO3(89)・上坑SKOl7(90)・調査Ⅸ内(91～93)出土遺物
瀬荻遺跡竪穴住居跡SIOOl(１．２．４．５)・包含肘(７．９．１１)出ｋ遺物
瀬秋遺跡I経穴ｲi蝦跡SIOO2川上遺物
淑戟遺跡包含肘出上遺物



１，側査の経紳

太郎丸遺跡は、菊池川と木梁川の合流点付近、現在の梅林天満宮周辺では以前から上師器片が出土するこ
２

とは知られていた。そして、周辺の'j,字図等の観察により中世までさかのぼると考えられる地名や、隣接す

る梅林天満宮・院若社（印鑑社）等の存在などから周辺に遺跡の存在が窺われていた。しかしながら、発掘

調査を締ていないこともあって、広く周知の埋蔵文化財包蔵地として共通理解を柵るまでには至らなかった。

一方、先にも触れたが当該地域が菊池川と木葉川の合流点近くで氾濫源に近いこともあり、また出土する

遺物が本来の位悩を保っていたものかという意見もあり遺跡の存在は明らかにはなっていなかった。しかし、
３

近年の本鯛査地から木葉川を挟んだ対i;＃（南側）において、木葉川河川改修工蛎により「群前遺跡」の調査

が行われ､中世の掘立柱辿物を始めとする多数の遺構が検出され､当該地域の見直しが迫られることとなった。

西屋散遺跡は、玉名市大坊字西屋倣に位慨し、周知の埋蔵文化財包蔵地「西段倣遺跡」西側に広がる低丘

陵性台地の尾根上に所在する。周知の埋蔵文化財包蔵地として知られる「西風敬遺跡」は本来、調査を実施

した調在区の東側に位旺し、現〈f、小典落の営まれる範囲内に留まる。そのため、開発に伴う澗査歴は少な

く、辿跡の性格等､詳細が分からない遺跡である。しかし、数少ない出土辿物等から中世以降に開発が行われ、

現在の地削から方形区UIIiを有する居館が世かれた可能性が指摘されている。今他l、調在を実施した範囲は九

州新幹線建設工]Wに先立ち、予備調査（踏査）を実施した結果、玉名平野に向かって南面し開けた小規模な

谷上に円形の商まりが見られたこと、近接する位置に前方後円墳が営まれることなどから、古城の存在する

可能性があると判断したため典‘閥査と判断した。

瀬萩辿跡は太郎丸遺跡の東約１ｋｍに位閲する。遺跡は現征、一見すると平野上に独立したように見えるが

近隣の発掘調企、地形聯の観察の結果、南に位世する低丘陵性台地から伸びる尼根先端部に位世していると

判断された。峨磁調査の結果、古墳時代の遺物を含む土器がまとまって出土したことから、miIⅢIを絞り捌査

地として投定した。

九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

第１章序言

本謝は、九州新幹線迎設工１１に伴い、熊本県玉名市大字津翻字高畑４５７－２ほか９鞭に所在する「太郎

丸遺跡｣、同市大字津fW字川面１０３－３ほか３筆に所在する「瀬萩過跡｣、iililj大坊宇西屋散２６６０－３

ほか４鞭に所在する「西屋敷遺跡」を熊本県教育委員会が２００４年（平成１６年）から２００５年（平成１７年）

に発掘綱査し、その成果をとりまとめたものである。

太郎丸遺跡・西屋蝋遺跡・瀬萩辿跡の所在する玉名平野は、熊本県四大河川のひとつで娘も北に位慨する

菊池川の下流域左岸に位旺し、中世以来栄えてきた高瀬、現在の玉名市域の東側に位掴する。

玉名平野は、肥沃な水田が広がる穀倉地帯であるが、現在のように河川堤防が幣備される以前は、菊池川・

繁根木川・木葉川の度爪なる氾濫により大きな被害を受けるような不安定な地域であった。現在でも玉名平

野はこれら河川流域の一・部に熊本県、玉名市の防災ハザードマップで河川氾濫時の被沓想定がなされるなど

沖積平野特有の条件上に位慨している。

太郎丸週跡・瀬萩遺跡は標協約６ｍ、遺跡付近で菊池川が大きく流れの向きを西へ変えるとともに、支流

のひとつである木葉川の流入もあり、現在でも氾濫源の様相を呈する地域である。

また、西屋散遇跡は２つの遺跡とは逸い、基盤に花尚岩風化層を主体とする丘陵の尾根南側斜面の''１位に

位置している。水田上而までは約１０ｍの比高差がある。

太郎丸遺跡・西屋敷遺跡・瀬萩遺跡発掘調査報告

玉名巾随姿の西側過世氏のご微,】ｔによる．

熊本県俄向倭貝会「擬'１１下週跡」ＷＲ卒猟文化11ｳ狐置制i'j期247典2008,Ｆ節５卓安楽好剛Ｘ名雅についての文猷専脚代成肌側儲」幻11Ｗ〕ｑ･門水府士

熊本凧俄向委員会ｒ砺仙遺跡jlTMs帆文化１１ｲ鋼庇側(Uj期２１９典２００４

２
３

－１－



以上３遺跡について、工邪に伴い設計変史等も不可能であったことから、記録・保存のための調査が必要

と判断し、工那に先立ち発掘調査を実施した。

２調査の契機となる九州新幹線について

九州新幹線鹿児島ルートは、国民経済の発展及び国民生活領域の拡大、並びに地域の振興を図る目的で「全

国新幹線鉄道整備法」に基づき建設されるもので、福岡市から熊本市、鹿児島県川内市を経由し、鹿児島市

に至るまでの総延長約249kｍの大動脈である。完成により、移動時間の短縮、県内総生産にもたらす経済

波及効果及び地域間交流の拡大等、多くのメリットがもたらされることから、各界から早期の開業が望まれ

ている。

当該ルートは昭和４８年１１月１３日に整備計画の決定及び建設の指示がなされた後、昭和６１年８月２９日

に工事実施認可申請がなされたが、その後の経済梢勢や社会情勢の変化に伴い、平成３年８月２２日に先行

して八代一西鹿児島間について工事実施計画が認可され、同年９月７日に起工した。その後、平成１０年３月

１２日に船小屋-西鹿児島間の工事実施計画が認可され､同年６月２日に博多一船小屋間が起工している。現在、

平成１６年３月１３日の新八代一鹿児島中央間の部分開業を経て、博多一新八代間について、平成２３年春の

開業を目指して工事が鋭意進められている。

３耶前照会と予備調査の経緯

熊本県内における九州新幹線建設に伴う埋蔵文化財発掘澗査は、平成９年の日本鉄道建設公団九州新幹線

建設局【現:独立行政法人鉄道建設･運翰施設整備支援機柵九州新幹線建設局（以下、「鉄道建設･運輸機櫛」

と言う｡)】からの芦北部津奈木町地内における文化財及び埋蔵文化財の予倫調査依頼を契機として、熊本県

内における新幹線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査が始まった。

今回報告する玉名市内における埋蔵文化財への取り組みは、熊本県南域の調査がほぼ終了し、捌査の対象

が県央、県北へと移ってきた平成１５年度からである。同年、鉄道建設・迎輸機柵から玉名郡玉東町稲佐か

ら玉名市津別までの予備調査依頼を始めとし、玉名市から福岡県との県境までの予備調査を実施した。その

結果、玉名郡市における新幹線本線工事に伴い発掘調査が必要と判断した遺跡数を９カ所（Tab.l）に絞り込

み、埋蔵文化財を保渡するための設計変更等に関し鉄道建投・運輸機構と協議を実施した。一部橋脚間の距

離を延長するなどの協力は得られたが、ほぼ設計変更は不可能という結論に至ったため、記録・保存による

対応をとることで合意し、発掘調査のための協議を開始した。

玉名郡玉東町稲佐から玉名市津闘間に関しては、平成１５年８月８日付けで予備調査依頼が教育長あてに

提出され、平成１６年１月２６日から３月１３日にかけて同区間における予備調査を実施した。合計４５カ所

の試掘坑（以下「トレンチ」と言う｡）を設定した。その結果、当該区間で「稲佐津留遺跡」「瀬萩遺跡」「祭

田下遺跡」「太郎丸遺跡」を確認し、平成１６年３月３日付けで鉄道建設・迎輸機柵あてに回答した。

この結果を受け、同年「祭田下遺跡」の調査を実施し、その後「太郎丸遺跡」「西屋敷遺跡」「瀬萩遺跡」

の調査に着手した。

４玉名郡市における新幹線建設工ﾘｆに伴う埋蔵文化財発掘調査について

玉名市域における同事業での埋蔵文化財の取り組みは、先にあげた玉名郡玉東町～玉名市津留地区におけ

る祭田下遺跡調査を始めとし、平成１７年度の稲佐津留遺跡、太郎丸遺跡、西屋敷遺跡、瀬萩遺跡調査でピー

クを迎え、平成１９年度実施した玉名平野条里跡（古閑前地区）の発掘調査をもって終了した。

調査は､玉名平野を横断し沖積地上をはじめ一部洪積台地にまで及び､調査面積は､35,665.5㎡にのぼった。

本地域における埋蔵文化財の密度の満さを改めて知ることとなった。

－２－
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５，淵在組織

今回報杵する‘淵iffは、熊本県数行庁文化課で火施したものである。

当背を掲げ、調査協力省を一括して列肥する。（榛は調侮非常勤職員、

州#‘澗査【２００‘1年（､I城１６年)〕

文化課腿成瀬烈火

教 育 審 議 災（課艮補佐）脇津義昭

i;稗(文化財調術第１係瞳）尚水正文

調在担２１１主任学芸員長谷部灘一宇in員将;・

糊IiIh澗査【２００４年（､ド成１６年)］

文化課蛙島津義昭

！拠息補 佐jrT岡Ｎｉ

課長補佐（文化財調査節ｌ係狐､'1），Wi水正文

IiM侮担､'１主任学芸員及谷部ｉｌｆ－

材睡'侭IlfIII徹也

調査仇lIlIIl利宏・剛川恭子;・

発捌柵在〔２００５年（'ド成１７年)〕

文化課長梶野英~２

１洲長補佐、111岬

課長補佐（文化財調査第１係担当）IWi水正文

洲ifr担当主舵､)を選興災符部鮮一

張任｡iﾐ躯『lfII1徹也

調在uIiLII1利雄蝿馴川推子：．

以下、得々の発掘洲ifnAf任箭と詔f'郡」

･は盤理非粥伽職且）
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NＱ 遺跡名

長山前田遺跡

稲佐津研辿跡

祭田下蝋跡

ｊｆづの

小商if¥跡

太銘丸避跡

所在地

玉名郡南側町大字永山字

前田2627-2

玉名郡玉東町稲佐字沖葡

９１．１ほか１４策

玉名市灘詔字祭田下

223-2ほかｇ兼

玉名市石貫字小薗345.2

ほかｇ霊

玉名市大字沸留字識畑

457.2ほか９華

柳多駅からの

編幹線距認程

００

98ｍ

７８kｍ２２７ｍ

～７８kｍ400ｍ

74kｍ220ｍ

～７４kｍ300ｍ

調査面砿

６００，２

1.860.54m？

5,762ｍ目

2.406ｍ目

1４．１４８，２

調査期間

Ｈ１６‘4.27

Ｈ18.5.21

Ｈ16.5.27

Ｈ17.12.28

Ｈ１６．６．１

Ｈ１６．１０．２７

Ｈ16,6,14

Ｈ1６．１０，３１

Ｈ１６‘１１．１

Ｈ17.10.31

闘査員名

坂口圭太郎
松森由美
坂本豆矢子
恨田光智

尾形圭子

今村和博
禍日光浦

長谷部蕃一

吉田徹也
早田利憲
回田恭子

坂口圭太郎
松森由美
坂本豆矢子
遍山宏

艮谷部善一
吉田徹也
早璽利宏
圃田恭子
水 上 梯

遺跡の年代

弥生・中世

弥生・古埴

古代

古塙・中世

近世

弥生・中世

近世

古代・

近世

中世

主な道鵬・遺物

狸立柱建物､冊列､逆路､溝、

土坑

掘立神難物、土坑、洲、堅

穴住居跡、住穴群

巴型銅器、山陰型震辱

満、杭列、土坑

13こ～１４ｃ代青・ヨ鐙、

中世須恋器、瓦器撞野

掘寸椎碑物、竪穴住居跡

土坑・溝

弥生後期・土師期・須迦等

土坑・土坑募・満・掘対堂

遮物､道踏状逓購

土師・中世須惣器・龍泉窯
系腎磁、瓦器椀、白磁

７ 跡

両迫間日渡遺跡

玉名平野粂里
ニニヱ凡

(古lW9前地区）

跡

玉名市瀧岡字川面１０３．３

ほか３華

玉名市両迫間３１６．３卿

力’１８策

玉名市両迫IMI字古閑前

１５８．２ほか９垂

7８

76kｍ277ｍ

～７６kｍ420ｍ

７６kｍ721ｍ

～７６kｍ873ｍ

2.39535㎡

742.92,2

2537.85,2

Ｈ17.4▽1９

Ｈ17.9‘3０

Ｈ１８，８２３

Ｈ18.10.10

Ｈ19.6.1

Ｈ２０．１．３１

坂口圭太郎
晒田学

畏谷部善一
吉田撒也
手柴智萌
坂本亜矢子
回田恭子
吉科英二

古珊・古代

中世

弥生・古鳩

弥竺後期

古蛎初漸・後握

古代・中111

近世

満、焼成土坑

青・白磁淳

水田畦畔

弥竺硬期（翌穴住厩訟‘･潟収規嚇】

背胴6.1代〈竪穴仏届跡・剥触間連

in蝋・井戸・淑状J1慨・土蛾】

古代（痕立性it鞄･興軌刑1琳

逓世（精上揮撚娩）

弥生椎握．土踊・須辿蕊一天欺式

茜犀敷週跡
玉名市大坊字西座敷

2660-3ほか４笠

75kｍ230ｍ

～７５kｍ500ｍ
32a41ITf

Ｈ17.4.9

Ｈ17.5.13

擬谷部善一
吉田徹也
早田利安
聞田恭子

中世・近世 五輪塔、近世墓



整理報告【２００９年（平成２１年)】

文化課長米岡正治

教 育 審識員宗村士郎

課長補佐木崎康弘

文化財調査第１係長村崎孝宏

参事(文化財資料室長）坂田和弘

整理担当参事長谷部善 一

稲葉貴子凝議唐木ひとみ熱畷坂本千恵議難

調査助言・指導及び調査協力者

独立行政法人国立文化財研究所奈良文化財研究所、玉名市教育委員会、菊水町教育委員会（現和水町教育委

員会)、大牟田市教育委員会、高田町教育委員会（現みやま市教育委員会)、熊本県立装飾古墳館

牛嶋茂

宮本利那

青木勝士

猿渡式子

杉本和樹西田道世竹田宏司兵谷有利末永崇田中康雄蟹父雅史

古閑敬士大倉千寿益田浩二鳥津亮二西山由美子坂井義哉猿渡真弓

原田範昭坂田和弘坂口圭太郎馬場正弘尾方圭子松森由美池田朋生

横 田愛毛利恒彦手柴智暗米村大北原美和子内田成香本田麻紀

荒木隆宏

高田英樹

上高原聡

調査（整理）に伴う業務委託先

４級基準点測凪及びメッシュ杭設置業務株式会社埋蔵文化財サポートシステム熊本支店

株式会社九州文化財研究所

空中写真撮影業務株式会社写測エンジニアリング

遺橘実測・デジタルトレース業務株式会社埋蔵文化財サポートシステム熊本支店

自然 科学分析（瀬萩遺跡）パリノ ・ サ ー ヴ ェ イ 株 式 会 社

６報告苫の作成

報告謹の作成は、熊本県文化財資料室（IiI錨鍋;j蝉読鴨ﾅ）にておこない、発掘調査終了後の2006年（平

成１８年）に１次（水洗・注記・接合)・２次整理（実測)、２００９年（平成２１年）に遺櫛図版、原稿等の作

成を行った。

発掘調査及び遺構関係の整理は、発掘調査を担当した文化財調査第１係が担当し、遺物の整理は文化財資

料室が実施した。また、鉄製品は同資料室保存処理室にておこなった。

報告書の作成に際しては整理担当職員が執筆、編集した。

本書の執筆分担は、以下のとおりである。

第１煮序言

ｌ調査の経緯吉田徹也

３報告書の作成艮谷部

第２章調査

ｌ調査地域

Ａ遺跡の位侭①太郎丸遺跡

Ｂ地理的環境

Ｄその他

２調査日誌抄

Ａ太郎丸遺跡

Ｃ瀬萩遺跡

２調査組織吉田

②西屋敷遺跡③瀬萩遺跡

Ｃ測量

Ｂ西屋敷遺跡

－４－



辿構

太郎丸遺跡長谷部

遺椛行説

①ｌ区

③３区

問屋蚊遺跡長谷部

遺構各説

ｌ怪（:ﾉｉＩ愉塔の所(lﾖする間まりlIil辺の洲在）

瀬萩遺跡吉田・早田利宏・長谷部

遺柵各脱

②２区

④４区

２

２区（近世離の石塔洲査〕

§

凡例

１本‘Iドの執.ilf股び整理担当者は以下のとおりである。

整理担当職輿熊本ﾘ,(教育庁文化課文化財,洲侮第１係参，＃及谷部善一
〃 非常iﾘﾉ職員坂本千恵

〃 〃 稲葉賢．」亀

〃 〃 ハlf木ひとみ

２辿櫛の写典撮影は、長谷部が担当し、吉田・早田・剛田が補助した。

３阿面・図版・挿図・喪の作成は稲雌が行い、土田みどりの協力を得た。

４本,l｝巾での人名は、すべて敬称を省略させていただいた。

７注釈は、頁ごとに下段にまとめ表記した。

８木･‘１１;の編集は、参り1F坂田和弘の指導のもとに、艮件部がおこなった。

(2006年度）

(2009年度）

(2009年庇）

Ⅱ

頭０ 一

ぐ

近世遺禍検出面〆
、

一

周藤
用
掘
堀
閲
層
層
圃

１
４
５
５
６
７
８
９

ロ
ロ
ロ
■
ロ
ロ
ロ
ロ

第３章

１

一

一

一

中世造椙検出面

1 区 ２ 区３区４区

一

一

一

届３
昨
圃
掘
噸
層
層
掴
府

Ｉ
４
５
５
６
７
８
９

黄灰土(2.5Y4/1）

暗褐色±(10YR3/4）

駕差||淵}(寧瞳遮鰯包含綴）
褐色土(７．SYR4/4）

鯖オリーブ褐色粘質土(2.5Y3/3）

灰黄褐色シルト質(10YR4/2）

褐色シルト質(10YR4/6）

Tab､２太郎丸遺跡l:胴推移棋式間

－，－



闘片稲村瑚別

妹小蕗湖跡

３
４
５

１
１
１

域０

星里型陸
上日騒女失木迦跡

鹿

西片置田塊跡

Fig.１熊本蝶域における地形表記と九州新幹線により発捌澗在を火施した辿跡

－６－

一

北蝿双跡・北島北遮罰
一一一一一一 凸

所皿fIl嗣跡

胆迅晒名
由■■■■＝ＦーーＦ

１畏山肘田通路

上ﾉ翼ｉｎ跡
一 一 一 一 ■

川尻下Ｍ１;､跡

下江中興鋤跡
一

小曽趣罰INJ週

迦跡名
ﾛ 匂 ■

置片翻圃１回睦

猫

1１

宮地年神通跡
薗一酉一一口

;Ｗｼﾀﾝ靭院跡

宮地池尻湖跡

１憂山前田迦踏

２小圃遡跡

霞一両顧験迎跡
４１両迫間日麺馳一一

｜誠名平野糸､1跡(古閑前地隠）
変郎九通鴎

５１謂田下通跡
ｌＭｊ細跡

β」畦趣諏馳ｊ・
71面安寺銅蹴一一一

一:-H慧誤篭ii:癖-需青
１０所蝿惜迩跡一一一でニニニ

花岡山･万日山掘跡

１２．．綴畿露

闇地肌行寺通跡
画一●■■凸一再再■~宇

宙龍塊下週１Ｍ〔，′
厚一画＝…一軍q

古龍能寺;il齢

澗佐却訂湿跡

鑑読謙一一一二

騎田下通跡

｜幅一

Ｍ端il跡

ｗ
旧
一
画

高良柳廻Ⅷ跡
一一宰申今一

四百司側



第２章調査

１調査地域

Ａ遺跡の位置及び歴史的背景
たまな この哩

太郎丸遺跡・瀬萩遺跡は、熊本県北部の主要都市である玉名市の東部、玉名平野南の木葉川沿いに位置し、

平野中央を貫流する菊池川の左岸にあたる。８世紀初頭成立とされる玉名郡衝・郡倉．郡家等が隣接して立

地し７世紀末に創建され、七堂伽藍が造営された「立願寺」（立願寺地区）からは束へ約４ｋｍの距離で、当

時の海岸線推定ラインから直線で３kｍの場所に位置する。（Figl）

玉名郡荷は立願寺地区の丘陵性低台地上に施設が分散し建設され、現在までに発掘調査等で庁院．館院．

倉院（玉名郡倉）の存在が窺われる遺櫛・遺物が出土している。また、立願寺廃寺は県内に３例報告されて

いる白鳳期寺院の一つで、肥後国ではもっとも北部に位職する古代寺院である。寺院は立願寺Ⅱ期に法起寺

式伽藍が建立されたとされ、太宰府系の瓦を出土する遺跡として知られている。

立願寺地区は、現在の玉名地域において中心を成す役所等が置かれた歴史的背環から、「比企長者伝説」が

発生し、政治・交通の要衝としての役割をになっていたことが窺える。

玉名平野を地形的に概観すると、菊池川を挟み右岸・左岸地域の平野部に分けることができる。
とうのつば

古代には、右岸・左岸共lこ条里が設置されており、左岸域には現在でも「唐ノ坪」・「十五」など条理地名
侭わじ あんらくじた室な

を見出すことができる。中世lこは右岸に玉名東郷（仁和寺領玉名荘)、左岸は安楽寺領玉名荘の支配下にあり、
２

それぞれ支配形態並びに信仰等の違いが文献調査等で見られてし､る。

このような歴史的背景が形作られたのには、中世菊池氏によるところが大きい。菊池氏における肥後北部

の支配において、河口に位侭する「高瀬」は天然の良港として発展し、菊池川を中心とする河川交通の要衝

でもあった。高瀬（現在の玉名市高瀬本町付近）は今でも近世以降と考えられる町家の「地割」や、湊に付

属する「俵転がし」が残るなど、人の交流や物流の集積地として栄えた跡を留めている。

それらの一部は発掘調査において肥前系の大賦に出土する磁器や陶器を始め、広域交易圏を予想させる

｢VerenigdeOos〔.IndischeCompagnie（オランダ連合東インド会社)」（以下、「VOC」と言う)、ＶＯＣ銘芙蓉手

文皿の出土等から窺えよう。

菊池川は有明海の干満の差を利用した水運があったことの一端を近世に描かれた絵図で知ることができる。
しふいしせき

現在でも、和水､Ｉ（|日菊水町）の白石堰までは満潮時に海水の浸入が見られ、干満の差を利用した遡上が窺

われる。白石堰から上流に約500ｍ遡った、江田川と菊池川の合流には縄文後期の「若園貝塚綴総瀦町f嬢慨

f澗磯」があり細文海進期の菊池川の姿を見ることができよう。

西屋敷遺跡は、前の２つの遺跡と違い玉名平野右岸に位慨している遺跡である。玉名平野を望む花問岩風

化層の鱗出する低丘陵地域の南端に位置し、平野へ落ちる斜面上に所在する。本遺跡の北東側約200ｍには
尾いぼう えいあんじ

大坊古墳（躍謹黙粥蕊織織綴j雷）やI‘1じく北東方向の約１ｋｍの場所には永安寺東（鰐連関零識舞態鵠野鳥)・

西古墳（雌感謂溌%賎『）がある。丘陵の上部は露出する花側岩砂肘であるため、古くから土砂取りが行われ

旧地形を失っている。西屋敷遺跡本体は、当該地よりやや低い範囲に広がる中世の舘跡であると考えられる。

現在は、住宅が密集しており、現地では遺跡の全容を測り知ることはできない。

Ｂ地理的環境

２００９年(平成２１年)熊本県教育委員会発行の熊本県文化財調査報告第２４７集『祭田下遺跡』「第二章調査、

ｌ調査地域、Ｂ地理的環境」（馬場正弘）を参照されたい。

ｌ玉名市懸史資料集成鋼1-二築一市制四'○周年記念．ｒ玉名郡術」玉名ＩＩｊ平成六年

２熊本県救育委員会ｒ鯛Iﾛド遇跡」熊本県文化Mｲ調査細告節２４７典「安楽寺釧1《fﾉh荘についての文献等調庇成果細知人山智掩・聞木勝士参照

－７－



Ｃ測騒

太郎丸追跡・西脇蝋遺跡・瀬萩辿跡の発掘調査を開始するにあたっては、抑1に基噸点測凪と水準測愚を

実施した。蕊蝿点は本鋼査の契機となった九州新幹線建設工事に伴い、独立行政法人鉄道建殺・運輸施設整

備機柵鉄道辿投本部九州新榊線建設局が設慨した国土座標系Ⅱ系に基づく日本測地系により設価している。

２００２年（平成１４年）４月１日からの改正測品法の施行に伴い、日本測地系から世界測地系へ移行するこ

ととなったが、本ﾘ業における基地点が日本測地系となっていることから、熊本県内における埋蔵文化財調

査で投圃する基準点はすべて日本測地系に基づいて設置している。なお、世界測地との磯合をとるために遺

跡澗在区内の杭の数価を日本測地、世界測地でそれぞれ示す。
日本２ 1地系

Ｘ座標

太郎丸 1区 No.１ ､7780

太郎丸 ２区 NＯ２ ､7720

太郎丸 ３区 No.３ ･7680

大偲丸 ４区 No.４ ､7６１０

売唖⑬ １区 No.１ ６０６４

世界

Ｙ座頓 Ｘ座楓

･3８１３５ ､740.4426

･３２２２昼 -7347.4396

･3B２Ｒ５ ･7307.4378

･38395 ･7237.4343

-４０１５７ ･5691.378

則地系

Ｙ座掘

ー
･38445.8757

･3Ｂ505

･38615

-40877

８７３３

8699
■■■■■■■■■■

9４１１

届両面
一

fつぼ１雨
－ － １一一一Ｉ

一扇面旨語印⑧ ２区 No.２ ６０３５ ･4０１６５ ､5eＳ２３７８ 403859Ｍ$3０

瀬萩No.１ ､8２１０ 37480 ･7837.4631 ･377009097

湖萩ＮＯ２ ８１６０ ､37560 ･7787.4609 ･37780gOgE

Ｔ３ｂ３太郎丸遺跡・西屋散遺跡・瀬萩遺跡の雅準点成果

Ｄ その 他

発掘遺櫛は遺柵の郁別を示す以下の記号と、一連の番号の組み合わせにより妾肥した。

SＡ（塀、柵列）ＳＢ（建物）ＳＣ（回廊）ＳＤ（洲）ＳＥ（井戸）ＳＦ（道路）Ｓｃ（池）ＳＩ(竪穴住居跡）

SＫ（土坑）ＳＰ(柱穴）ＳＳ（足場）ＳＴ（墓）ＳＸ（その他、不明遺櫛等）

※本書で使用していない妃号も含んでいる。

遺物観察炎に記している色調については「新版標準土色帖」（1999)､ＤＩＣカラーガイド「中国の伝統色（第

２版)、標地色カード２３０、日本色研1988」を使用した。

－８－



Fig.２玉名平野遺跡地図



－９～1０－

簸.憐画跡地興践.裳本闘泣齢瞳別及び吐名『而祁$蛤

醐壁t』と膳剖１１師『川にl珊剛､したし"であも，

よって.倭我におEｼろ、l･ｆＷ銘imrlb圏に1い

る班跡郵jと蛙一堂しなる,、

Tab､４遺跡;地名表

IＨ

2７

2８

世闘詞理古瑚

劫磁久促

'､侭地下式隈穴

朝日等路

極丸さ埴厩

占綱

凪之～118世

占刺

中拶

tＷ１（諦誕Ｉ

週跡

謁1Ｊ

８１

８．１

８Ｇ

9０

9３

9．１

9７

Ｉ
’

遍蹄名

篭休不馴

笛称ｆ剛

下村域跳

悪域

山卜占覗

偽称ｲﾓlﾘＩ

秋丸

海溜抄跡

名称不明
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２調査日誌抄

Ａ太郎丸遺跡２００４年（平成１６年）

10.21表土剥ぎ作業協議。

１０．２２表土剥ぎ開始。

１０．２５表土剥ぎを行うも、降雨のため午後は中止。

10.26終日降雨のため、表土剥ぎは中止。

１０．２７土層確遡と水抜きに供するため調査区南側

添いに深掘り箇所を設定し掘削する。掘削途中に満

SDOOl（三軒満、近現代）を検出。

１０．２８表土剥ぎを継続。調査区内での浸水が激し

いため排水作業を行いながらの表土剥ぎ。

10.29澗査区の西側へ行くに従い、表土（餅作土）

がｉＷくなる。包含届の一部を掘削しすぎか。

11.1表土剥ぎ終了。澗査区東側から作業員を入れ

浦冊等及び、深捌り部の土層断而を油掃し土届確遡

を1M始。

11.2土層の確認及び実測及び、SDOOlから東側

で移行検出作業を開始。

１１．４SDOOlの東側において洲状の遺構を検出。

平面形が今のところ不定形。幾筋かの満が切り合っ

ている模様。

１１．５午前中のみ、昨日に引き続き綱査を行う。午

後は県庁にて全ｕ研修参加。

１１．８SDOOl東側の灰色粘質土掘り下げ及び調査

区南壁土層断面実測。新幹線玉名趣役所と新玉名駅

（以下、「玉名ｓｌ」と蔵う）周辺の予術鯛査について

協搬を実施。

１１．９SDOOl東側で潤状の遺櫛の存在を確認。

11.10調査区西側の消掃を実施。購滅の激しい土

器片が多数出土。

11.11朝から天候不順と判断し作業は中止。調在

耶務所で備品類、消耗品等の点検盤理。

11.12綱査区西側消掃。相変わらず出土遺物が多

い。南壁の土届断而実測、ひと通り終了。

１１.ｌ５Ｂｍ,５７区で焼土の混じる過柵を検出（表土

r〔下から)。玉名Ｓｔの予備調査を実施。Ｎｑｌ～Nn5

まで掘削。

11.16柵査区西側（Bk､55、BI-58Grid）付近及び

捌在区東側の掘削を側始。ローリングを受けた土器

小片が多数出土。湖SDOO3・SDOO4の検出、写典

拠影。玉名stの予備調在終了。

１１.l7WWSDOO3・SDOO4の完掘。ツメ真撮影爽施。

実測作業を開始。

11.18捌在区西側の掘削を行うも降雨のため午後
から作業を中止。

11.ｌ９Ｂｍ,５８周辺の５噸（中世遺物包含層）掘り

下げ。調査区南壁土層注妃を実施。

１１．２２Ｂｍ－５９周辺を東に向かい５用の掘り下げ。

Ｂｏ５９～Ｂｏ､６３にかけて糞土直下から掘り込まれた

満状遺柵を確認（満SDOO2)。検出写典掘影後、掘

削し完掘。掘削が先行していたBt-71付近７屑上面

で検出していた満SDOO3・SDOO4の掘削、完掘。

11.24Ｂ１．５６周辺、５府の掘削。溝SDOO2の実測。

Bt-71満SDOO3・SDOO4綱査。

１１．２５Bl-56周辺から西側への掘削。湖SDOO2の

実測。本日は隣接する梅林天満宮の秋大祭ｃ馬場で

流鏑馬が行われる。

ll26WWSDOO2実測図チェック。午後からは降雨

のため作業中止。

11.29町.５４周辺の掘削。Ｂ〔-71において溝SDOO4

にトレンチを入れ下層に広がりがないか賊認。

11.30Ｂｋ54.55周辺掘削｡溝SDOO2完掘写真撮影。

新幹線玉名辿設所より大坊トンネル坑川付近の文化

財確鑓の依頼あり。

１２．１Ｂｍ､５６．５７．５８脚辺の掘削。５１Ｗも下噛にい

くと中世の遺物のみの出上となってくる。玉名工業

高校生徒３名調査見学。

12.2Ｂｍｎｏ,６１から西側の５層掘削。Ｂｍ､58.59で

ローリングを受けていない土師器片、背磁片が多数

出土し始める。

12.3昨日と同様のＧｒｉｄの掘り下げを実施。午後か

らは澗査係会議出席のため渦査は終了。

12.6Ｂｍ､５９周辺の５用捌削を継続。６肘上面で面

を揃えるﾘＩとする。大坊トンネル坑口予伽綱査協識。

12.763Ｇｒｉｄ列から西側の５層掘削がほぼ終了。一

部Gridにおいて６層中まで掘り下げ過ぎが判明。

１２．８淑SDOO2以西の細り下げを実施。

１２．９昨Ｈ同様の作業を実施。Bp-61で拭掘時のト

レンチ坑を確認したため明日以降掘り上げる予定。

１２．１０６３列より西は６胴上面までの掘り下げ終了。

１２．１３６６列までの５脚掘削を実施。６３列までの

状況と合わせて以降検出を行う予定。辿柵実測委託

業務の入札。

１２．１４６６列までの５肘捌削を実施。出土遺物は滑

石製石鍋､''１世須恵器(拙鉢.鉢)､阿磁椀片(同安窯系）

など食器顛が出土。

－１１－



12.1566列までの５価掘削を継続。

12.16昨日同榔の作業を継続。遺物整理中に

12.1に出土していた遺物の中から「癖寧元宝」鵬

蹴馴｡謝餓甑がBk-66Cridから出土していたのを

確認。５４列より以西、２区との間について残って

いた範囲の我士剥ぎを実施。

12.17満SDOOl（三軒澗）より西５層の掘り下

げ終了。文化財捌査第２係賜場文化財保謹主事に

より土層の観察をして頂く。（結果は別頁に掲戟）

12.20洲SDOOl（三軒柵）以西、６層上面での

週柵検出を行うが遇櫛が見られなかったので６層

の掘り下げに入る。６肘中の出土遺物は５１Ｗの出

土遺物よりも形状が大きくなる。表土剥ぎを実施

した範囲のメッシュ杭設悩。

12.21調査区全体について６層の掘り下げを継

続。

12.22昨日に引き続き６刑の掘り下げを継続。

午後からは調査区全体の消侃、調査面保護のシー

ト張り、道具頚の手入れ等をおこない、本年の発

掘調査作業を終了。

12.24事務所にて資料等盤理。

12.27八代市の資料室蝋地内に保管している古

趣城跡出土「五輪塔」消揃、整理を実施。

12.28午iil中、調査ﾘ務所で資料等整理業務。

午後から県庁で仕珊納め。

【2005年（平成１７年)】

1.4午前中、県庁にて仕リ始め。午後から調査事

務所で図面等盤哩。

1.5終日、鯛査邪務所にて資料等整理。

1.6午前中は降雨のため作業中止。午後から調査

を開始。洲SDOO2周辺で７肘に似た土が検出さ

れたため似砿に捌査を進める。土地の起伏の範購

か。

１．７滴SDOOl横で６１Ｗ中から須恵器片出土。古

代の須恵器か。

1.117肘上面での以降検出に向けて６肘の残り

を掘り下げる。７肘上面に近づくにつれ極端に遺

物が少なくなる。Bq-64Grldにて土坑SKOOlを検

出。トレンチにて切られ半放状態で検出。

1.12全体には６層の掘り下げを実施。昨日検

出した土坑SKOOlの西側で艮径約３０ｃｍの柱穴

SPOO1を検出。

Ｌｌ３Ｂｏ,61Ｇｒｉｄにて７価上面で土坑SKOO2を検

出。本遺構もトレンチにより半殿状態で検出。検出写

真撫影後、土屑を磯し棚り下げる。

1.14Bl-56からＢn.58Ｇｒｉｄまで棚り下げを実施。中

世の遺物と古代の辿物が混在して出土。大坊トンネル

坑口の予備調査について協識。

1.176層の棚り下げを継続。iIM査区西側の澗査予定

地の表土剥ぎについて協識を実施。（五洋Jv）

1.18調査区西側の６層掘り下げを実施。７肘上面近

くで８～９世紀の須恵器片が出土。

1.19昨日同様掘り下げを継続。

１．２０調査区全体の６屑掘り下げを実施。

１．２１調査区全体の６屑掘り下げを実施。

１．２４Bk-56Gridにて柱穴SPOO2を検出。Ｂｋ･54Ｇｒｉｄ

でも遺構らしきラインを検出するも確定できず。午後

４時頃から降雨のため作業中止。

１．２６６層の掘り下げ終了。大坊トンネル坑口周辺の

予備調査を実施。

１．２７溝SDOOl（三軒櫛)周辺の６層掘り残しを掘削。

遺物は小さく少ない。大坊トンネル予備調査を実施。

1.257府上面での以降検出を行うも降雨のためでき

ず。大坊トンネル予術調査ではI1i機を搬入し蹴而の掘

削を実施。

1.286層の残りを掘り下げ。

１．３１溝SDOO3SDOO4の一部の掘り残しがあるのが

判明。満SDOOl東側、７２～７４列の掘り下げ。

2.1朝から作業を側始するも‘罫が降り始め、吹雪とな

るために作業を中止する。よって、リド務所で遺物整理。

2.2終日降雨のため、作業は中止する。

2.3櫛SDOOlより東側の掘り下げと清掃、トレンチ

内の泥上げを行う。併せて今年度追加調査区（２区）

の表土剥ぎを開始する。

２．４１区中世面までの完掘写典拠影のため全面消掃。

土坑SKOO1、柱穴SPOOl検出、検出状況捌影、半裁、

完掘まで終了。

２．７１区中世面完掘捌影（高所作業lIi使用）を計画し

ていたが降雨のため中止。同じく２区表土剥ぎも中止。

雨が止んだ後、水揚げベルトコンベアの移動、澗査区

周辺の清掃等を行う。

２．８１区中世而完伽撫彫のための洲掃。２区捌査区表

土剥ぎ終了。Bv-68Gridにて土坑SKOO2を検出。検出、

半裁、完掘状況捌彫。

２．９１区清掃｡製作辿柵の有無の確泌｡土届分1Ｗ作業。

2.101区中世面、間所作業巾による完掘写真搬影。
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終了後、遺構実測（委託)。２区清掃開始。

2.142区清掃、掘り下げ。

２．１５表土剥ぎの残土除去を実施。遺物包含屑を確

認ののち、４級基準点測皿及びメッシュ杭設佃（委

託)。ｌ区遺構実測、完掘撒影終了。本日をもって

ｌ区調査を終了。

2.162区トレンチ内の土価断面（南壁）実測。

2.17表土剥ぎ後、５層上面における遺構検出では

遺椛は確認されず。よって４４～４６列から５層掘

り下げ。

2.18昨日に引き続き５用掘り下げを行うも時折降

る雨のため進まず。午後から降雨のため作業中止。

2.21澗査係会議のため作業は休止。

2.22捌査区全体、５層掘り下げ◎

2.23網査区全体の５層掘り下げが終了したため遺

構検出を行うが遺構が確認されず。６層の掘り下げ

に入る。５層からは土師器皿、杯片が多く出土し、

わずかに青磁、瓦器が出土する。また、滑石製品も

出土している。６層はやや厚みがあるため２回に分

けて掘り下げを行う。

2.24朝から降雨のため事務所にて待機するが、午

後からは本降りとなったため作業を中止する。

2.256職の掘り下げ。辿柵は検出されず。出土遺

物は土師器片を主体とし背磁、瓦器片も出土。５層

に比べ出土数も減り１つ１つの破片も小さく磨滅し

ている。

2.28昨日同様６層の掘り下げ。出土遺物も変わら

ず。

3.1昨日同様６層掘り下げ実施。

３．２６届掘り下げを継続。Bf48Gridにて辿柵の可

能性のあるGrid周辺の検出を確認。現段階では遺

構か否か判断できず。

3.3天候の回復を待って作業を行うべく馴務所に

待機するも、雨が降り続き午後からは本降りとなり

作業を中止する。

３．４４９～５１列６層掘り下げ。BfL48Gridで実施

していた遺構検出の結果、形状が一定しないこと、

遺物が出土しないことから遺橘ではないと判断す

る。

3.7調査区全体６層掘り下げを継続。出土遺物は

少なく磨滅した土器多し。

３．８６胴掘り下げを行うが、４４．４５．４６列にお

いて７肘上面に達する。

3.9西側４４列から４８列まで６層掘り下げ完了。７

層上面で遺構検出を実施。遺構は検出されず。出土

遺物は小片のみでいずれも磨滅が激しい。

3.10調査区全体、６屑掘り下げ終了。

３．１１午前中降雨のため邪務所内で待機する。調査

区内の雨水除去を行うが検出面がぬかるんでいるた

め清掃は行わず。事務所､調査区周辺の草取りを行う。

3.142区全体の７層上面での遺構検出を行うも、

遺横は検出されず。

3.152区調査区Bc-44周辺から７層を掘り下げ。

3.167屑を掘り込み遺柵の検出を行うも遺構は確

認されない。明日まで継続し調査終了について判断

する予定。

3.17柳から降雨のため祭田下遺跡出土遺物の水洗

作業。午後２時過ぎから雨があがったため鯛査区内

の雨水除去作業を行う。

3.182区中世面（完掘）写真撮影を実施。今年度

の発掘調査を終了する。

3.22捌査区全体の遺柵実測作業（委託)。備品等の

チェック。

3.24111務所にて残務盤理。

３区調査

4.213区の表土剥ぎを開始。

4.223区表土剥ぎ、２/３ほど終了。

4.25降雨により作業がやや遅れる。

4.26引き続き表土剥ぎを実施。排水溝を兼ねる南

側トレンチの壁面清掃開始。トレンチ内には５カ所

に青灰色粘土まで掘り下げ。

4.273区東側、表土剥ぎ後の清掃。

4.283区中央付近の澗鼎。吉田莱仔圭邪は「瀬萩

遺跡」の郡備。

5.2連休の中日のため調査は休止。事務所にて祭田

下遺跡の図面整理。

5.3事務所にて遺物整理、祭田下遺跡の図面整理。

5.1ＯＡＳ､ALAu-30Grid4肺掘り下げ。出土遺物は主

に磁器片、土師器片、青磁片が出土。

5.11ＡｓＡｔＡｕ－３０．３１４崎掘り下げ。近世の銅製煙

管が出土。

5.12Ａ【～Aw-30～３３Crid4層掘り下げ。

5.13ＡＶ,３３．Aw-34並びに３２列の清掃。

５．１６３４．３５列４層掘り下げ。
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５．１７３８～４０列４府掘り下げ。これまでとは特

に変化なし。辿柵の検出も見られない。

5.18終日、降雨のため作業''1止・

５．１９４０～４２列５ａ用掘り下げ。

5.20昨日に引き続き、４０～４２列４層掘り下げ。

5a周上面までの棚り下げが終了。週櫛検出を試み

るも遺構は硫泌されず。５aIWの伽り下げを開始。

５．２３３８～４１列５ａ暦掘り下げ。４層に比べ遺

物の大きさがやや大きくなり購滅も受けていない。

５．２４３７～４０列５a層掘り下げ。出土する遺物

は土師器片、瓦器椀、背磁片など。

５．２５３５～３８列５a府掘り下げ。試掘時のトレ

ンチ掘り。

５．２６３４～３７列５a屑掘り下げ及び清掃。

５．２７３３～３５列５a層掘り下げ。発電機、水中

ポンプ搬入。

５．３０３２．３３列５a1W掘り下げ。

５．３１３０～３２列５a用掘り下げ。本日で５a肘掘

り下げ終了。

６．１３区５a脇上面全域清州、遺櫛検出。この面

でも遺構は検出できず。

6.2降雨のため終日作業中止。

6.3トレンチ内の消掃及び南側壁面清掃、土層線

引き。

６．６５ｂ層の掘り下げに濁手。３１，３２列掘り下げ。

5a府より出土する遇物は破片が大きくなり出土瞳

も咽える。出土する器種には変化なし。

６．７３１．３２列の５ｂ腫掘り下げ。南壁土層分肘。

二本木遺跡群（蘇日地区）の予脳調査が始まる。

６．８３３．３４列５b届掘り下げ継続。南壁土屑実測。

南側トレンチ内で土坑SKOO2を検出。７層上面か

らの掘り込み。

６．９３４列５ｂ屑掘り下げ継続。南壁の土層分掴の

一部手直しあり、終了。

６．１０３４～３６列５ｂ層掘り下げ。出土する器種

柵成に変化はない。南側土腕注記。

６．１３３４～３６列５ｂ厨掘り下げ。

６．１４３５～３８列５b隔棚り下げ。

６．１５３７．３８列５ｂ府掘り下げ。

６．１６３７．３８列５ｂ層掘り下げ。

６．１７３７．３８列５ｂ届掘り下げ。

6.20調査区全体の５ｂ府掘り下げ終了。澗捌し

ながら５ｂ届の奴りを掘り下げる。

６．２１６１１Ｈ１上面での遇柵検出を実施。遺物はほとんど

出土しなくなり細片が多い。

６．２２３０から３６列の再洲柵、辿柵検出後６層掘り下

げを実施。

６．２３３３～３５列６屑捌り下げ。

６．２４３４～３６列６屑掘り下げ。６１W中から遺構とみ

られる棚り込みを検出。要検討。

6.27先週までの６間掘り下げ過程で遇柵が見え始め

たため掘り下げを止め、６１W1をわずかに掘り込んだ面

で検出作業を開始。

6.28昨日に引き続き検出を行うも、たびたび降雨

による中断で地面がぬかるみ始めたため午後は作業中

止。Ｂａ､４０で溝状の辿柵を検出。

6.29終日降雨のため作業中止。耶務所にて遺物整理

を行う。

6.30終日降雨のため作業中止。

７．１６胴中の遺榊検出で土坑SKOOl・淵SDOO1・柱

穴SPOOlを確認。検出写典拠影、掘削に入る。また、

AzBa-39～４１で柱穴の並びを検出。掘立柱建物の可

能性もあり。

7.4調査係会議のため澗査休止。

7.5昨日の降雨によりiIM査区水没。午前中に水抜き

を行うが､午後降雨のため作業中止。菊水町(現和水町）

松坂地区予備調査（午前のみ）実施。

7.6降雨のため調査は中止。午後から雨があがった

ため菊水町松坂地区の予伽調査は実施｡、

７．７４０～４２列６１W掘り下げ。同時に菊水町松坂地

区の予備調査も実施。

７．８４０～４２列６１W掘り下げ｡同時に週櫛検出も行う。

7.11週末の大雨のため鯛査区は水没。終日、水抜き

作業。全貝で事務所周辺の環境整備。

7.12降雨により作業中止。

7.13降雨により作業中止。

7.14午前中は降雨のためpI【務所にて待機。午後から

作業開始。６層の掘り下げ、澗揃、辿柵検出を実施。

7.15AzBa､30Gridで６胴途中で掘立柱建物SBOOl

を検出。併せて、Ba-40でSKOOl，Ｂａ､42Gridで柵列

SAOOlを検出。

7.193区全域において辿柵検出。

7.20柵SDOOl・柵列SAOOl・掘立柱辿物SBOOl完

掘（半放搬影も併せて行う)。

7.21昨日、掘削した辿柵の実測。３１～３３列、３８

列６屑掘り下げ。
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７．２２３３．３７～３９列６層掘り下げ。６層中から

出土する遺物はやや破片が大きい。

７２５６層の遺柵検出を終え最終遺柵確認面（７肘

上而）まで掘削を進める。遺物の戯は下げるに従い

少ない。

７．２６３７．３８．４１列６層掘り下げ。７層上面での

巡柵が見え始める｡Az,37Gridにてトレンチにかかっ

ていた土坑SKOO2を検出。

７．２７Ａｗ－３５．３６、ＡｚＢａ－４０．４１、Ｂｂ－４１Ｇｒｉｄ６

層掘り下げ､７層上面を検出。土坑SKOO2半裁撮影、

土屈断面実測・注記。

７．２８Ａy,Aw-34、Ａｚ・Ba-40、Ｂａ・Bb-41、AzBa-39

に残る６層を掘り下げる。出土遺物は少ない。

7.29終日降雨のため作業休止。

8.1朝から水抜きを始めるも、雨が強くなり作業

中止。

8.2朝から水抜き、消掃を実施。３３列の６層掘り

下げを実施。

８．３７層上面で遺櫛検出を実施。捌査区東側で遺

柵を検出するが壁際にトレンチを設凹し掘削するも

立ち上がり等は確認できなかったため遺構ではな

いと判断。他にも遺櫛らしいラインを検出するが

いずれも半裁した段階で遺構とは判断できず。土坑

SKOO2完掘（撮影も終了)。

８．４３区中世面完掘撮影のため、荊所作業車を入

れる。

【４区】

8.5調査を開始するにあたりベルトコンベアの設

置、土褒作り、表土剥ぎの残りの除去等を行う。

8.8調査区南側のトレンチを清掃し土層線引きを

行う。トレンチ内からは遺構からの出土とみられる

遺物が多数出土する。

8.9昨日に引き続き、南側トレンチの清掃、線引

きを行う。また、調査区内の掘り下げも始める。

8.10南側トレンチの線引きがほぼ終了したため、

実測を開始を開始する。また、調査区東側で層の沈

み込みが確認され調査区を横切るように厚く無遺物

層が堆積しているのを確認。

8.11トレンチ内実測及び注記。昨日検出した調査

区東側の堆積土の確遡作業を進める。トレンチ内か

ら出土する遺物は１３世紀末から１４世紀の遺物で

あると考えられる。

8.12夏休み発掘体験を実施。小学生１２名参加。

調査区にて棚り下げ体験、リド務所にて遺物の説明を

を行う。午後から南側トレンチ土層断面の写真撮影

を行う。真型のため撮影条件悪し。

8.16調査区西側の掘り下げを開始する。遺物は多

く出土し、磨滅したものがなくおそらく遺櫛内を掘

削している模様。遺構ライン見えず。

8.17昨日に引き続き、西側調査区を掘り下げる。

相変わらず大きめの破片が多く出土する。

８．１８西側0淵査区を掘り下げ中に炭化物を含む焼土

が集中して出土してくる。調査区下面を観察すると

上部からの伽り込みをみることができる。槻の可能

性あり。

8.19遺物の出土状況が磨滅していない破片が多い

こと、安定したほぼ水平堆柚をしていることなどか

ら遺物包含肘を掘削しているものと判断する。

8.22調査区西側で満状の遺櫛を３条切り合ってい

るのを確認。遺構が多く存在している可能性が高い

ため調査区の中央に南北方向に幅５０ｃｍのトレンチ

を設定し２０ｃｍほど掘削する。

8.23降雨により作業中止。本日から予定していた

熊本学園大学学期会文化財研究会の調査体験も明日

からに延期。

8.24櫛SDOO3・SDOO6・SDOO2の満状辿櫛検出状

況写真撤影。その後、SDOO3は掘削開始。下端に近

いところで石列を検出。

8.25降雨のため作業中止。

8.26SDOO3鯛査。同遺物出土状況撮影。

8.29南側トレンチ土層断面一部修正ｃＳＤＯＯ３調査。

８．３０．３１月末で業員が少ないため調査は休止。事

務所で土器洗いを行う。

9.1SDOO3の完掘状況写典捌影を行う。SDOO2の

調査に着手。遺構中位に土肘断面観察用ベルトを残

し堀進める。

9.2SDOO2下端を検出後、両端の立ち上がり部の検

出に着手。西側落ち際で遺物・磯が多く出土する。

9.5台風接近による降雨のため作業中止。文化課か

ら台風対策の指示がでる。

9.6台風１４号通過中１

９．７午前中は調査区内の水汲みを全員で実施。午後

から溝SDOO6・SDOO7の澗査を行う。

9.8満SDOO6の西側立ち上がり部の調査を実施。

埋土最下屑から五輪塔の空輸部が単体で出土。稲佐
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津留遺跡作業員現場見学。

9.9Ag-llGrid掘り下げ｡満SDOO6､SDOO4調査。

南側トレンチ土層修正を行う。

９．１２溝SDOO6完掘、実測。溝SDOO7、SDOO8

掘り下げ及び検出作業。

9.13溝SDOO4、SDOO5はほぼ完掘。

９．１４溝SDOO2は土層断而観察用ベルトを残し

ほぼ完掘。下端が分かりにくかったが調在員で検

討した結果、背灰色粘土屑の上面までで止まって

いると判断。そこから獣骨らしき骨片が出土。残

存状況は悪し。同遺構土肘断面写真撮影。玉名平

野中世板碑拓本作業。

９．１５溝SDOO2の遺橘落ち際に細い澗状遺構あ

り。SDOO2と同時に掘削された付属の遇柵と判断

し調査を行う。

９．１６満SDOO8で遺構プランが不明瞭であった

ため全体に５ｃｍ掘削し改めて遺構検出を行う。

溝状の遺横切りあいが激しく手間取る。

9.20近世辿柵と判断した満SDOO2の調査が終

了したのを受け、トレンチ等で周囲を掘削し無遺

物層と判断した黒褐色土を除去するため亜機を入

れる。

9.21満SDOO7は完掘。出土した遺物はすべて

埋土中出土として取り上げる。SDOO8は写真撮影

待ちとして、本日は一旦調査を止める。出土する

遺物から中世期の溝状週柵と考えられる。

9.22重機による掘り下げ後の清掃。澗状遺構、

柱穴等、遺柵が顔を覗かせ始める。柵SDOO9、

SDOlOの調査も同時に進める。

9.26重機による掘り下げ後の遺構検出で多くの

遺構が検出し始める。洲SDOO2により切られて

いる溝状週柵（のちの道路状遺構SFOOl）の上端

を確認。

9.27道路SFOO1に並行して側瀧状遺柵を検出。

道路状遺櫛に伴う溝か。Aj-l5Gridにおいて掘立

柱建物SBOOl、隣接して墓STOO1を検出。掘立

柱建物については東側へ延びそうである。

9.284区遺柵検出状況捌影のため高所作業車を

入れる。Ak-l9Gridにて新たに墓STOO2を検出。

良好な状態で人骨が残っていそうである。SFOOl

が東側へ延びそうであるが、地形の落ちもしくは

削平によるものか、検出が不明瞭となるため、遺

櫛形状を確遡するためのトレンチをAm-20Gridに

SFOOlに対し直角に入れる。本日でほぼ調査区前面に

おいて中世遺柵の検出作業を終える。

9.29道路SFOOlを中心に遺構検出作業を行う。中央

の波板状掘り込みの左右に並行に、側溝が並び見られ

るため慎重に検討･確認を行う。溝SDOO8はほぼ完掘。

下層の遺構調査にとりかかる。墓STOOl～STOO3の

人骨検出状況の写真撮影。

9.30溝SDOO8下層遺構としていたものは、マンガ

ン等の沈殿物の広がりと判断し遺構ではないとして取

り扱う。満SDOO7・SDOO9・SDO10もほぼ完掘。

１０．１溝SDOl2、道路SFOOl側溝を完掘。

１０．３調査区東壁の土層断而実測。掘立柱建物SBOOl

を完掘。道路SFOOlの波板状掘り込みもほぼ完掘。

10.4溝SDOO2より西側の中世遺構はほぼ完掘。随

時完掘した過櫛の写真撮影を実施。

10.5降雨のため午前中事務所にて待機、午後から作

業を開始する。道路SFOOlより東側の土坑．溝等を検

出、掘り下げ。

１０．６Ａn.１９～２１Grid周辺を中心に掘り残しがない

か確認しながら調査を進める。

１０．７隣接して建設されている新幹線菊池川橋梁上か

ら４区中世面完掘写真撮影を行う。本日をもって、太

郎丸遺跡の発掘調査を終了する。

10.11調査邪務所撤収。次回、調査予定の「二本木

遺跡群（春日地区)」へ器材等の搬出を行う。

長谷部善一
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Ｂ西屋敷遺跡

４．１９１区マウンド状箇所の澗査。上部平坦面五輪

増周辺の遺構検出。同時に西側崖面にトレンチを設

定。五鎗塔残欠の出土状況等搬影。

4.20終日降雨のため作業休止。

4.211区マウンド状平坦而遺櫛検出、マウンド傾

斜面にトレンチ設定。

４２２作業休止

4.25朝から降雨のため作業休止。１．２区地形測

蹴。

4.272区の墓石実測を開始。

5.102区墓石実測、墓石拓本取り作業

5.112区墓石実測、墓石拓本取り作業

5.122区墓石実測、墓石拓本取り作業

5.132区墓石実測、墓石拓本終了

5.162区墓石実測終了、本日をもって西屋倣遺跡

の捌査を終了する。

長谷部善一

Ｃ瀬萩遺跡

5.10本日より調査開始。ｌ/３の面積を調査予定の

東側（ｌ区）から表土剥ぎをする。

5.11表土剥ぎ後の調査員のみで清掃、遺櫛検出を

行う。時期不明の満状の遺構が３条検出される。

5.12遺構検出をするも成果はない。地形は全体に

北側（現水田面）に向かい傾斜している模様。

5.13調査は休止し太郎丸遺跡事務所にて打ち合わ

せを行う。

5.16作業員、本日より作業開始。関係書類の記入、

オリエンテーションが終了後、水中ポンプ等の設置

と調査を開始するにあたっての既境整備を全貝で行

う。

5.17調査区前面、清掃を開始する。

5.18降雨のため作業中止。

5.19調査区全休の水揚げ、満掃。排水路等の掘削

作業。調査区内に４級基準点設棚。

5.20調査区東･北壁の土層断面写真撮影。メッシュ

杭投世。

5.23本日迄、メッシュ杭設悩。旧耕作土而の上面

までの遺構の検出写真を行う。

5.24東側で検出した遺構の写真撮影を行う。屑位

から判断し、近・現代の遺構と判断される。

5.25満状遺柵周辺の掘り下げをlHl始。

5.26ＳＯＯ４の捌在。

5.27遺構検出作業。

5.30ＳＯＯ４完掘。下層の遺柵検出にとりかかる。

5.31褐灰色府の棚り下げ。

6.ｌＳＯＯ４の掘り下げを行うも遺構の性格をつかめ

ず。再度、掘り下げを行い検討が必要。遺物は調査

区全体から出士するが遺構は検出されず。

6.2降雨のため作業中止。

6.3褐灰色士掘り下げ。

6.6褐灰色土掘り下げ。SOO9、SOO5、Ｓｏｌｏを検

出し掘削するも、地形のくぼみと判断する。

6.7褐灰色土掘り下げ。

6.8Ａ､１０，Ａ､l3Gridで褐灰色上掘り下げ。

６．９１区中世面掘り下げ完了。写真撮影を行う。

6.10調査２区（約900㎡）の表土剥ぎ開始。

6.13週末の降雨と周辺の水田より調査区内に排水

が没水し作業を中止し排水作業を行う。表土剥ぎは

北側の排水櫛が洲水しているため南側より順次剥い

でいった。
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6.14中世水田面を掘り下げ、黄褐色土及び黒褐色

土より古噴時代の遺物が多数出土し飴める。

6.15にぶい黄褐色土臓の掘り下げ。地形に傾斜が

あり、南側でやや高くなっているようである。

6.16～２０黄褐色土層の掘り下げ及び過柵検出。

6.211区掘り下げ終了。２区の捌査準備。

6.222区壁面清掃。榔状遺樹を検出するが調査の

結果、遺柵とは認定できず。

６．２３北側トレンチで土屑断面の線引きを行う。２

区の東側で遺柵の検出作業を行う。

６．２４２区K-l4Gridにて褐灰色土の掘り下げを行

う。

6.27Ｋ.１４．１５．J-l4Gridで遺柵検出を行う。特に

所見はなし。

６．２８Ｋ.１５，Ｊ.l4Grid週柵検出。遺物は細片が多い。

６．２９～３０作業員が満期のため、捌査は休止。

７．１Ｋ-１３．j,１３．１４．１．１４Ｇｒｉｄで褐灰色土の掘り下

げを行う。

７．４午前中、調査係会調のため調査は中止。

７．５降雨のため作業中止。

7.6午前中降雨のため、午後から作業を始める。

1-13.14.J－１２．１３．K-l2Gridの掘り下げ及び遺柵検

出｡

７．７１．１３．J-l3Grid掘り下げ。胸減した土器片が多

いため掘り下げを急ぐ。

７．８J-H､１０．１１掘り下げ。２区週柵略図作成。調

査区東側（市道の東側）で家屋の移転が終了したた

め確泌調査を実施する。遇櫛・遺物とも確認されず。

７．１１降雨のため作業中止。

７．１２１．１０、J-lOGrid掘り下げ。遺物は依然として

胸減した破片が多い。

７．１３降雨のため作業中止。

７．１４Ｇ-1.9Grid掘り下げ。本日より、太郎丸遺跡調

査担当艮谷部と瀬萩遺跡調査担当吉田は、植木バイ

パスエ事に伴う試掘調査に入る。

7.15Ｇ-1.9及びＨ・I-8Grid褐灰色土掘り下げ。褐

灰色土は厚く、約６０ｃｍを測るところもある。

７．１９Ｆ．Ｇ･Ｈ-7.8Grid褐灰色土捌り下げ。

７．２０H-L-8-l4Gridにて遺櫛検出を行う。

７．２１褐灰色土の下面において等商線の取り込みを

行う。黄褐色からは古埴時代から古代にかけての遺

物が多数出土する。

７．２２１－K.l2-l5Gridでにぶい黄褐色土を掘り下げ

る。遺物多数出土するが、遺櫛は見えず。

7.25Ｋ．L-l4Gri。にぶい黄褐色土から黒褐色土

(砂質）まで掘り下げ。

7.26-28Ｋ．L-l4Cri。にぶい黄褐色土から黒褐色

土（砂賀）まで伽り下げ。

7.291W務処理のため調査は中止。

8.12区調査区内排水滞水のため調査は中止。

8.2排水作業及び現場復旧作業。午後から棚り下

げの続きを再開。

8.4気温３５℃、酷暑のため作業中止。Ｉ区埋め

戻し側始。

8.5にぶい黄褐色土黒褐色土（砂質）まで伽り下

げ。

８．８３区表土剥ぎ開始。にぶい黄褐色土黒褐色土

(砂質）まで掘り下げ。ｌ区埋め戻し完了。

８．９Ｈ-10.1-8-10.J－１１．１３．K-l2-l5Gridまで

にぶい黄褐色土～熟褐色土（砂質）まで掘り下げ。

８．１０１－K.l2Cridで土師器完形品が出土し始める。

遺樹の確認を急ぐ。

８．１１３区表土剥ぎ終了。I-K-l2Cridでの遺柵検

出作業を行う。

8.12I-K-l2Gridに隣接するＧｒｉｄでも遺物出土範

囲が広がる可能性があるため、掘り下げを進める。

８．１５お盆のため調査を中止する。

8.16午前中、周辺の水田からの浸水のため排水

作業を行う。午後から掘り下げを再開する。

８．１７１．J-l2Gridから土師器壷、高杯、小型丸底

壷等が多数出土する。写真撮影後、遺柵の輔炎に

入る。

8.18.19鯛査は終始し、２６日開催予定の「叉休

み現場公側会」の幽備を行う。

8.22古城時代週物包含層掘り下げも

８．２３降雨のため作業中止。本日より予定してい

た熊木学剛大学学期会文化財研究会の調査体験も

明日からに延期。

８．２４灰色土晒まで掘り下げを行う。

８．２５凋在区全体の様子がほぼ分かり始める。南

側から平野へ強り川す低丘陵の先端部に位HfＩする。

にぶい戯褐色土が形成される土噸は背後から延び

る丘陵の雄底部にあたることが判明。よって、遺

構の広がりはかなり限定された範囲に留まりそう

である。

8.26「史休み遺跡発掘体験・見学会」開鮒。幼稚
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剛児ｌ箔、小学生２０名、中学生１名、保護者３ｆｉ、

文化裸小谷主任主111:も参加し1冊l雌。‘ｌｆ務所にてパワー

ポイントを用いて脱|リル、その後発伽体験を行う。熊

本学剛大学学期会文化財研究会調代参加、本日まで。

8.29～３１ノ･'末で作業員が少数のため事務所で辿物

洗浄作業を行う。

９．１１<･L-l3･l4Crid無褐色上～灰色淵Ii質士のMliI）ド

げ。

9.2灰色粘質土を掘り下げ。台風接近のため午後か

ら対策を施す。

9.5台風１４号接近のため作業は''11ｔ。

9.6台風１４}ﾅ、ノL州に上陸、俄断のため作業はIl1llzo

9､７台風通過による降雨で調杏区ﾉl<没。終｢I、排ｊ<

作裟を火施。

9.8昨'1に引き統き、現場復'11作災を継続。ｌ:砂の

流人が多く手間取る。午後からは洲汽を再開。

9.9昨l~Iの作業をﾘ|き続き行う。

9.12,淵査僅北側の流路落ち隙部分及び曜穴化ｊ‘!；

SIOOl・SIOO2をJ-11.12Gridにて検出，

９．１３竪穴住居SIOOl・SIOO2のＩ淵侮を実施。

9.14土坑SKOOlを検出。焼-ｔが兄られるため祥細

に捌術を実施するも川途等の限定には至らず。

9.152区辿柵検川。綱査区内において水田面検出確

認のためプラントオパール分析（壷料採取）を行う。

9.163区清掃、雌終遺構検出作業。

９２０３区褐色-t1mでの遺椛検川作災。

９２１出勤訓終のため少人数で辿物洗浄。

9.22昨'1に引き続き遺物洗浄。

９２６１１i墳時代而完掘写真に向けた環境幣備を行う。

9.27ｔ坑SI<001の,iMl代及び,iMl伽べ周辺の環境蝦術

を行う。

9.28占墳時代而捌侮完了及び完捌写典撮影を火施。

尚所作業車を川い搬影。午後から器材洗浄・盤11M．本

１１をもって、調在を終ｒする。

9.29柵鋼ｆ務所内の器材整理、川l:辿物の選別。

9.30器材撤収。綱在班は太郎丸辿跡へ合流。

吉川徹也
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したが、遺構と認定できなかった。
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l太郎丸遺跡

Ａ遺跡（１区から４区の概典）

（１）１ｌｘの概要

本捌査ばは太郎丸辿跡全休に0没鯉した調査区''1では最も東に位慨し、小ｉｌｌＩ川を挟んで「衆Ⅱ|下遺跡」と向

き合う捌従区である。本11M査腫の而欄は上端で1,523㎡、下端で1,364㎡を測る。綱査而は５肘止而で近１１t、

６府l湖で''111ｔ（Ｆｉｇ４）の辿柵を検川している。

近iIt辿柵の鯛代（Fig.４）

柵sDoo1ノkII賊ドから検出した辿柵。昭和３９年に実施された菊池川白ｲi噸懐備に伴うＩ《名平野4.500ｈａ

の、場納備前まで使川されていた柵で､通称「－２間洲」と呼ばれていた満である。柵５．４ｍから７ｍほどあり、

廃絶時には１１M〃のI:端が刷れかかっていたものと携えられる。川ｔ遺物は近・現代の遺物が混在した状態で

多数出'している。

櫛SDOO2本辿柵も洲SDOOlIjil様に戎+剥ぎ時から見えていた遺柵で、捌従Ⅸを斜めに横切る状態で検出

している。‘淵従区外を火へ{''1ぱすと洲SDOOlと11'〔交するものと思われる。Mviは２簡所で観察し、３時期

の利用過秘を兇てとることができた。雌初の掘り方は、第１時期とし土肘111の５．６kMiにあたり、ややｔ噸

化を感じさせる略オリーブ褐色系シルトで、緩く上部に向かって開くＵ字状の底部を成す時期。第２時期に

は粘質～砂髄を11体とし、２．３．４１Ｗの堆欄する時期、第３時期として洲ｌ肘としている典砂土を1ｉ体と

する肌上が唯欄している時期。主に巡物は第２時期としている肘から出土しており、近11t染付磁器（Fig26）

などがある。ｌ肘１１１にはi111場盤備段階の廃棄物と児られる現代の廃棄物も念まれていた。いずれの肘からも

遺柵年代を'jくす辿物は出|:していない。

中世の辿柵の鯛従（Fig.４）

櫛SDOO3洲SDOOlの東側にほぼ､14行に検出された遺構。検川時には後に細勝する洲SDOO4と同一遺柵か

とも考えられたが‘洲介が進むにつれ、主軸のわずかなプレなどから別遺柵であると判断した。西側のl:端は

SDOO4と災ｲjする。検川災は３４５ｍ、幅３８cｍ（C,C,)、最大深度は１２ｃｍを測る。土肘は)M褐色土を主体

とし膳減した上師器片をわずかに含む。

櫛SDOO471列のＧｒｉｄ内に展開し捌査区を横断する満。部分的には上端、下端とも一定せず不定形をなす

部分もある。雌大幅（D-D，)は３５ｍを測る。埋土には黒褐色砂質系の土を持ち、膳減した土師器片をわずか

に含む。

ｔ坑SKOOlBp,61Ｇｒｉｄにて検１１Iした辿機。トレンチにより遺柵の一部が尖われ全体形状は不明であるが、

残りは径６５ｃｍである。断面は逆台形状で底面はフラットである。埋土には５肘の褐色系の上が主に入る。

出土遺物はない。

l:坑SKOO2Bp,60Gridにて検出した遺構。一部はトレンチにより削平したがほぼ円形を呈する。災径

96ｃｍ、雌深度３６ｃｍをilIllる。断面形は逆台形である。上層はjIi肘で５用の1:を1ﾐ体に含む。川上遺物は古代

の須恵器綴（Fig27)、ｔ師器片がある。

l:坑SKOO3Bv-68Gridにて検出した遺構。検出した面は中世､iよりド肘の７肘上而であるが、埋土の状況

から、本来は他の辿柵Ilil槻に６肘上Ihiで検出すべき遺構であったと判断し剛併する。上端、ド端とも検川時

には方形とみられたが、ル#り進むとやや不定形な形状を呈する。辿物はtnli器ⅢＩ（Fig.27）が埋土''１よりlll
上している。

桃穴SPOOlBq-64Cridの土坑SKOOlI｝Ij側で検川した遺構。催１５ｃｍ、雌大深度１５ｃｍを測る。掘り方はほ

ぼ垂r〔で、辿柵の即I:はWIviであるとWll断した。埋土は５卿のl:を主体に含む。

－２２－



Fig.３人郎丸遺跡lIiI辺遺跡分/Ii似Ｉ（S=l/5,00()）
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くつ噸’岬
H=４３０Mｍ

YI8

~ ■-
司； WＰ

柵色Ｉ（】OYR･１６）
ｆ錘に柵世の潅綿あり

ト

刈

ＤＥＰ

ＮＰ。 ｏＳＰ

H=４３０wｌＦＰ NＰ H=４３０，帥

測色１（IＯＹＲＭＩ■‐ 言､＝一一一一Ｆ

,０ 届

１／３０

Fig.５１区l含坑SI<()０１（ﾉ,f）．｜:坑SKOO2（111央）． |･ｌｊ'1:ＳＩ<0()３（(i）、FImIxIと断面陳

（２）２Ｋの慨嘆（Fig.６）

１Ｋの１１棚に､!iたる調査区である，{釧制べの面献は上端で５１()､i、ド端で‘152,1を測る調在は１１，<ＩＩｉｌ

嫌、近'11:辿附検出1ｍとしている５ル1上IiIi、llIlIt柵当ｊｉｲの包禽肘である６ル1、Ｉｉ１ｉＩｔ巡撒検出|前としている７ﾉＷ

ｋ１ｍで行った

５１Ｗ上Iiiiを近世辿緋検出1ｍとし納在したが、遺俄を砿認することはできなかった。６肘111からは111'1tの遺

物壮わずかに出こしたが、いずれも端部がIiﾘ減したl:師器IⅢ・杯、ややﾉ<ぶりのiii磁椀ﾊ゙ 、ｌ冒師器''１１様に端

郡が脚M1した瓦器椀呼が出l1した。川ｔし/と辿物は、川ｔ状態が・鯉せずまとまりがなかったことから、現

位『(を保っていない流れ込みの滋料と，＃ﾘ断した

また、６肘中からの遺椛の検川はできなかったため、一部で７ル11:IiIiまでMIIりドげ、辿椛の確認をｆｊ:った

が検出には篭っていない。

その結果、５．６胴からの出Ｉ:辿物は包禽〃1週物として収り１．げ、ここで1.Xl,！《できたのは４点（Fi830）で、

いずれも６Ｍからの川ｔであった。
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ハ８

’'111t辿柵の捌在（Fig.６）

３区は２区の西側、梅林犬満宮の南に延びる参進と門前に広がる馬場に挟まれた場所に設定した捌査区。
調査区の而戟は上端で738㎡、下端で648㎡を測る。

辿柵検出作業は表土剥ぎ後、５肘上而から行ったが、遺柵が脈Ｉ恩できなかったため】区で''11州i,'１ﾙiとし

た５脚を捌削後、６澗上而・７肘上面の２mで辿柵を検出、剛‘蝋した。

６胴上面検出辿椛

柵列SAOOl（Fi9,7）Ｂａ,42Gridで検出した３Ⅲの柱穴で２１Nlからなる辿柵。ルI位柱建物SBOOlと主'lillIを

ほぼ同じくし、柱穴径､深喚とも類似するが､Pl-P21HIは1.25ｍ､P2-P31Hlは0.75ｍと柱穴lllilは一定しない。

埋土中からの出土辿物はない。

捌赫1;辿物SBOO1（Fig.８）Ａｚ・Ｂａ－３９．４０．４１Gridにて険出した辿椛。I柵在低北側に延びており、検出

できた脆囲では長IliIIl方向で３１Ⅲ、小口方向で311M、小口方向延艮線上で柱間巡いでｌ間の掘立柱巡物跡ｌ柳

を確認した。縦穴は側柱のみで、内部での椛痕は脇められていない。先に報告した柵列SAOOlとは主軸を

ほぼ同一としていることから付|瓜する辿柵と捉えることができよう。建物としての広がりの''1能性は、間に

空間を有することから連続性はないものと考える。

洲SDOO1（Fig.９）６層kIm、Ax-36Cridにおいて検出した辿柵。雌大睦は４．６４ｍ、断面を作成した部分

で幅４２ｃｍ、蚊火深度は16.5ｃｍを測る。断!ii形は逆台形（WP-EP）を呈する。｜:Ｍは単屑で、５肘の略褐

色士（lOYR3/3）を主体とする埋土を有する。川上遺物は磨滅した土師器片がわずかに入る。

上坑SI<001（Fig.９）掘立柱巡物SBOOlの南側、Ba-40Gridで検出した辿柵。艮従１８８ｍ、断面実測部で
70ｃｍ、雌ﾉ<深度２２５ｃｍをilIllる。埋土には暗褐色l：（lOYR3/3）を単備iでｲjする。遺構中心より北に寄っ

たド端近くで磯を含む。加工猟はない。埋土''1からは磨滅した上師器片が数点出土している。

椛穴SPOO1（Fig.13）Aw-35Cridで検川した椛穴状遺構。WIi形は隅丸方形を11Ｉする。長筏３８ｃｍ、深度
１０ｃｍをilIllる。埋上は単胴で肌褐色士（lOYR2/2）を含む。川上辿物は磨滅した土師器片が出上している。

柱穴SPOO2（Figl3）掘立柱進物SBOOlP-2IXi側に位置する辿柵。当初は掘立柱建物に伴う桃穴とも考え
られたが、岐終的には別辿椛で柵告する。辿柵は州立柱建物SBOOlを櫛成する柱穴と大きさ深度とも大き

な進いはなく、１ＩＭＩ二の特徴も陥似する。

７肘上!m検出辿椛

ｋ坑SKOO2（Fig.１０）Az-37Cridで検川した辿柵。トレンチとI淵査区南壁に一部かかる状態で検出した。土
|W断1mはI‘I然堆剛ﾙｨと比岐させるため、‘淵在区南畷に直行し股定した。及径は中心部の最大径部で東西方向

に１２８ｍ、深度は４２ｃｍを測る。遺柵内堆俄-上は２Ｍに分肘でき自然唯秋による}Z肺1を確認した。出土遺物

は膳減したMIli器ﾊ･が４点''１|:している。

④
（
し ＯＣNＦｐ ・ＳＰ

ｌ１望_§些野

(3)３区の柵哩

〒丸捗=＝＝=一員ノー_〆

rn刈色上<IDYR3ﾉＩｌ晩lIQ･守ﾝヴルい宙む．

０
１/4０…．．．‐

Ｆ

Fig.７３１ベＨ１列ＳＡＯＯｌＷ岬lと断IiIil判

－２７－



3JＩ

I／4Ｃ

何
〕
臣
・
ロ

ｌｎ
Ｈ
Ｕ
ｎ

’6○

－２８－

○

９

歩

Ｃ●

○
輩

ＤＣ！

Ｉ'4○
型

｡鮭一心南･鎧聖

８

戦
曲

Fig.８３Ⅸ伽W:桃述物ＳＢＯＯｌ平而倒と断面瞳

IＦ

○

剛測色Ｉ（lOYR3/3】

。Ａ，Ａ●

『
…

０

声驚q函'一

C｛

，P３，１曙
＝=i２－：胃雪l=辱司

,､5ｑｎＡ’Ａ
幽



ノ
Ｊ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ

に近い埋上を｛iし、経２４ｃｍの円形をII1する。底Ｉiiiでは柱痕としていた部分のみ、ややドがる。

⑬
ＮＰ
●

Jl8
⑬

●

S;Ｆ

ｈ

Fig.９３１幻,ｌｌ１ＳＤＯＯｌ（左）・Ｉ:坑SI<0(〕１（(『）平Iiiil,xlと断面図
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I/5Ｃ

ｎ
１」

|／3Ｃ

Ｉ Ｊ
Ｊ １

’ ｡ＥＰWＰｄ

eＰｄ ■FＦ

ｔ坑SI<003（Figll）Au-32Gridで検出した遺柵‘，Wii形は災|州Ijで部Miれ張りⅢす。111牝は分＃,↑できず

iiiﾙﾅ、暗オリーブ色（2.5YR3/3）の粘性の強い{:が入る。出I:辿物はない．辿構規絡は災催１．５６ｍ、深度

10.5ｃｍ、底ＩｉＩｉはフラットで、掘り方は緩やかである。

上坑SKOO4（Fig.１２）水調査区で雌もlIIi側のＡｌ1.31ＧＩ･ｉｄで検11Ｉした遺柵。辿備平而はｲく定形であり浅い掘

り方をｲ｣.する。叩土にはにぶい戯出色|:(lOYR4/3)をｲ｢する。世l1lli底面はフラットでⅧ11り方も緩やかである。

出ｆ遺物はない。

{:i§穴SPOO3（Fig.６）Ａｗ,43Gridにて検出した辿柵。埋上ににぶい黄褐色|：（lOYR4/3）を持ち、lWi性が

強いためか仙く締まる。７肘から８〃1に近いI:の状況を呈している。長慌約３()cInで怖'ﾘ形を魁する。

|層1ヅ〈SPOO4（Ｆｉｇ６）SPOO3とＭじＧｒｉｄに|伽'iし、′f定形なWii形を‘食する遺描。雌火慌２８ｃｍを測る。

蝿ｔの状況はSPOO3とＩＩｉｌ様である。

|;iﾐ穴SPOO5（Figl3）AU-33Gridにて枕川した辿柵。検出段階では約８ｃｍﾙ111庇の柱痕を検出するが断lmで
はIﾘ}暗には),lえていない。叩ｋに略褐色'二（lOYR3/3）をi皇休に炭、焼1粒を多く含む。雌本土届の５ｂ屑
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（４）４区の慨哩

４Ｋは水,淵査において雌IJlLi端に位慨し、もっとも鋪池川に近いI洲州>〈である。調査低東側は梅林尺櫛桝に

隣援し、眼lJliに走る賜場の一部にも峡する。洲査区のI耐lは｣x端で８１４，１、ド端で７１６１１iをillllる。

辿WIi検111作業は、近世辿柵検出1ｍとなる６Ⅳ1上1m、’''１１t遺物包含ﾙ州1,11〃1とする６ル1、’'1111辿柵検lIIIIIiと

する７＃11島而を辿物包含岬i・辿WIi検川而と,惚定し発棚I淵侭を実施した。

ｉﾐな辿肺liは、I淵if躯のほぼIllﾘとを蝋IIljに横断している道路状辿'１Ｗ（SFOOl)、掘立柱地物跡（SB()()l)、｜：

坑堪（STOOl～003)、柱穴、1側州えのIIliにあたり雌も菊池川に近い場所に位慨し、重複し検川された幾筋

ものI櫛北に走る満状遺構などがある。（Fig.15）

近IIt辿術の調壷

洲SDO()１（Fig.14）６層上1ｶ旗険Il1Iiiiとして検出した辿術。１２'IillIをほぼI櫛北にとり掘削されている洲状の

辿lIll1，lWMiは逆台形状を呈し、底IiIiはほぼﾉk,ｌｆである。

洲SDO〔)２（Fig.16）満SD〔)()ｌとl1il検出IIIiで検出した辿縦。断1m形はIIhi側に浅く広がる伽ｌｌｉﾘ部を(『し、111火

がＵ'i･Z状に掘り込まれる澗状の辿柵。Ｉ｝IilIIllの落ち際には、並行に伽削された小規模な満状辿撒が検出された。
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Ｉ

償ＩｌＷｉ隠膿淑澱哨賎製YR･I′3)｣で畔的にM一・上演瞳ｼﾙﾄ園…と‘.る‘
２ル１１胴よりやや柿甑り砧f睦幣びる。１１Wに含まれる砂仙の削合が影い､
３１Ｗ純上を粒状に少、含む。
41箇3府よりややWjl』I:が強い｡膳減したi:器片を含む。
５ルｆ上嚇に比べ締まりが鯛いｃ
６師砂馳の混入が糊えl:器片、軽衝などの腿入拘も児られろ‐
７肘砂倣の混入が多く、ｋ肘に比べマンガン粒が期える。
8ｌＷＩＷ灰伐也土(2.5Y‘1/2）鵬減したl:器片が多くⅢi:。



II1lIt辿榊のI淵杏

柵列SAOO1（Figl7）Ａｌ･Ａｍ,１９．２０Gridにかかる範囲に位瞳する遺構である。今同のI渦盃では柵列として

報告するが、調在区北側並びに東側へ広がりを持つ伽it柱建物である可能|'kもある。柱穴掘り方は大きく削

､Fを受け辿構の~ド端に近い部分であるが、いずれも腿経約３０ｃｍをilI'1り、断IiIiには帆約ｌ()cｍの柱狼を残す。

柱間は1.9ｍで２１|il:間ともほぼ同距離である。

掘立柱処物SBOOlAj-l5･l6Gridで検州した遺構。111雄20ｃｍ前後の柱穴が1.8ｍ～1.95ｍの間隔で２間

×３川の総柱建物として検川した。北{l1llはI洲査区外に川るため現段階では総|H}激は不Iﾘ1である。‘i:lヅ<の深度

は浅く、埋士に上肘（６層）の'二を主体とする土を(jしていることから、本来の遺機は６１蘭中から棚り込ま

れたものであろう。遺椛土屈断面では柱痕呼の痕跡は確認できていない。

満SDOO3調査区両側の亜襖した遺構の111で検出した↑仙状の辿柵。断面は浅い。

櫛SDOO4･満SDOO52本の洲とも検出而上ではやや湾曲し検出された遺撒｡断面形は逆台形を呈するがしっ

かりしたI<端を呈する。

満SDOO6溝SDOO3に切られ検出した辿拙。遺描は浅いが、シルト質を中心とした士の堆穣したI州をみ

ることができる。

満SDOO7溝SDOO6の直下で検出した遺柵。ほぼ主IIililを''１じくしているが、SDOO6とは上屑の観察からも

別辿柵として認識し澗査を実施した。

満SDOO8SDOO7のIIIi側に位慨し、同遺柵に切られた状態で検出した遺播。本遺機もド端がはっきりせず緩

やかな断面形を呈する。

洲SDOO9SDOO8の11‘〔下で検出した遺柵。断面形は逆台形を呈する。

満SDO10SDOO8の旗下でSDOO9に切られた遺識。断面形は不定形で明碓な遺構としての掘り込みかどう

か判断に迷うが、埋ｔに焼土を含むため辿柵と認識した。

i＃SDOllSDOO7・SDOO8の11！〔ドで検出した断ｌｍＵ'j':状の遺椛。、I輔では辿柵の途LIiで途切れる。

満SDOl2土坑SKOl3を切るように検出した遺描。辿構は東Ixiに伸びており、東側では,淵査区外に伸び、

西側では‘淵査区端から約７ｍ伸びた部分でﾒLく終わる。道路SFOOlとほぼＷｊ:に検出できたが、何時に存在

していたかは埋土の状況からは‘ﾘ断できなかった。洲断1mは逆台形を呈する。

道路状辿柵SFOO1（Fig.20）Ａｍ･An-lO-l6Gridにて険出した辿柵。不定形附円遺構が述統する範IJIlとそれ

を挟む洲状遺構からＮＩＩ成されると1;'1断し、’'１心を通る不定形柵ﾘ遺椛を他の報杵・研究‘１１:例から、道路状遺

椛と判|脈した。中心の不定形|州Ij遺雛を「波板状凸凹Mi｣、それを挟み検出した満を「側洲」と呼称する。

検出而艮約２６ｍ、ＩＩ１ｊ側溝間幅３．３５ｍ、「'１心で検出した波仮状凸１１１１面１基あたりの幅は小さいもので約

60ｃｍ、ノくきなもので|陥約1.2ｍ、深度は１０～１５ｃｍである。また、遺櫛のIHI胴は均聯ではないが約４０ｃｍ

から６０ｃｍを測る。

l:坑SKOOlAm,l9Gridに位慨し溝SDOO4を切り、棚り込まれる遺構である。平面は柵Ll形をなし断而は

緩やかなｕ字を呈する。ド端はIﾘl碓な平而を付せず掘り込まれる｡ｊｌＭｌ二の特徴から中世期の辿榊と判断される。
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l抗SKOO2Ah-l2･l3Cridに位慨する辿柵。平面形状から洲状辿惟と考えられたが、空間を区画している

ことや、溝として認定した遣機のように巡続し伸びるという１１Fが観察されず、溝としての機能が検証できな

かったことから土坑として報告する。遺柵は６屑巾から掘り込まれていたと考えられるが、７眉上面で検11’

しＩI査をしている。検'１１段階での全農は318ｍ、雌大幅９０ｃｍ、雌深部での深さは33.5ｃｍを測る。一部北

側へ延伸するが、平面形状が最大径部を''1心に南側Iil様に狭くなりつつあるため、辿柵完結部も近いと勝え

られる。土肘断而は３ﾉ側からなる{41然堆仙による唯祇臓が見られた。

'二坑SKOO3Ak-l5Gridで検出された辿柵。平面形は附円形を!iＩするが、底面で明瞭な下端は確認できてい

ない｡埋土は蝋肘で､｣I§本土層６肘をベースとし形成されている。雌土''１からは土師器片が４点出土しており、

それらはすべて接合され、Fig.３６に例示している。
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測色と(10YR4/‘l)砧質。鯉上、雛を粒状に含む。

蹄Mj色上(IOYR3AI)蹄蛍りあり。わずかに炭粒、蝋l:を念心。
灰茂褐色上(10YR5/2)随灰色ブロソクど含む。
I.にぶい繭網色'二（I()YR‘1ﾉ3)シル】･閲‘,阪色プロツ〃此び、少鮒の焼'だ含む。
2．にぶい戯棚色i：（l〔〕YIW3)上刑に比べ、やや帖|‘l:目
３‘灰仇出色土（】OYR5/2)粘土＞シルト間‘鉄分を含む。
にぶい蛍褐色土(lOYR‘l/3)締まりあり．侠色粘土ブロツャ、軽ff，マンガン松含むｓ
にぶい随褐色土(lOYR‘l/3)ややI占性今マンガン、炭位、塊上をわずかに含む。
灰iI郷色粘質土(lOYIW2)褐色の砂質上を含む胃
にぷい戯褐色上(I0YIW3)硬質。小粒のマンガンが縄じり、焼土を防状に含む。
にぶい彼褐色1言(lOYR‘1/3)硬質。炭、晩I.、マンガン位が汎じる。
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上坑SKOO4Am-l9Cridに位慨し､土坑SKOO5を切る状態で検川された辿柵ｃ平面形は長方形で長径1.61ｍ

を測る。遺柵下端も長方形を呈するが、中心より西に寄った位悩に楕円形の掘り込みがあり、その掘り込み

埋土11'から獣骨の大腿冊が１点出土している。獣骨は検出した段階で非湘に脆弱であり、取り上げる際に崩

れてしまったため分析等は実施していない。埋士はほぼ水平堆禎の状態で、遺構が削平されていることを勘

案しても埋め戻された可能性は低く、自然堆穣による埋没と考えられる。

土坑SKOO5Am-l9GIidで検出した遺構Ｃ全長3.48ｍ、幅約60cm、遺柵蛾深部で16.5ｃｍを測る。遺櫛は上坑

SKOO4及び道路状遺構SFOOlに伴う洲に切られている。また､同様の形状をした遺構(土坑SKOO6)が東に位iivＩする。

平面形は溝状の遺構であるが、満としての機能等の検証ができていないため土坑として柵告する。

土坑SKOO6Am・An-l9Gridで検出した遺柵で士坑SKOO7の西に位置する。全長3.1ｍ、幅約60ｃｍ、遺柵雌深度

19.5ｃｍを測る。土坑SKOO5同様にilW状遺横を呈するが柵としての機能を検iIlKできないので土坑として報皆する。

上坑SKOO7An-１９．２０Gridにまたがり検出された辿構。西側で上坑SKOO8に切られている。平面形は不

定形ではあるが一部において方形状を呈する。検出mからの掘り込みが浅いため、遺構からその性格を探る

ことはできない。底面東側が一段落ちるが比高差は少ない。

士坑SKOO8Am-20Gridに位満し土坑SKOO7を西側で切る状態で検出された遺柵。平面形はやや不定形で

あるが長径は117ｍを測る。土肘は３層に分屑され、過構底而において遺構内で形成されたとみられる焼土

の広がりを確磁した。焼土の厚さは表面にわずかに残る程度で、焼土の堆積及び灰の掻きだされた痕跡は確

認できなかった。遺橘半裁の際に半分を棚りすぎたため、焼土の広がる下端ラインは記録できていない。

上坑SKOO9土坑SKOlOに切られ、Ａｍ･An-20Gridにまたがり伸びる辿柵。蛇行する溝状の遺構とも見て

取れるが、調査の結果、遺構の性枯が判断できなかったため士坑として報告している。

土坑SKO10An-20Gridで検出した遺構。平面形は隅丸方形を呈する。断面での観察では柱痕等の柱穴遺構

としての確認が取れなかったため土坑として報告する。下端はやや南に寄った位刷で方形状を呈する。

土坑SKOll土坑SKOlOに切られる状態で検出した遺構。平而形は方形で下端も同様にほぼ方形を呈して

いる。土層は上下２層に分層され、黒褐色から暗褐色の埋土をｲL』し、焼－１２粒・炭化物などを両層とも含む。

土坑SKOl2土坑SKOlOの東に隣接する遺柵。平而形は楕円形を呈する。土層断面は自然堆積によると考

えられる層が３屑に分岡されており、そのうち１．２刑には焼土粒の混入が見られ、土坑SKOlOと類似する

胎土が確認された。

土坑SKO134区調査区束端、Ａn.21Gridに位置する。溝SDOOlに長軸方向を切られ、下端付近がわずか

に磯る°平面形は長楕円で上端、下端ともやや不整形である。

土坑SKO14An-21Gridにて検出した遺櫛。平面形は方形であるがやや領む。土屑断面から柱穴掘り方であ

ると考えられるが、周囲に関連する遺構が見られないことから土坑として報告する。埋土には４屑の鵬褐色

系の土が入り、柱痕痕跡部のみ周棚より暗い黒褐色を呈している。遺櫛蛾下部には柱座になると考えられる

部分に粘性の強い粘土が散かれている。

土坑蝋STOO1Ak-16Gridで検出した遺櫛。長径1.41ｍ、最大幅１２９ｍ、最深度１０．１ｃｍを測る。長桁円形

を呈する土坑であるが、内部から人骨が出土したため土坑墓として報告する。遺櫛検出の段階で遺柵上部は

削平されていた｡内部からは人骨が顔面をやや北に向けた伸展葬の状態で出土した｡人骨は水分が多く脆剃で、

取り上げるまでには至っていない。共伴遺物は出土していない。

土坑嶋STOO2Ak-l9Gridで検出した遺構｡艮径80.5ｃｍ､最深度18.5ｃｍを測る楕円形を呈する土坑墓である。

本遺柵も検出時には人骨頭部が輪切りの状態で検出されているが、残存典合は悪い。人骨の出土状況を観察

すると、顔而を西に向け腕、脚とも折り曲げた屈葬の状態で出ｔしている。人骨末端の小骨は消滅しており

上腕竹、大腿竹など太く丈夫な部位のみ出土した。人什本体は水分が多く脆弱で、取り上げるまでには至ら

なかった。共伴する遺物はない。

土坑嶋STOO3STOO2と同じＧｒｉｄで検出した遺構。及径１０７ｍ、最深度５ｃｍを測る隅丸方形の土坑蕊であ

る。主軸は頭部をほぼ真北におき西向きに顔、をおく。人骨はSTOO1・STOO2同梯に残存状況が悪く、取り

上げるまでには至っていない。共伴遺物の出土はなかった。
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、

１区出土遺物(1-32）

，染付椀見込みに染付の文様あり。底部と体部境界付近に圏線が巡る。また、高台は商く垂直に立つ。

肥前系の広東椀か。１８４０年代の遺物と考えられる。

２染付椀外器面及び見込みに染付による文様が施されるが、文様の主題は不明。体部から底部にかけて

肥厚する。揃台は短く、断面形は四角を呈する。見込みに重ね焼き痕跡の目跡を残す。

３染付（二次加工品）本来は染付の椀及び皿であったことが想定されるが、周囲を打ち欠き平板状に成形

しているため本来の形状は残していない。

４陶器裂口縁部から体部にかけての部位。口縁部はＴ字状を呈し、外側で丸みを帯び肥厚する。内器面

では短部付近が強い横ナデにより押し込まれ、やや尖り気味の形状をなす。

５滑石製品棒状に成形され、周囲は細かく擦られる。両端とも折れた形状は見られず、角を整形した痕

跡が残る。

一 ‘Ｉ
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③

●

３
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L 弓 一 一 一 一 」

ー一Ｓ＝1/３
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胤
幽
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－１

Ｂ出土遺物

Fig271区土坑SKOO2（６）・土坑SKOO3（７）出土遺物実測図

Fig.２６１区瀧SDOO2（ｌ～５）出土遺物実測図

６杯蓋（須恵器）休部に比較的高さのある体部を呈する。短部は短く、ほぼ垂直に折れ丸みを帯びる。つ

まみは逆台形状を呈し、上面は押え窪む。外器面に肌色の色調が入ることから、荒尾産須恵器で８世紀後半

頃の遺物と考えられる。

７皿（土師器）体商の低い皿で､底面には糸切り痕が明瞭に残る。休部は短く開き立ち上がり先端は尖る。

一 一
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包含層出十遺物（８～３２）

８皿（土師器）体高の低い皿で、休部は短く開きながら立ち上がり、随部は丸く収まる。底部は糸切りで

見込みは丁寧にナデる。

９Ⅲ（土師器）短くほぼ垂直に立ち上がる形状を呈する。底部から休部にかけて肥ID礼､先端は短く尖る。

底面は糸切り後に板目痕を残す。

１０皿（土師器）体部の高さは低いが、底部付近で横ナデを施すため高さを感じさせる形状を呈する。口

縁部は３段から成る細かな横ナデが観察され、やや内湾気味に立つ。底部は糸切り、板目を残す。

１１皿（土師器）短く肥厚する立ち上がりが特徴的な形状を呈する。凹縁は短く、先端は丸く収める。外

器面底部は粘土のはみ出しが認められ、底部と体部の境でややせり出す。底部は糸切り後にナデを施し、糸

切り痕を消すしぐさが認められる。

１２皿（土師器）短く立ち上がる体部は横ナデにより内器而側が強く押され、口縁短部に行く程内湾気味に

丸みを帯びる。短部は小さく丸く収まる。底部は糸切り後、板目を残す。

１３皿（土師器）底部、体部ともに他の同規模の皿に比べ厚みを持つ皿である。外器、には底部と休部の

境に糸切り時の粘土はみ出しを残す。底部には糸切り後、板目を残す。

１４皿（土師器）短く立ち上がる体部は弱い横ナデにより丸みを帯び、口縁短部に至る。短部付近は横ナ

デによる稜線が見られ、やや尖る。底面には糸切り痕が明瞭に残る。（拓本あり）

１５皿（土師器）短く立ち上がる休部はほぼ垂直に立ち上がり、短部が丸く収められる。短部付近では横

ナデにより稜線が見られ、やや尖る。底面には糸切り後に板目が残る。

１６杯（土師器）高い体商を有する杯である。体部は横ナデにより整形され、底部からにl縁短部にかけ緩

やかに外反し立ち上がる。短部は丸く収まる。底部はへう切り後にナデが施される。中世後期頃の遺物と考

えられるｃ

１７杯（土師器）全体に緩い横ナデにより整形されているためか丸みを感じさせる器形を泉する。底部と

休部の間に明瞭な変化点（稜）が見られない。わずかに口縁部で稜を示し短部幣形をなす。粘土の厚みは底

部は均一であるが、体部では短部下付近でやや肥厚する。中世の遺物と考えられる。

１８杯（土師器）やや外反する休部は横ナデにより薄く整形される。短部付近でわずかだが更に開く。底

部は厚みのある粘土を残し、中心部に行くに従い厚くなる。外底面はへう切り後板目を残す。中世の遺物と

考えられる。

１９杯（土師器）全体に丸みを帯びる形状を呈し、体部における立ち上がりもやや内湾する。短部は丸く

収まり、短部外面にわずかに稜線を見ることができる。内外面共に横方向に磨き痕が観察される。外底面は

回転へラ切り。全面に赤彩が施される。８世紀後半から９世紀前半頃の過物と考えられる。

２０椀（黒色土器）直線的に伸びる体部は丁寧な回転ナデが施される。短部付近で更に緩く外反し、短部

は丸く収まる。体部と底部付近で粘土は最も厚くなる。高台は貼り付けで直立し、内器而のみ黒色を呈する

いわゆる内黒である（Ａ類)。９世紀中期の遺物と考えられる。

２１杯（須恵器）直線的に伸びる休部と丸みを帯びる底部を特徴とする杯である。口縁短部は丸く収まり、

わずかに外面に稜を有する。８世紀代の遺物と考えられる。

２２杯（須恵器）底部から体部にかけて直線的に伸びる形状が特徴的な遺物である。底部と休部の変化点

付近には内面にわずかに屈折する稜線が認められる。底部は断面でやや粘土が肥厚する傾向がある。間台は

貼り付けで、短くやや開く。

２３椀(青磁）厚みがあり、きめの細かな士で整形されている器である。残存部は底部のみであるが椀である。

高台は削り出し高台で垂直に立つ。外底面に焼台の土が残る。施泉窯ⅡＣ期。

２４椀（青磁）厚みがあり、きめ細やかな土で整形されている器である。残存部は２３同様に底部のみであ

る。見込みには中心にスタンプが残り体部と底部の境付近に二亜幽線が巡る。純泉窯ｎｃ期。

２５椀（青磁）２４と類似する胎土を有し、見込みにスタンプを有する器である。短く直立する澗台は丁寧

に削りだされる。龍泉窯ⅡＣ期。
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Ｆｉｇ２８１区包含膳（8～２２）出土遺物実測図一①

２６椀（青磁）底部から休部の下半分まで残る部位。錦連弁であったと考えられる縦方向の浅い削りが而台

近くまで残る。見込みには重ね焼きの跡が紬薬が剥がれた状態で残る。また、外底部にも焼台の土が残る。

龍泉窯ⅡＣ期。

２７椀（白磁）口縁から休部にかけて残存する。口縁外面部に厚く盛り上がる玉縁を有する。白磁Ⅳ類。

２８椀（白磁）１－１縁のみ残存する部位。玉縁部は外面に粘土を張り付けた痕跡が残る。玉縁下近くでやや

厚みを帯びる。白磁Ⅳ類。

２９椀（白磁）口縁から休部上半が残る部位。口縁短部から休部にかけてほぼ直線的に伸び、口縁鯨部に

小さく玉縁を施す。口磁Ⅳ類。

３０椀（青花）１－１縁短部から体部に至る部位である。器壁は薄くほぼ同一の厚さを保っている。外器而に

は円文からなる細やかな文様が施されるが、その内部に大きな空間を占有した別の文様空間が現れる｡文様

の意味は不明。

３１滑石製品短く両端を切られ整形された管玉状の本品は、やや大きめの玉類を思わせる遺物である。

３２滑石製品横置き使用目的を想像させる棒状の製品である。横慨きの用途を想定し観察すると、上辺が

直線的で下辺が緩やかな円弧を描く状態を残す。両辺ともその中心・稜上に筋状の小規:摸な満を有する。垂

心の掛かり方が円弧を示す下辺に位限するため、用途は重心を下に置く必要のある道具の一つと考えられる。
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Fig.２９１区包含届（２３～３２）出土遺物実測図一②

3０

2５

３３鉢（中世須恵器）口縁から休部にかかる部位である。口縁部断面は三角を呈し､体部は面線的に伸びる。

口縁短部は回転ナデにより整形され］.寧に作り込まれる。東播系中世須恵器。

３４鉢（中世須恵器）口縁から休部に伸びる部位である。３３同様に口縁断面は三角を呈する。ただ、短部

下内而において強い横ナデがあり、内に向く短部がやや尖り気味に立つ。口縁外ｍに霊ね焼き痕を残す。束

播系中世須恵器。

３５椀（尚磁）薄く盤形された器で、椀として記すが他の器種である可能性も耐い°緩やかに内湾する器

壁は口縁直下で短くそして緩く外反する｡短部は丸く収まるが丁寧に施紬されており､先端まで紬薬がかかる。

上田編年、Ⅱ。

３６皿（背磁）平板状に残る底部のみの部位である。わずかに体部に向い立ち上がるのを見てとれる。見

込みには櫛描文が大胆に描かれ、似く施紬される。同安窯１．３b。

⑤
。

2区出土辿物(33-36）
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３区出土遺物（３７～４３）

３７杯蓋（須恵器）一見して大きな輪状のつまみに特徴を有する蓋である。体部には大きく２条からなる横

ナデ整形が施され、凸縁短部で短く折れる。緩やかな円弧をなす天井部のやや先端付近に強いナデを有した

結果、尖った貼り付け粘土帯が大きく巡る。外器面の一部に赤褐色を呈する部位が残り、須恵器産地の特徴

の一つを残している。荒尾産とみられ、８世紀後半から９世紀初頭。

３８杯（土師器）平底を呈し、休部は直線的に開き立ち上がる。短部付近で稜を有する以外は、横ナデに

よる稜線は丁寧にナデ消される。わずかに横ナデ跡に盛り上がりを感じるが、稜で表現するには至らない。

全体に赤彩され、日常雑器としての用途とは感じられない資料である。８世紀後半と考えられる。

３９皿（中世須恵器）土器の表面を観察する限り、焼きの良い土師器と見まがうばかりの須恵器である。

当初、土師器として整理していたが、本器種の形状が県内において土師器にはないことから、還元が不十分

な須恵器であると判断し報告する。整形は横ナデを基本とし、底部に糸切り痕を残す。平底で体部から口縁

にかけては強く開き、短部近くで更に反る。糸切りを施すことから中世期の遺物と想定する。

４０杯（土師器）平底で直線的に伸びる体部を有し、休部中位から口縁にかけてやや反る。短部は丸く収

まり、内外面ともわずかに稜線を認める。底而には糸切り痕が残る。

４１椀（青磁）底部に向けてやや厚みを畑す体部下半から口縁部に至る部位である。外器而には鍋連弁を

口縁下まで大胆に施す。体部中位まで緩やかに丸みを帯びるが、中位から向きを変え口縁に向けて直線的に

伸びる。紬薬は厚く、丁寧な作りをなしている。龍泉窯ⅡＣｏ

４２皿（青磁）外底部にやや上げ底気味に空間を持ち、わずかに円周にのみ接地面を有する。器壁は厚く

きめ細やかな土を有する。見込みには乱雑にも見てとれる短い櫛描文を幾筋も施す。同安窯１．３ｂｏ

４３皿（白磁）体部の立ち上がりが緩やかなことから高台を有する皿と報告する。見込みには蛇の目状に

紬剥ぎが施され、亜ね焼きの痕跡を見てとれる。高台は削り出しにて整形され、短部は面取りし丁寧な仕上

げがなされる。紬は薄い。白磁Ⅲ類－１．

４区出土遺物（４４～９５）

４４椀（土師器）球体をなす休部には内部から外に向かって押し出したコテあて痕跡が残る。外器面には

削りは見られず、内器面にも購き等は確認できない。外器面の底部と休部の境には押し出しによる境とみら

れる粘土のひび割れによる開きが見られる｡底部には糸切り後､板目が残りその上から高台が貼り付けられる。

４５椀（青磁）厚みを帯びる器壁を有し、短く垂直に直立する高台を有する。高台は削り出し整形による。

比較的体部の開きと立ち上がりが早いため、小ぶりな椀である可能性が高い。鮒泉窯Ｉ。

４６椀(白磁）玉縁部を含み休部の一部まで及ぶ部位。口縁内面には横ナデ及び指押えがありやや内湾する。

白磁Ⅳ類。

４７椀（白磁）４６同様に玉縁部を含み休部上半まで及ぶ部位。４６に比べやや器壁が薄く復元径も大きい。

白磁Ⅳ類。

４８椀(青磁）ほぼｌ個体(2/3以上)残存する遺物。外器面には鍋連弁が口縁直下から高台際まで施される。

－４８－



見込みには底部に及び位置に１条からなる圏線が巡り、’Ｉ』心には印刻文による花紋が描かれる。高台は削り

出し澗台。龍泉窯Ⅱｂ類。
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４９火鉢（瓦質土器）ほぼ垂直に直立する口縁から体部に及ぶ部位。体部には３条からなる突帯が巡り、１

段目にスタンプ文が、２段目にランダムに縦線が、３段目に横方向にｌ単位が３亜からなる波状線が施文さ

れる。１６世紀から１７世紀と考えられる。

５０鍋（瓦質土器）外器面は指押さえ後にナデ、底部から底部に至る範囲にへう削りを施す。外底面は未

調整でありやや上げ底を呈する。平面形状の取っ手が２箇所に張り付けられる。九州北部域（肥前・筑後）

に多くみられるタイプで、熊本（肥後）地域で普遍的に分布する形状ではない。

５１播鉢（瓦質土器）直線的に伸びる体部は中位よりやや上部で肥厚し、やや内湾する。内器面に播目が

残るが、同一方向に橘目は入らない。外器面には指押さえ後に刷毛目による器而調整が施される。熊本でも

県北部域に多く分布することが知られている器種である。

５２壷（陶器）短く直立する口縁は短部で外に折り曲げられ肥厚する。体部は球体状に外に開いていく。

体部上部には４条かならなる回転刷毛目が３段にわたり巡る。備前の礎で１５世紀頃か。

５３丸底皿（瓦器）外器面に指押さえ後、手持ちナデを施す。内器而には休部雛形時のコテあて痕が残り、

顕著な膳きを見ることができる。丸底を帯びる底部はわずかに残る糸切り痕の同心円状の跡を残し、押し出

しによる技法を用いて整形される。

５４丸底皿（瓦器）外器面指押さえ後ナデ、内器面には磨きあり。底部は糸切り後ナデを施す。体部中位

に押し出したことで粘土の開きを見ることができる。また、外器面中位下に指押さえ痕あり。

５５皿（瓦器）底部は糸切り後磨き､体部はやや外に開き短部は丸く収める。内外器面は丁寧に磨きを施す。

５６皿（瓦器）内外面ともに磨きを施し、外底面は糸切り。一部にナデの方向を示す痕跡が残る。１２世紀

末から１３世紀頃。

５７椀（黒色土器）外器面へラ削りをみてとれるが摩耗しているので磨きは不明。内面へラ磨き。整形及

び調整は瓦器椀かと見まがうが、瓦器椀とは焼成の状態・色調・胎土（石英を多く含む）に違いを見てとれ、

黒色土器と判断した。なお、内面が外面に比べ黒色を呈するためＡ類と報告する。

５８椀（黒色土器）本資料も製作技法は瓦器椀と同じ手法をとる。内面に押し出しの痕跡を有し内外面と

もにへう磨きを施す。内外而ともに黒色を呈することからＢ類。

５９椀（瓦器）外器面の回転へラ削りを高台近くまで施し、その上からへラ磨きをなす。内器而はへう磨

きを前面に施すが、わずかだが重ね焼きのくぼみを観察することができる。肥後型瓦器椀。

６０椀（瓦器）外而には整形し押し出す前の土器底部痕がわずかに残る。ヘラ削りは施さず、指押さえに

よる調整痕を明瞭に磯す。高台は短く、丁寧な貼り付け調整が施される。

６１椀（瓦器）外面には押し出す前の旧体底の底部境が残る。体部中位から下位にかけてはへう削りは見

受けられないが、指押さえ痕も観察されない。底部付近には内面から押し出した際に縦方向にひび割れた粘

土痕が残る。内器而には一方向に細かな磨きが施される。

６２椀（瓦器）外面は非へラ削りでその部位には指押さえ痕が残る。休部中位には磨きが施される。内面

にはコテ当て痕があり、それが消えるように荒い磨きが施される。

６３椀（瓦器）外而には指押さえ調整後に、体部中位より下位にかけてへラ削りが施される。内面にはコ

テ当て痕がわずかに残りその上部から磨きが行われる。外底面中央部にはへう聾きによる「×」印が残る。

６４椀（研磨土師器）体部は押し出しているがその痕跡は不明。外面はナデ後に磨きを施す。口縁短部は

やや外反し短部を丸く収める。

６５椀（研磨土師器）内面に指押し出し後に磨きあり。底部付近に指押さえの凸凹が明瞭に残る。製作技

法は黒色-t器、瓦器椀等と同じで同安窯系の器形に類似する。

６６椀（瓦器）外面には休部中位より底部にかけてへラ削りを施し、網整とは首えないほどの指痕が残る。

凹部はへう削りが及ばないことから指痕が残るが、明瞭なへラ削りから肥後型瓦器椀と言えよう。

６７椀（瓦器）外面に指押さえ痕がわずかに残るが、回転へラ削りの技法で作成される。内面はコテ当て

痕が残る。器表面に小さく胎土の一部が剥げた凸凹が残る。

６８椀（瓦器）外而は非へラ削りで最終的に指押さえ後に府きを施す。内面は荒れているが磨きあり。

－５０－
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６９椀（瓦器）外面は休部のiWiいところから回転へラ削りが顕蒋に施され、内部はコテ?!iて痕が残り、ｉｍ

ね焼き痕が明瞭に残る。頓ね焼き痕はやや斜めに重ねられ、iliなり部にあたる灰白色と焼成時に外部に当た

る暗灰色部とにIﾘl暗に色分けされる。４区道路状遺構SFOOlより出Ｉ:。

７０椀（瓦器）外面指抑さえ後Ｍ１鵬へラ削り、磨きは不明瞭。内1mはやや荒れているが購き狼がわずかに

残る。

７１椀（瓦器）外{m指押し11}し後にIu1樋へラ削り。その後更にlIjl賑へラ膳きを施す。内面は膳きあり。

７２Ⅲ（土師器）小型のⅢ１．綱やかに面線的に伸びる器壁は端部付近でやや外反する。底部は糸切り痕を明

瞭に残す。

７３１Ⅲ（土師器）底部に糸切り狼を残す直線的に伸びる休部はlf〔線的に外反し、短部付近でやや肥l'ルメＬ

く収まる。休部には横ナデによる成型を窺わせる凹凸を残し、底部付近で強く押さえる。

７４１Ⅲ（土師器）外底面に糸切り痕を残し、肥厚する底部を呈する。中央部に向かいやや横ナデによる押

えが強く薄くなる。休部は面線的で、端部は丸く収めるｃ

７５杯（土師器）同時に出土している士師器資料に比べ休部に深みを行することから杯と側鍔する。休部

は直線的で横ナデによる痕跡を断面に明瞭に残す。底部外側はやや肥厚しI|』心部は薄い。

７６１Ⅲ（土師器）底部に明瞭に糸切り痕寸板目を残す資料。休部にはやや幅の狭い横ナデ痕を残す。底部

は断面においてやや剛く、休部から1-1緑にかけてやや肥厚する。

７７椀（白磁）太宰府細年Ⅳ頚、111本Ｃ期・玉縁付近が厚く丸みを帯びる。１１世紀後半から１２１１t紀Iiii半。

７８椀（白磁）太宰府細年Ⅳ賊、111本Ｃ期。１１世紀後半から１２世紀前半。

７９椀（白磁）太宰府縄年Ⅳ瀬、111本Ｃ期。１１世紀後半から１２枇紀前半。

８０椀（白磁）太宰府縄年Ⅳ顛、’'1本Ｃ期。１１世紀後半から１２世紀前半。

８１椀（白磁）太宰府細年Ⅳ賊111本Ｃ期。１１世紀後半から１２１１t紀Iiii半。

８２椀（白磁）太宰府細年1V顔、111本ＣｌＷｏｌｌ世紀後半から12111:紀Iiirl4o

83椀（白磁）太宰府細年Ⅳ航、111本Ｃ期。１１世紀後半から１２世紀Iiii''4．玉縁口縁をｲjする椀の底部に

あたる。

８４椀（白磁）太宰府紐年MWi、１１１本Ｃ、Ｄ期。削り出し高台をｲjする。福趣産の可能性あり。

８５皿（両磁）同安潔系、太宰府糊年Ｉ２ｂ期ｃ

８６瓶（須恵質陶器）器糊については確定できたものではないが、おそらく艮胴の瓶と袴えられる。断面

の丸みから､最大径を有するﾙi部付近の部位と想定した。外面並行たたき後にへうil}きにより文'r2が‘肥される。

文字の判読意味不明。

８７イミ明石製品（消石）方柱状のｆｉ材に２箇所穿孔する。外面は「寧に而をとり膳かれる。用途淳はイミ明。

８８不明土製品（土師質）一兇勾｣；状の遺物と見えるがおそらく－２足士器の脚部である可能性がIniい。

８９杯（土師器）土坑SKOO3より川上している杯である。底部は糸切りされたのちに粗くナデられている。

一見商台のようにも見えるが糸切り後の粘上のはみ出しを残す。

９０杯（滑石）きめ細やかな淵闘を呈する滑石を杯状に削り込み成形される。口縁部に見られる欠孤した

部分が一部磨かれているが愈図的ではなさそうである。

９１Ⅲ１（土師器）図面上ではハ･Ilのように図示し表現をしているが、粘士紐の継ぎ11が藩ちている可能性

が高い。

９２椀（尚白磁）刊肯従は小さく、底部にはわずかに高台削り川しを蝿める。見込みの文槻は１W押し、腸

刻による。外面底部は糸切りｏＩｌ１央部に板目痕が残る。

９３椀（白磁）太宰府細年Ｖ航。

９４椀（且器）底部間台直上に指押しによる痕跡を残すが、休部''1位より1画I転へラ削りを施しているため

いわゆる肥後型と呼称される瓦器椀である。外面は指押し出し後、回転へラ削り後、回転ナデ。

９５鉢（東播系須恵質陶器）外ImI1織部直下付近で重ね焼きの疲跡が残る。休部は亜ねの内部にⅧiたるこ

とから、やや灰白に発色する。
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妬
一
妬

４
５
６
７
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０
６
６
６
侭
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喉
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柳 (１５２１ ３’

４s

Ⅶ６

灰白2‘5Ｗ１宣隠

灰白８１

謹賀I210YRW‘１
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３７

3９

凶
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施粕

Tab,７太郎凡遺跡３区出土遺物観察炎

伽閃羅鯛霊母磯ﾅデ綱ナデ

総繍｜擬ナデ縦ナデ糸切り
濡患建熟ナデナデ糸切り

'1W;Ｗ雲詩文麓識崎‘｜‐
ｙ．縦滞ｙ旋憩臆聴横ﾅヂ

ｯ･縦呼｜龍翰脆聡｜剛り糖し高倉

ナデ赤色顔料 df8

拓本あり

ナデ 《牌横ナデ 糸切り

十〒 ‘１０

‘１１

４２

網

ナデ

yCWoWiShE極y
５Y７５／1.0

通弁文あり

描ナデ棲描文後鹿垂極描文あ1ｺ

外而.胸部に施雅

yCWoWIsh甑冠y
ｓＹ７５/1.0

蛇の目話剥き 蛇の目職剥ぎ龍軸

Tab､８ノk郎丸辿跡４Ｋ出-|a遺物観察表一①

4Ｅ

－５９－

I糞司．霊母

'’1J嘘 退物
番号

側考

唖
一
拝

内器而

ナデコテあて

施紬

施粕

施狛

外底面

ナデ

板目席痘

削りだし高台

外器面

横ナデ.ナデ

施紬

施粕

這遺

憂石．鯉母

高台貼り付け,板目圧痕あり 4４

４５

長石.雲母.石英

yclloWishgrey
ｓＹ７Ｓ/１０

旋 狛 削 り だ し 高 台

玉緑の椀ｙ酢
、１

ｈ
ノ

Ｓ
５

．
恥
ｗ

Ⅱ
５

ｃｙ 318

ナデ
ナデ貼り付け商台.かすかに指頭圧痕残愚

貼り付け高台

ｙ蛎洲｡ｙ旋葱施濁

ソ‘:W淵γ網連詩文繕粘削りだし高台花文

駕驚鰯鰯？ナデ
…縁＃源織'｜ナデナデ横ﾅ宗，
総蔑ナデナデ後すり目一

…翰撒ﾅ蔚繍|圃娠へﾗ剛り‐屋
雲母讃押えナデコテ穂ナデ糸切りf需し出ナデ

…鐸｜楕揮えナデ繍薙卵後ナデ擬ナデ
雲母ナデヘラ磨きナデヘラ鵬き糸切り後磨 き ナ デ

長石ナデ.ヘラ磨きナデヘラ畷き糸切り痕アリヘラ磨き

石英雲母小石へﾗ削りへﾗ鵬達ナデ鰐付けへﾗ鱈善

覆蕊鍾縫｜縛Ｉ燃亙デ槻ﾅデﾊﾗ鰯雪蝋輔雛

畏石石英雲母曾葱巽諦建麓削りだし寓台へﾗ曜誉
長石.石英指押え後ナデナデ貼り付け高台ナデ

長石雲母苅閃石回潔幽りへﾗ臓奮鮪j編含へﾗ磨き

農石循蓬蕊デ｜灘ｌ艦総合へﾗ腰き

憂石雲鐸誓諦丈蕊.雷燕後へ蕊号へﾗ耀蓉

霊露認 誉ナ デ－■
雲母篭鎧後ナデ鯉へﾗ鰯き鵬り付け高台へﾗ篭き

憂雷雲母１回編り|蓄鰯：‐｜‐
小白石ナデ後へラ磨きナデ後へラ隔き貼り付け高台ナデ後へﾗＩ

…霧｜謂蓬蕊ヂヂﾍﾗ鵬雷|雌り綿台｜ナデ

玉緑の輯 4フ

貼り付け高台ナデ後へラ階き貼り付け高台揃頭圧痕あり

yC1IOWiShgrcy
５Y７５/１０

削りだし寓台,内低部は賎印文

長 石

則りだし高台

貼り付け商台.柵頭圧痕あり

へラ嘆きへラ配号あり内雛而内黒詣頭圧痘あし

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

４
５
５
５
５
５
５
５
５
５

焼成時の亜ね症アリ揃匝圧痕あり

ナデ指頭圧ｿ亜ぁIＺ

貼 り付け高台へラ磨き貼り付け高台かすかに撮頭圧痕残る

亜
陥
“
師
藤

ナデ
貼り付け高台が接合面より剥躍

かすかに揃顔圧痕幾る

押し出したことにより粘土が開いている。

8岡

ナデヘラ唖き

削りだし高台へﾗ庸誉撫雛,§蛎癒あり

へ弓震毒内器而内川Ｉ耐１，１記F厩澗３，

鋼

横ナデ
ヘラ磨き

貼り付け高台

回垢へラ切り
かすかに揃顔圧痕残る石英．霊母

6０

６１

躯塁 石

底部は押し出し技法.かすかに拓頭圧痕残る

貼り付け高台折耐圧痕あり

胎土

胎土

長石‘石英

角閃石.雲母

鯛整

外器面 内器面

横 ナ デ ナ デ

外底面 内Ｉ睡面

備考

焼歪み.腕ムラ

||鵜
3７
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Tab､９太郎丸辿跡４区出Ｉ:辿物観察炎－２り

内器而に雅洞りあり玉緑の椀

ﾄ雨羅

玉縁の椀

雨
'j』嘘

通物
希号

億審

謹艇麺陸｜
ナデ

貼り付け高台

横ナデ
貼り付け商台

回転ナデ

貼り付け高台

糸切り宴あり

糸切り痩あり

糸切り垂あり

糸切り痕あり

へラ切り

板目痕あり

外 器而ｌ内劉面
槻ナデ後コテあてナデ

回琉へラヘラl開き

:i潟而捌ﾅデﾍﾗ晦醤
押し出し後へラヘラ蝿皆
削り,へラ鳴き

損ナデ損ﾅデ

ナデナデ

ナデナデ

ナデナデ

ナデ猫十手

母
粒
ｙ

蛾
砂

母
英
石
粒
母
母
母
誕
岬
仙３５

需
丞
石
畏
砂
罰
霊
霊
石
ｗ
ｗ

ｑ
１
。

長
訓
５

石
石
ｙ

長
長

ナデ休部下半は押し出し技法福顛圧虹あり 砿

－６１－

ナデ 貼り付け詣台揃販圧痕あり ＫＯ

燕
誇
拝
痔
拝

へ
．
◆
イ

附亜呼坑あり
１
２
３
４
５

７
７
７
７
７

8店畏石Ｅｇ歯詞

へラ踊営

７６損ナデ 膜ナデ 拓本あり

胸測 施珊 玉級の城 7７

７６

７９

遮
馴
鯛
卵
的

yoIIoW脂ｈＥｒＣｙ
５Y7.5'1.0

施慰 施粕 諏紙の祝

yCIIoW1Zh蔵Cy
５Ｙ７５/１０

胞粕

胞粕

臆通

狛
軸
雅
粕
紬
勅

鹿
施
箆
鱈
施
施

玉紐の標

’

胴師庄痕あり

ycI1oWi5h彫Oｙ

５Ｙ７．5バー０

砿

郡

y0IIowiSIDgrC》’

５Ｙ７５/１０
内器而に殖詞りあり宝塞の霧 :1１

憂石石英盤逓
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検ナデ

施粕
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苗
描

織
一
や
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淵忠司

９
０
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８
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削り
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ナデ
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糸切り痕ありナテ
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糸切り
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削りだし高台花紋
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９４
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へラ隅き
回転へラ畷き

回転ナデ回転ナデ

Emyi曲ＷｈｉｔｃＮ８５ 花紋

胎土



Ｃまとめ（主に道路状辿柵SFOO1を中心に）

遺 構

（１）ｌ区当該洲査区では、近現代の遺柵が明瞭に残り、その辿柵の意味するものが現在も隣接している小

河川並びに排水路とｌＩｉｌ微の成果のものと判断される。柵SDOOlとしているものは昭和４０年代に1,1場盤備が

行われる前まで「三Ⅲl洲」と呼称されていたことが調査''1のIlIIき取りで判明している。木梁川に最も近いこ

とも勘案すると周辺の排水を河川に排出する場所、いわゆる当咳地周辺では最も低い土地であったことが通

えよう。そのためか、捌従区内における中世遺物を含むIiyiからの川土遺物の大半が聯減していること、出上

辿物にまとまりがないこと、また、わずかに検出した遺櫛が小規模な土坑のみであることから本地域まで生

活範囲が及んでいなかったことを調査の結果として裏付けることができた。

（２）２区本調代区でも、１区同棟、中世遺物を含む肘からの川１１遺物の大半が胴減していること、川土辿

物にまとまりがないこと、さらに、遺柵が検出されていないことから生活範囲の外にあたる場所であったこ

とが窺える。

（３）３区本調for区は、１．２区に比べると中世遺物包含肘からの川土遺物の破片が大きく癖滅が少ないこ

となど、のちに検出した遺柵等の性格を考えるうえで、土地が１．２区に比べると安定していることが当初

から窺えた。

近世に成立した梅林天満宮参道に隣接するＡｙ･Az,39.40Gridで、南北に主軸を有する掘立柱巡物（SBOOl）

を検出するとともに、その東側にあたるＢａ,41Gridで柵列（SAOOl)を検出した。柱穴が小規模なものである

ため、上部規模がどの樫度かは分からないが、遺構の性絡は明らかにｌ区でみられる小規模な土坑とは逸い

が出ている。同様に土坑SKOOl・湖SDOOlなど主軸を掘立桃述物と同じくする遺柵も見られ、土地利用の

方向性が窺えよう。梅林天満宮の成立期より古い時期の遺柵であるため比べようもないが、神社仏閣を建立

する場所の意味を考えると、以前から当遺柵に関連する辿柵の存在が想定される。

（４）４区太郎丸辿跡内で雌も遺物・遺柵ともに多く検川したIIMfr区である。遺柵の惟格は大きく南北に数

条検出された湖状遺柵、東西に検出した道路状遺構（SFOOl）に側巡する遺構群とに分けられる。

澗状遺構は、西側で捌査区を最輝で横切る瀧群と、調査区のほぼ中央を横切るものとがある。調査区西側

の満は、最も古いもので中世から掘削が始まり近世まで新規で掘削するもの、古い柵を改修して使用するも

のなどが重なり、検川状態が不明瞭なものが多かった。よって、Ｆｉｇｌ９中に模式的に洲の捌削ラインを示し

ている。

●道路状遺柵SFOOlについて

平野のほぼ中央部に位慨する本遺跡で、幡約３５ｍ（側洲まで含む)、全長約２６ｍの規模を確認すること

ができた。SFOOlは、中央部のいわゆる「波板状凸凹面」を中心に、両側に断続する洲を配する。ここでは、

大まかに波板状凸IⅡ１１mの考察をするため、Fig20で示している図imの満SDOO2を境に東側（図面上）と西側

(図面下）とに分けて脱Ⅲlする。

当遺跡では、波板状凸''11は平而形が不定形長楕円形がj;体で帆は'１４均６０ｃｍ程度で大小ある。西側ではほ

ぼこれら凹凸の間には切りあいが少ないが、東側ではおそらく２時期に分けられ掘られた凹凸面が検出され

ている。主軸はわずかに左右に振れる部分もあり、掘削iii位を7Jﾐすものと考えられる。また、波板状凸凹而

の両側に配される澗状辿柵も、Ｍ１とした１４８ｍに及ぶものから３ｍ～７ｍ弱のものまでが主軸を同一とし

ながら切り合っており、波板状凸凹milijl械に掘削単位を示しているものと考えられる。

遺 物

すべての調査区でt11世から近世にかけての遺物が出土している。雌も多く出土した４区を''1心に述べたい。

「ｌ遺構」でも述べたが、道路状遺櫛SFOOlからの出土辿物はほぼ一括資料として航する資料と考えられる。

SFOOlM-l（満）Ａ,A・断面実測図で示す瓦器椀を始めとして、波板状1,1凹面の周辺から多くの瓦器椀、皿が

川土している。ここで111ｔした瓦器椀は内面に、整形時にコテを使用し押し出しされた際に残された工具の

i･占代国家と道路』近i1位範００i水iIIIl1i2006

－６２－
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，１１疲がわずかだが残ること、外面体部に回転削りが明瞭に施されていることから「肥後型瓦器椀」の特徴を

行する一群であることが想定される。

２ｒ慶説８１８世の上器・問磁淵」中世1:器研究会編1995

３雛本,Ii数奇饗、全塊湿口雅朗氏に助言・振導を､fいた‐
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ＢＩ淵汽の手法

小規恢なマウンドを確紹したＩ区では、『''心部にNYかれていたIi錯塔付近を【''心に、トレンチを投定し炎

上を剥ぎ、地１１Ⅱmを出し辿柵の確認を行った。

近11t蝋がﾊｲEする２区は、現況の地形測1,tを災施し、倒れている基(iの関係を把撚しつつ、ｌ/５にて'足測

Ixl作成を↑j:った°２Ⅸについては地形ilIlllI(、蝦(i火ilIllとも委託業務で実施した。

試盈ＰＧ・

曲胃鳴・国国

２１１１i臆蚊遺跡

ＡＩ淵盃に至る経綿

水ﾙﾘ制べは、ノL州新鮮線辿‘没に伴い、火坊トンネルI§制１１坑I-iの法1mにかかり伽lli'1される‘Il1lIIiが示された。

、11,没1山は１．２１ﾝ〈とも、雑木が林ｉｆし雑Ｉ,'〔が'kい伐っていたため地形の観察ができなかったが、、'２戒１７

年にl:I|Ｉに先ｌｆち、樹木聯の伐採が終j'したのを礎け〕弓術Ｉ淵侮を実施した。その結Ｍ４、小MJ伽なマウンドを

眺惚しITI部にﾉi:'陥琳吸欠が鮒められたことから（１１ﾒ：)、’''１１りりlの峨離である''1能|'|；が勝えらｲl/ここと、また

､11,脚'１１から束へ約ｌ()()ｍにI'(I指定史跡「ﾉ<坊IIi脳」（装飾,Ii耽）があることから、小'11戦のi1I能‘|'kもあった

ため狸ｿ鋤ｌＭＷｆと111断し、、Ｉｆ成１７年４ノ１１９１１にＩ捌従にｲ'拝した。（１１重）

１１１１時に、１１１雌恨の上段に近世墓があり（２区)、江ﾉー f時代後期からの蕊石が確認されたことかr>、細ﾉ1で‘洲

介が必哩かiffかを検舟Ｉした結果、地域の堆制を知る上でili要であると判断し、鰹ｲ．iの笈測と地形測1,iを含む

鰹ｲi配lifIの細在を行った

－６５－
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Fig.３７１Ⅲi脇蚊辿跡ﾙIil辺辿跡地l1xI（l／l()'()()0）
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Ｃ１区の概要（五輪塔の所在する高まり周辺の調査）

当該綱在予定地は綴予備澗査で五輪塔残欠が残る小マウンドが確認されたため、発掘調査を実施した調査

区である。

綱査にあたっては、耶前に地形測皿を行い、小マウンドの中心点を導き出し、トレンチを設定した。各ト

レンチは人力により地111まで掘削し、盤り土の有無、削り出しの有無を確認した。また、五輪塔磯欠下部の

地下辿柵の有脈も併せて確泌した。

（１）各トレンチ及び五輪塔弧欠の状況について

マウンド状地形について（各トレンチ潤査結果をもとに）（Fig.39）

Nq1トレンチ本トレンチは､急傾斜面に投髄し､重機を用いて崩落土､樹痕を除去しながら調査を実施した。

トレンチの目的は、マウンド西側の地形が自然地形か人為的なものであるか否かを確認するものである。

調査の緒果､表而を測っていたml落土､樹痕等の下から地山である真砂土に近い､花岡岩風化層を検出した。

よって、本斜而上は調査では自然地形か、人為的なものかは分からなかった。いずれにせよ、急傾斜面であ

るため遇柵があったとしても、地山の脆さから崩落して遺構は消滅していると判断された。また、トレンチ

北側の斜而上を消捌したところ、約４０ｃｍの磯が樹痕に引っ掛かった状態で出土した。のちに報告するが平

場北側でも同槻の石材の磯があったため、古墳石室の一部かとも考えられたが、加工痕、秘み亜ねた際に生

じる擦痕等は確腿できなかった。

Nq2トレンチ本トレンチは、マウンド状の頂上部、平場を形成している場所に設定した。平場は長軸で約

3.5ｍあり、その中心に柵50ｃｍのトレンチを掘削した。調査の結果、地表而から山砂が始まり、樹痕による

撹乱IiWを外しても硬く締まった山砂が検出したため、地山と判断し掘削を中止した。トレンチ中より西側斜

而地で川土していた石を検出した。大きさはほぼ同規模であり古城石室石材としても想定されたが、石室構

築の際の棚り込み邪も検出されなかったため、確認するには至っていない。長刺'方向（南北）にSP､ＮＰ土屑

断面、それにil1〔行しＷＰ､ＥＰ土肺断而を作成した。

Nn3トレンチについて本トレンチはマウンド平場の南側、一段落ちた平場にやや不態形だが平場全休を掴

うように投定した。（Fig.３８西屋倣辿跡地形測Ⅲ図（S=l/400）参照）

ここでもNa１．２トレンチ同槻、腐食土、樹痕による撹乱層を除去すると粗い山砂而を検出した。辿柵等土

地を改変した跡も見られないことから捌査を終了した。

五輪塔弧欠について

予備調査段階から砿組していた五翰塔の一部は「水轄」単体であることが確認できた。周辺に埋没していな

いか確遡したが、探し出すことはできなかった。水鎗を動かした結果、腐食土の上に破っており、最近まで

動かされていたことが確腿できた。腐食土をはずし、地山で遺柵の検出をおこなったが、五輪塔設悩のため

の平場を含む地下辿柵は見られなかった｡よって､五箔塔水箔と当地形との関連を確認するには至っていない。

（２）調査の結果

（１）各トレンチの状況を受け、以下の通り判断し調査を終了した。

、マウンド状地形上には中世の噛墓、古墳時代の円墳であるとの痕跡は認められず、本地形が辿椛で

あることは碓脇できなかった。

・五輪燃水輪は風化が耕しく本来の形状を保っていないこと、他の部材が近隣において組められない

ことから勝ち込まれた可能性もあること。

以上のことから、マウンド状の地形は自然地形であることを確認した。

－６８－
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_底璽

しかし、本棚が雌木肌戟行委側会発行であるため文責は長谷部にある。

n月
切姿形

戸

正背面径

一

同 、lｌ|－
尖頭方柱形 方柱形（兜形） 位牌形（１）

閏畠塵ｎｎｎｎ
位牌形(2) 方柱形仏像形(地蔵）

Fig.４０墓石本体分類一覧

仏倣形(菩随）

口 皇

Ｄ２区の概要（近世墓の石塔調査）

凡例

本稿で仙川する蝋荷にⅢlするIIIiMiについては以下の通りである。墓石は法格（注：祁土典求では戒名を法名という｡）と年紀が

刻宇された上郡の方柱を本体とし、下部の石を台石とする。本体と台石をあわせて蕊石とする。

また、本体の腿川も下i肥のとおり呼称し、本体正而の法名を識くために彫り糊めた部分を花畑形と称する。

本柵!『は、鮒術火測業勝を受舵した株式会社埋蔵文化1Mサポートシステム熊本支店」二商服聡主価鯛iIf風により、考古学手法

をⅢいた俳細な脳澗の分航と剛醗が行われていたため、それを基本として原稿を作成した。よって、本原隅は挫谷部と上商原主

ｉｍＥｌ従仙の現地における、ilMl従段階での業務委托（尖測）協識をもとに、実測委iiEの一岡として上iIM脱主任綱在仙が執飛した。

同R同
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側面

墓石展開

閏RＨ
、
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１
〆
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左側面
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Fig.４１墓石名称及び展Ⅲ図凡例
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概要

本潤査で取り扱った西屋敷遺跡２区に存在する墓地は、現在も子孫の方が管理されており、工耶に先立ち

改葬が計画されていることから墓石の調査に留めた。墓石は、本体が倒悩されているものについて墓石巡立

時の状態を亜祝し、組み合わせ等を検討し復元を行った後実測作業を行った。（Fig43）

本遺跡は背後の低丘陵性台地から延びる小丘陵の尾根上にあたり、段々に整形された平坦面の下から３段

目、標高約３３ｍの地点に立地する。（Fig38）

綱在側始時には既に多くの墓石が倒域しており、多くは澗査区南東部斜面に放蹴されていたが、比較的吸

存状況の良好な２６基の墓石の調査を行うことが出来た。

墓石について

蝋STOO11767（IﾘI和四年二月七日）没成人男性蕊（Fig44）

墓域南端に位慨し、墓石は西面する。本体１石、台石1段の計２石からなり、墓石の総高は51.5cmで本体

の高さは395mlを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は尖頭方柱形で、花燈形は１類である。本体には正面のみ粗い膳きが施され、伽かに工具痕を残し、

他面は全体に工具痕が残る。底面の中央部は正背面径約１８cm、左右側面径約l9qn、深さ２mmの隅丸方形に

粗い工具痕を残して彫り窪められ、底面全体も粗く削った工具痕を残す。

花燈形は周囲より０５cm彫り窪められ、正面のみを文字面とする一観面の本体である。花燈形内右側に「明

和四亥天｣、中央に「釈了逝｣、左側に「二月七日」の文字が薬研彫りで刻字されている。台石は全休に工具

痕を賎す。

蝋STOO21778（安永七年十月二十二日）没成人女性蕊（Fig.44）

馳域南端に位脱し、本体は南西を向いているが、台石が西を向いていることから、本来墓石は西を向いて

いたと考え、元の場所に戻して実測を行った。

本体１石、台石１段の計２石からなり、墓石の総高は４５cmで本体の高さは４０cmを測る。２石ともに凝灰

岩製である。本体形は切妻形で、花燈形は２類である。本体には正面のみ粗い磨きが施され、伽かに工具痕

を残し、他面は全体に工具痕が残る。底面全体は平坦で、幅５～７mmの工具痕を残す。

花畑形は周囲より０８cm彫り窪められ、正面のみを文字面とする一観面の本体である。花燈形内右側に「安

永七戊天｣、中央に「釈尼妙意｣、左側に「十月二十二日」の文字が薬研彫りで刻字されている。台石は全体

に工具痕を残す。

蝋STOO31779（安永八年九月一日）没成人蝿性鰹（Fig44）

墓域中央に位慨し､墓石は西に正面を向いている｡本体１石､台石１段の計２石からなり､墓石の総高は５８８

cmで本体の商さは４０cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は尖頭方柱形で、花燈形は３類である。本体には正面のみ丁寧に磨きが施され、他面は全体に工具

鯉が賎る。底而の中央部は正背而径約１８cm、左右側而径約l8qn、深さ２～６mmの円形の溌みが.粗い工具

痕を殻して彫られている｡花燈形は周囲より１cm彫り寵められ､正面のみを文字面とする一観而の本体である。

花燈形内右側に「安永八亥年｣、中央に「釈妙念｣、左側に「九月朔日」の文字が薬研彫りで刻字されている。

台石は全体に工具痕を残す。

鼎STOO41783（天明三年四月-1．五日）没成人女性鰹（Fig45）

柵1森Ⅲ始時、本体は西を向いて倒閲されていたが、その倒慨状況から本来は西を向いていたと考え、元の

場所に戻して実測を行った。墓域中央西端に位慨し、本体１石、台石１段の計２石からなり、蕊石の総商は

５１５qnで本体の高さは４０５cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は切要形で、花燈形は２類である。本体には正面のみ粗い磨きが施され、伽かに工具痕を賎し、他

面は全体に工具疲が弧る°底面の中央部は正背面径約１５cm、左右側面径約１７cm、深さ２～５ｍの隅丸方形

に粗い工具痕を残して彫り窪められ、底面全体も粗く削った工具痕を残す。また、両側而は平坦ではなく、
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特に右側面は顕著である。花燈形は周囲より0.5cm彫り窪められ、正面のみを文字面とする一観面の本体で

ある。花燈形内右側に「天明三卯天｣、中央に「釈尼妙智｣、左側に「四月十近日」の文字が薬研彫りで刻字

されている。台石は全体に工具痕を残す。

蕊STOO51794（寛政六年十月'六日）・１８０２（享和二年九月三日）・１８０６（文化三年ｊｉ月三１．日）

没成人女性蝋（Fig45）

調査開始時、本体は②面を上方に西を向いて倒置されていたが、その倒侭状況から本来は①面が西を向い

ていたと判断し、台石の上に戻して実測を行った。墓域南西端に位置する。本体１石、台石１段の計２石か

らなり、墓石の総而は６４cmで本体の高さは４９cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は尖頭方柱形で、花燈形は①面が３類、②面が５類、③面が３類である。本体には底而を除き、丁

寧な隙きが施され、上而に倣かに工具痕を残し、他面は全体に工具痕が残る。底、全体は平坦で、粗い工具

痕が僅かに残る。花燈形は周囲より1.3cm彫り窪められ、正而（①面)、左側面（②面)、背面（③面）を文

字面とする多観而の本体である。①面は花燈形内右側に「寛口六寅天｣、中央に「釈尼妙西｣、左側に「十月

十六日」の文字が薬研彫りで刻字されている。②面は花燈形内右側に「享和二戊天｣、中央に「釈尼妙見｣、

左側に「九月三日」の文字が薬研彫りで刻字されている。③面は花燈形内右側に「文化三爽天｣、中央に「釈

尼妙心｣、左側に「五月三十日」の文字が薬研彫りで刻字されている。また、①而花燈形内右側の欠損部は寅

年であることから「寛政」と考える。台石は全体に工具痕を残す。本墓域では花燈形を三面にもつ唯一の墓

石であり、合細川である。

墓STOO61804（文化元年四月十八日）没成人男性墓（Fig.45）

調査開始時、本体は西を向いて倒置されていたが、その倒置状況から本来は西を向いていたと考え、元の

場所に戻して実測を行った。慕域北側に位置し、本体１石、台石２段の計３石からなり、墓石の総商は７５ｃｍ

と推定され、本体の商さは４３cmを測る。３石全て凝灰岩製である。

本体形は尖頭方柱形で、花燈形は４類である。本体には正面のみ丁寧な磨きが施され、他而は全体に工具

痕が残る。底面の中央部は正背面径約１８cm、左右側面径約２０ｍ、深さ５mmの隅丸方形に粗い工具痕を残し

て彫り窪められ、底面全体も粗く削った工具痕を残す。

花燈形は周囲より１cm彫り襟められ、正面のみを文字面とする一観面の本体である。花燈形内右側に「文

和元子年｣、中央に「釈敦閑｣、左側に「四月十八日」の文字が薬研彫りで刻字されている。刻字は全て赤色

顔料で彩色されており、残存状況は良好である。

ここで、花燈形内側に刻字されている「文和」であるが､本来「文和」は南北朝時代の元号で北朝方によっ

て使用されており、１３５２年から１３５５年までの期間を指す。しかし､本墓石は文和年間の所産とは考え難い。

｢子年」と刻字されていることから、文化元年と考える。そこで文化元年（1804）に滴目する。文化元年は

前元号である享和との移行年である。よって、文化年間の「文｣、享和年間の「和」の文字が混同した結果で

あると考える。台石は２石ともに全体に工具痕を残す。

蝋STOO71810（文化七年七月十二日）没成人女性墓（Fig46）

墓域北側に位慨し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、台石２段の計３石からなり、墓石の総高は

694cmで本体の商さは42.6cmを測る。３石全て凝灰岩製である。

本体形は尖頭方柱形で、花燈形は４類である。本体には正面のみ丁寧な膳きが施され、他面は全体に工具

痕が残る。底面の中央部は正背面径約16.5cm、左右側面径約19cm、深さｌｑｎの隅丸方形に幅３ｍの棒状の

工具痕を残して彫り窪められている。花燈形は周囲より１３cm彫り綴められ、正面、左側面を文字面とする

多観而の蕊石である。正而の花燈形内右側に「文化七午天｣、中央に「禰尼了涛｣、左側に「七月十二日｣、左

側面に｢勲七母｣の文字が薬研彫りで刻字されている。正面の刻字には赤色顔料による彩色が良好に残存し、

刻字の一部の縁には刻字前の下書きと考えられる墨書が僅かに確認される。台石は２石ともに工具痕を残す。

墓STOO81826（文政九年四月四日）没成人男性墓（Fig.46）

墓域最北端に位世し、調査開始時には本体は西を向いて倒置されていた。本体の倒世状況から本来は西を

向いていたと考え、元の場所に戻して実測を行った。
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本体１石、台石２段の計３石からなり、墓石の総高は７７cmで本体の商さは４８cmを測る。３石全て凝灰岩

製である。本体形は尖頭方柱形で、花燈形は５類である。本体には正面のみ丁寧な磨きが施され、他面は全

体に工具痕が残る。底面の中央部には､幅７ｍ程の棒状の工具痕が残り､底面全体も粗く削った工具痕を残す。

花燈形は周囲より1.5cm彫り窪められ、正而のみを文字面とする一観面の本体である。花燈形内右側に「文

政九戊天｣、中央に「釈教信｣、左側に「四月四日」の文字が薬研彫りで刻字されている。また、花燈形内は

赤色顔料による彩色の痕跡を倣かに砿し、刻字内、花燈形内右上部及び右下部にも同棟の彩色が良好に確認

された。台石は２石ともに工具痕を賎す。

墓STOO91836（天保七年七月七日）没成人男性墓（Fig.46）

調査開始時には本体は南を向いて倒磁されていたが、その倒固状況から本来は西を向いていたと考え、元

の場所に戻して実測を行った。墓域中央東端に位囲し、本体1石、台石１段の計２石からなり、墓石の総高

は５１cmで本体の高さは４０cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は方柱形で、花燈形は４類である。本体は底面を除き、丁寧な磨きが施される。底面の中央部は正

背面径約１３ｍ、左右側面径約２０口､、深さ２ｍの不定形に幅５mmの棒状の工具痕と幅３cmの工具痕を残して

彫り窪められている。上面は工具痕が残り、中央部のみ苔が付着せず上部に石が髄かれていた痕跡が認めら

れることから、本来は方柱形ではなく、上部石と組み合わせて本体が形成されていたものと考える。

花燈形は周囲より1.5cm彫り窪められ、正面のみを文字面とする一観面の本体である。花燈形内右側に「□

保七申天｣、中央に「釈白心｣、左側に「七月七日」の文字が薬研彫りで刻字されている。元号部分が一部欠

損しているが、「申年」であることから、「天保」と考える。台石全体の磨きは粗く、工具痕が僅かに確認さ

れる。

墓STO101837（天保八年八月十八日）没成人女性墓（Fig.47）

墓域中央に位置し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、台石２段の計３石からなり、墓石の総高は

875cmで本体の高さは５４cmを測る。３石全て凝灰岩製である。

本体形は方柱形（兜形）で、花燈形は６類である。本体には底面を除き、丁寧な磨きが施されている。底

面の中央部は正背面径約２０cm、左右側面径約２２cm、深さ２～３ｍの隅丸方形に粗い工具痕を残して彫り窪

められ、底面全体も粗く削った工具痕を磯す。

花燈形は周囲より１８cm彫り窪められ、正面のみを文字面とする一観面の本体である。花燈形内右側に「天

保八酉天｣､中央に｢釈尼妙栖｣､左側に｢八月十八日｣の文字が薬研彫りで刻字されている。刻字の縁全体には、

刻字前の下書きと考えられる墨書の痕跡が僅かに観察される。１段目の台石は全体に工具痕を残し、２段目

の台石は上面のみ工具痕を残し、残りの面には丁寧な磨きが施されている。

墓STO111838（天保九年一月十四日）没成人男性墓（Fig47）

墓域北側に位置し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、台石２段の計３石からなり、墓石の総高は

92.1cmで現存する墓石中最大である。本体の高さは57.5cmを測る。３石全て凝灰岩製である。

本体形は方柱形（兜形）で、花燈形は６類である。本体には底面を除き、丁寧な磨きが施され、背面には

僅かに工具痕を残す。底面の中央部は正背面径約２２cm、左右側面径約４６cm、深さ５～１５皿の隅丸方形に粗

い工具痕を残して彫り窪められ、底面全体も粗く削った工具痕を残す。

花燈形は周囲より１cm彫り窪められ、正面のみを文字面とする一観面の本体である。花燈形内右側に「天

保九成天｣、中央に「釈教運｣、左側に「正月十四日」の文字が薬研彫りで刻字されている。１段目の台石は

全体に工具痕を残すが、２段目の台石は全体に磨きが施されている。

墓STOl21846（弘化三年二月十五日）没幼児男性墓（Fig.48）

墓域中央西端に位置し、墓石は西に正而を向いている。本体１石、台石１段の計２石からなり、墓石の総

高は48.5qnで本体の高さは35.5cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は仏像形で、袈裟を纏い、宝珠を両手で持つ頭部が欠損した地徴菩薩立像が丸彫りされている。本

体には丁寧な磨きが施され、底面全体は平坦で、磨耗して滑らかである。背面のみが文字面で、右側に「弘

化三午年｣、中央に「釈周内｣、左側に「二月十五日」の文字が薬研彫りで刻字されている。
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台石は全体に工具痕を残す。頭部の欠損は、風化によるものと考える。

墓SrO131848（弘化五年三月一・'二l）没幼児女性蕊（Fig.48）

墓域中央東端に位置し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、台石１段の計２石からなり、蕊石の総

高は８５６cmで本体の高さは60.6cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は仏像形で、宝冠を戯冠した菩雌坐像が半肉彫りされている。いわゆる舟形光背をもち、その全ｉｍ

は磨きが施され、舟底部に稜線が認められる。本体には丁寧な膳きが施されているが、本体下部背而には工

具痕を僅かに残す。また、底面全休は平坦で幅ｌ～２cmの工具痕を残すが、滑らかである。

本体下部に文字面があり、右側に「弘化五申年｣、中央に「釈妙禅尼｣、左側に「三月朔日」の文字が薬研

彫りで刻字されている。また、台石は蓮華を半肉彫りで表現した三亜複連弁の蓮華座が用いられ、丁寧に膳

きが施されている。

蕊STO141850（嘉永三年五月八日）没幼児女性蝋（Fig.48）

墓域中央西端に位固し、墓石はほぼ西に正而を向いている。本体１石、台石１段の計２石からなり、盤石

の総高は７６cmで本体の高さは６４cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は仏像形で、宝冠が欠損した菩薩坐像が半肉彫りされ、菩薩坐像頭部上には光輪が浮き彫りされて

いる。いわゆる舟形光背をもち、その全而は磨きが施され、舟底部に稜線が認められる。本体には丁寧な膳

きが施されているが、本体下部背面には工具痕を徹かに残す。底而全体は平坦で幅ｌ～２cmの粗い－１菖具痕を

残す。本体下部に文字面があり、右側に「嘉永三口｣、中央に「釈尼妙受｣、左側に「戊五月八日」の文字が

薬研彫りで刻字されている。台石は全体に工具痕を残す。

墓STOl51852（嘉永五年五月十三日）没成人男性墓（Fig.50）

調査開始時、本体は上を向いて倒置されていたが、その倒恢状況から本来は西を向いていたと考え、元の

場所に戻して実測を行った。墓域北側に位置し、本体１石、台石２段の計３石からなり、蕊石の総商は８８．１

cmで本体の高さは51.5cmを測る。３石全て凝灰岩製である。

本体形は位牌形（１）で、花燈形は３類である。本体は正面、両側面に丁寧な磨きが施されるが、背、には

工具痕を残す。底面の中央部は正背面径約２１cm、左右側而径約21.5.,、深さ２～３mmの菱形に粗い工具痕

を残して彫り窪められている。

花燈形は周囲より1.5口n彫り窪められ、正面、右側血、左側面を文字面とする多観面の本体である。花燈

形内に「稗躍称｣、右側面中央に「潟永三子年｣、左側に「五月十三日｣、左側面に「金助兄」の文字が薬研彫

りで刻字されている。1段目の台石は全体に工具痕を残すが、２段目の台石は全休的に膳きが施されている。

墓STO161852（嘉永五年1.一月１．三日）没幼児女性鰹（Fig49）

墓域中央に位置し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、台石１段の計２石からなり、鎮石の総澗は

61.5cmで本体の高さは49.5cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は仏像形で、宝冠を戴冠した菩薩坐像が半肉彫りされている。いわゆる舟形光背をもち、その全面

は磨きが施され、舟底部に稜線が認められる。本体には粗い磨きが施されており、工具痕を僅かに残すが、

本体下部背面には工具痕が明瞭に観察される。底而の中央部は正背面径約３５cm、左右側而径約５０cm、深さ

２～３mmの楕円形に幅２ｍの工具痕を残して彫り雛められている。本体ド部に文字面があり、杓側に「潟永

五子年｣、中央に「釈尼妙西｣、左側に「十一月十三日」の文字が薬研彫りで刻字されている。台石は全体に

工具痕を残す。

墓STO171854（斑永七年十月）没幼児男性墓（Fig49）

墓域中央東端に位置し、菓石はほぼ西に正面を向いている。本体１石、台石1段の計２石からなり、盤石

の総高は60.6ｍで本体の高さは46.8cmを測る。

本体形は仏像形で、袈裟を纏い、念珠をかけて合掌する地蔵菩薩坐像が半肉彫りされている。

いわゆる舟形光背をもち、その全面は磨きが施され、舟底部に稜線が認められる。本体には丁寧な隅きが

施されているが、本体下部背面には工具痕を僅かに残す。底面全体は平坦で幅１．５～３cmの細い工具痕を残

す。風化により一部刻字が欠損しているが､本体下部に文字而があり、右側に「現永七年｣、中央に「釈湖方｣、
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左側に「寅十月□」の文字が薬研彫りで刻字されている。台石には工具痕が認められる。地蔵菩薩の顔面の

欠損は、風化によるものと考える。

蕊STOl81857（安政四年口月十日か）没幼児男性盤（Fig.49）

墓域南西端に位慨し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、大部分が埋没した台石１段の計２石から

なり、墓石の総高は52.5cmで本体の高さは５０５qnを測る。

本体形は仏像形で、袈裟を纏い、念珠をかけて合承する地蔵菩薩坐像が半肉彫りされている。いわゆる舟

形光背をもち､その全面は磨きが施され､舟底部に稜線が認められる。本体には丁寧な磨きが施されているが、

本体下部背面には工具痕を僅かに残す。底面全体は平坦で幅１～1.5cmの粗い工具痕を残す。

本体下部及び舟形光背正面に文字面があり､本体下部中央に｢釈弘正｣の文字が薬研彫りで刻字されている。

また、舟形光背正面右側には「口巳年｣、左側に「口月-|･日」と刻字されているが、風化による欠損のため判

読不能であった。

ここで墓STOl8の舟形光背側面の厚みや、地蔵菩薩坐像の意匠等がSTOl7と類似することから、本墓石

は墓STOl7に近い時期の所産と考える。またSTOl8のように法名と年紀が別の場所に刻字されるのは、墓

STOl5・STOl9の例から嘉永以降と推定する。よって、「潟永」に近接する巳年は安政四年（1857）に求め

られることから、本墓石の年紀は安政四年と考える。台石は全体に工具痕を残す。地蔵菩薩の顔而の欠損は、

風化によるものと考える。

蕊STO191858（安政五年六月六日）没成人列性蝋（Fig.50）

捌査冊始時､本体は台石から外れ地表に西を向いて立っており､その状況から本来は西を向いていたと考え、

元の場所に戻して実測を行った。墓域中央北側に位慨し、本体１石、台石２段の計３石からなり、墓石の総

商は863cmで本体の高さは４８５cmを測る。３石全て凝灰岩製である。

本体形は位牌形（１）で、花燈形は３類である。本体には正面のみ丁寧な磨きが施され、他而は伽かに工具

痕を残す。底面の中央部は正背面径約18cm、左右側面径約２１cm、深さ２mmの隅丸方形の窪みが、工具痕を

残して彫り窪められている。

花燈形は周囲より1.6cm彫り窪められ、正面、右側面、左側面を文字面とする多観面の本体である。花燈

形内に「繍賞乗｣、右側面中央に「安政五午年｣、左側に「六月六日｣、左側面中央下部に「俗名宗四良」の文

字が薬研彫りで刻字されている。１段目の台石は全体に工具痕を残すが、２段目の台石は底而を除き、全休

的に磨きが施されている。

墓STO20年号不明（Fig.51）

墓域北東に位置し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、台石１段の計２石からなり、墓石の総商は

68.8cmで本体の高さは５８cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は仏像形で、袈裟を纏い、合掌する地戯菩薩立像が半肉彫りされているが、袈裟の意匠は而略化し

ている。いわゆる舟形光背をもち、その全而は丁寧に磨かれており、丸みを帯びる。本体にも丁寧な膳きが

施されている。また底面全体には粗い工具痕を残すが、平坦である。本体に文字面はなく、法名、年号は不

明である。台石は全体に工具痕を残す。

鰹STO21年号不明（Fig51）

墓域南東に位置し、墓石は東に正面を向いている。本体１石、台石１段の計２石からなり、墓石の総高は

65.4cmで本体の高さは５４cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は仏像形で、袈裟を纏い、合掌する地蔵菩薩立像が半肉彫りされている。いわゆる舟形光背をもち、

その全面は丁寧に磨かれており、丸みを帯びる。本体にも丁寧な磨きが施されている。底面の中央部は正背

面径約16.5cm、左右側面径約４４cm、深さｌ～３mmの隅丸方形に幅１．，の工具痕を残して彫り窪められ、底

面全体も粗く削った工具痕を残す。本体に文字而はなく、法名、年号は不明である。台石は全体に工具痕を

残す。

蕊STO22年号不明（Fig51）

墓域中央東端に位置し、墓石は西に正面を向いている。本体１石、台石１段の計２石からなり、墓石の総
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間は65.,で本体の高さは５３cmを測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は仏像形で、袈裟を熱い、合掌する地蔵菩薩立像が半肉彫りされている。いわゆる舟形光背をもち、

その全面は丁寧に磨かれており、丸みを柵びている。本体にも丁寧な磨きが施されている。また底面全体に

は工具痕が部分的に散見されるが、平坦で滑らかである。本体下部は、二瓶複述弁の辿華文が半肉彫りで表

現されている。本体に文字而はなく、法名、年号は不明である。台石は全休に工呉痕を残す。

蕊STO231860（安政七年セノ１－１１）没成人男性墓（Fig52）

墓石は墓STO20とSTO22のIlllに位慨し、墓STO24を上に積縦した状態で凝灰岩製の本体のみが確認され

た。よって、本来の位置から移動している可能性が高い。

本体は一辺２６ｍの正方形、奥行き２０cmの扇平な直方体を呈する。本体形は方柱形で上・底面を除き、丁

寧な磨きが施される｡上面は中央部のみ粗い工具痕を残すことから､本来は|部石をi聞いていたと推察される。

また、底面全体は粗い工具痕を残し、特に【'1央部は正背面径約l7ml、左右側面径約２１cm、深さ２～３mmの

桁円形に工具痕を残して彫り窪められている。

正面のみが文字面で、右側に「安政七庚申年｣、中央に「樺道瑞｣、左側に「七ｊ１朔日」の文字が薬研彫り

で刻字されている。刻字の縁には、刻字前の下謹きと考えられる墨書の疲跡が観察される。

鰹STO241860（安政七年セノ1-1.11）没成人男性墓（Fig.５２

蕊石は墓STO20とSTO22の間に位脱し、墓STO23の上に積栽された状態で凝灰岩製の本体のみが確認さ

れた。よって、本来の位置から移動している口I能性が高い。

本体は２６．５×２４cmの長方形、奥行き２２cmの扇平な直方体を呈する◎本体形は方柱形で上・底面を除き、

丁寧な磨きが施される。上面は中央部のみ粗い工具痕を残すことから、本来は上部石を置いていたと推察さ

れる。また、底面全体は幅５～１０mmの工具痕を残し、特に中央部は正背面経約lOqn、左右側面径約１６ｍ、

深さ２～４mmの楕円形に工具痕を残して彫り窪められている。

正面のみが文字面で、右側に「安正父七艇111年｣、中央に「藤道隆｣、左側に「七月十日」の文字が薬研彫

りで刻字されている。刻字の縁には､刻字前の下書きと考えられる畿苔の痕跡が観察される。年号の刻字は｢安

政」が「安正文」と異体字で表現されている。

墓STO251891（明治二十四年十－．月二:|･一Ｈ）没成人男性墓（Fig.52）

墓域北東端に位置し、本体１石、台石1段の計２石からなり、墓石の総間は655cmで本体の高さは49.5ｃｍ

を測る。２石ともに凝灰岩製である。

本体形は位牌形（２）で、花燈形は３顛である。本体には底面を除き、丁寧な膳きが施されている。また、

底面全体は幅３ｍ程の工具痕を残し、特に中央部は正背面径約19cm、左右側而径約２１cm、深さ５mmの楕円

形に工具痕を残して彫り窪められている。

花燈形は周囲より1.2cm彫り瀧められ、正面、右側面、左側面を文字面とする多観而の本体である。正面

の花燈形内に「稗道隙｣、右側面中央に「明治廿四年｣、左側に「卯十一月廿一日｣、左側面中央右下部に「前

田金平｣、中央下部に「二男直平」の文字が薬研彫りで刻字されている。刻字の縁の一部には、墨書の痕跡が

観察される。台石は全体に工具痕を戒す。

法名「稗道陥」はSTO24の法名と同一であるが、左側面では「前田金平こりjlI1〔平」と名乗り、STO24の安

政七年から３１年経過していることから、別人であると推測する。

蝋STO261898（明治三十・年）没成人女性蕊（Fig.53）

墓域南側中央に位置し、調査開始時は本体及び一段目の台石は墓石より崩落倒侭され、二段目以降の台石

も崩壊していた。これは、本墓石が改搾された後、そのまま放置された状態にあると考える。

調査は本体の実測と台石の実測を別々に行った。墓石は、現地の状況から本体１石、ｌ～３段目台石１石、

４段目台石３石、５段目台石４石と、娠右対称に花立を配置した水鉢１石の計１２石からなると推測され、

本墓域で唯一複数の石を組み合わせて、台石を形成している。墓石の総商は約130cm、本体の高さは63.6口ｎ

を測り、本墓域最大の墓石である。本体と４段目以降の台石は花耐岩、ｌ～３段目台石までは凝灰岩で作成

され、本墓石群で唯一異なった石材を細み合わせている。本体形は方柱形（兜形）で、花燈形は５類である。
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本体には丁寧な膳きが施されており、底而全体には粗く削った工典痕を吸す。特に中央部は正背面径約２１

cm、左右側而径約23.,、深さ２cmの隅丸方形に工具痕を残して彫り識められている。

花燈形は周囲より1.5cm彫り窓められ、正面、右側面、左側而を文字面とする多観而の本体である。正而

の花燈形内に「前田美波之蕊｣、右側面中央に「明治三十一年｣、左側に「三月二十日没｣、左側而中央右下部

に「前田初平｣、中央下部に「祖母享年八十七歳」の文字が薬研彫りで刻字されている。

一段目台石は本体と共に崩落倒悩されていたが、蓮蕪文の上弁（複弁）のみが半肉彫りで表現され、三段

目台石は遮雅文の下弁（複弁）のみが半肉彫りで表現されている。また、２段目の台石には工具痕を磯すが、

残りの台石には丁寧な畷きが施されている。

本墓石は台石の形態、法名及び年号の表記方法など、本墓域の他の蕊石とは一線を画し、現代に繋がる新

しい様相を示している。

Ｅ総括

本遺跡では、２６基の墓石の調査を行った。その内、墓STO20・STO21・STO22を除く２３基から、刻宇が

確認された。刻字の内容から被葬者名には全て「釈」を冠する法名が使用されており、本遺跡は浄土真宗の

墓地であることが分かる。また、大半の墓石が西向きに建立されている点から、阿弥陀仏が住むという西方

浄土に往生することを願う当時の死生観の一端を確認することができた。

ここでは調査された２６基の墓石についてその属性を抽出し、本遺跡の蝋石の変通について惹察を行う。

なお、各墓石の巡立年代と位圃から、墓域の埋葬や葬送儀礼についての空Ⅲl櫛成や隅道に代表される勤線

の検討を試みたが、蝋石は本墓域全体に不作為に建立されており、般古の蕊石である１．２号蕊が雌南端に

建立されていたこと以外、規則性を見出すことは出来なかった。

ｌ石材について

西屋散週跡で確脇された蝋石は、一部に花尚岩が用いられた鼎STO26を除き、全て凝灰岩で製作されてい

る。本遺跡が立地する大坊の丘陵から凝灰岩の露頭は確腿されないが、当週跡の所征する玉名は凝灰岩が容

易に採取できる石材環境にあり、古くから凝灰岩を利用した遺跡も数多く存征する。また、本遺跡から西方

約７４０ｍの地点には、近代まで凝灰岩が採取されていた「窟尾石切り場」も存在することから、本遺跡の墓

石は全て墓域周辺の住地石材を用いたものと考える。

２本体の分顛について

本体の分顛は先学の研究成果を参照して、次のように分類を行った。（Fig.42、Tab,１１）

本体の形状から切妻形、尖頭方柱形、方柱形、方柱形（兜形)、位牌形（１）、位牌形（２）、仏像形（地蔵)、

仏像形（菩薩）に８分頚し、花燈形を６分頚したｃ

なお、上部石材と組み合わせて本体をなす可能性がある方柱形慕STOO9・STO23・STO24については、他

に比較対象する本体がなく、検討対象として除外し、合魂用と推定される蕊STOO5は補足資料としてのみ使

用した。

２－(1)成人墓について（Tab､１１）

ａ本体形

本体形は､幼児蝋と推定される仏像形を除く成人墓について考察を行う。本週跡の成人蝋は､蝋STOOl（明

和四年）から篭STO26（明治三十一年）まで１４基が確認された。

墓STOOlから鰹STOO4までは尖頭方柱形と切妻形が併川して川いられているが、その法名から男性には

尖頭方柱形、女性には切斐形が用いられている。のちに述立された蝋STOO5は女性であるにも１１Mわらず、尖

頭方柱形が用いられていることから、本遺跡ではSTOO4が述立された天明三年（1783）までは、被灘者の

性別によって本体を使い分けていたと推察される。

１大分照孜fV善L嘘ｒ‘IJI“世１N地」一例過１０り線皿の原交溌点拡細に伴う叩箪文化1M発似閥fr郷ｌｉｍ－１９９９叩３川・ｒｋ孤近１１t郡凹ノL州槻断｢I動ＩＵ

過間係鋼涜一棚(，函５－１９９６年
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また、STOO5から女性も尖頭方柱形が用いられ、尖頭方柱形は文政九年（1826）の難STOO8まで継続し

ていた。この段階以降､本体による性蕊は縄められず､男女ともに同じ本体を使用するようになったと考える。

そして、墓STOlO・STOllが巡立された天保八・九年は方柱形（兜形）が川いられ、蕊STOl5が辿立さ

れた嘉永五年（1852）以降、木体形は位牌形がlﾘl治まで続き、STO26段階（明治三十一年：1898）で再び

方柱形（兜形）に変化することが分かる。

つまり、本体形は、尖頭方柱形・切斐形→尖頭方桃形→方桃形（兜形）→位牌形→方枕形（兜形）の順に

変化することが分かる。

ｂ花畑形

花燈形の変化を概観すると、1類は本巡跡般古の１号墓のみに認められることから、蕊STOOlは明和四年

(1767）以前の古い花燈形の微式を残していると考える。また、２類は墓STOO2とSTOO4の成人女性墓に

のみ認められ、墓石形状で性差が分かれていた段階、即ち切斐形の本体形のみ川いられたものと考える。さ

らに、３類はSTOO3のみに泌められ、４．５葱は男女ともに同じ本体を使用するようになったSTOO6以降

の尖頭方柱形に腿められ、４→５瀬へと変化する。そして、方柱形（兜形）で６罰になり、､位牌形では再び

３類へと変化し、STO26の尖頭方柱形では５甑になる。

すなわち、花燈形はＩ類→２．３葱→４葱→５頚→６頚→３頚→５類の順に変化することが分かる。

ここでSTOO5の②而に蒲目すると、５頚の花燈形が鯉められることから、刻字された年紀（享和二年：

1802）より新しい時期に辿立された可能性が推察される。

ｃ剛而と刻字

ここでは合腿用と考えられるSTOO5を除く、１３基で検討する。観而は１号墓からＳｍｌｌ、すなわち明

和四年（1767)～天保九年（1838）まではSTOO7(二観而)を除き､一観而である。そして､荊永五年（1852）

のSTOl5以降、多観面（三iMiii）へと変化したことが分かる。

ここでまず、STOO7に柵目すると、STOO7の被弾者は女性である。そのことから、本体形による性艦が縄

められくなった尖頭方桃形では剛而によって性篭を使い分けていたと推察されるが、顛例がｌ例であるため、

推測の域を出ない。また、多観而の左側而に粉目すると、STOO7の「勲七母｣、STOl5の「金助兄」といっ

た建立者と被葬者の側係が推察される文言の刻字から、STO19の「俗名宗四良｣、STO25の「前Ⅲ金平次男

直平」等と被葬者個人名への刻字へと変化している点は興味深い。

刻字は７号墓で赤色顔料および墨１１$、ＳTOO６．００８で赤色顔料、STO１０．０２５で墨f1)の狼跡が硫泌された。

墨書は刻字の緑、赤色顔料は刻字内に組められる。型諜と薬研彫りの1M係から、坐による下撫きの後、刻宇

されたと推定する。また、刻字内に赤色師料が腿められることから、刻字後、赤色顔料による彩色が行われ

たと考える。つまり拠獅による下櫛きの後刻字、そして赤色顔料による彩色が行われたと考える。

刻字の坐諜赤色顔料の磯る墓石は上記の４盤と少なく、本来は他の墓石でも見られた可能性はあるが、

風化による退色によって、現在は肉眼観察では溜められなかった。よって、埋榔や赤色航料の使用された期

間や本体形・花蝿形との１１M係性を見出すことは出来なかった。しかし、STO25から型禰が確縄されているこ

とから、少なくとも明治二-1-凶年までは坐ii1}が施されていたことはIﾘlらかである。

また、組み合わせ式と推定されるＳT０２３．０２４の刻字の縁にも坐謝の疲跡が確縄されている。

。本体捌惟

本体の澗幣は、ｉＥ而のみ粗い贈き、正而のみ丁寧な膳き、底而を除く全面丁寧な暇きの３つに大別される。

正面のみ粗い勝きはSTOO１．００２．００４に組められ、切斐形と花焔形ｌ顛の尖頭方桃形にのみ施されている。

正而のみ丁寧な勝きはSrOO3・００５．００６．００７．００８に縄められ、花峨形３頬の尖頭方柱形に施された調

整方法であることが分かる。そして､底而を除く全而丁寧な磨きはSTO１０．０１１．０２５に脇められ､方桃形（兜

形）及び位牌形（２）に施される。全而に膳きが施されるが、特に正而が丁寧に11瀞かれるのはSTOl5・019、

すなわち位牌形（１）に腿められる。つまり、本体潤雛は本体形と花燈形に密接に結びついていることが明

らかである。

また、木辿跡で賊泌された蕊石の底而は粗いiMM盤痕を残し、その大半は中心に術円形や剛丸方形の淡い窪
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みを持つ。これは、台石に据えられた後、本体の「ズレ」を防ぐための措IMIであると考える。

ｅ・法鉦（'1週b・１０）

本体正而間を概観すると、本体形毎に一定のまとまりを持っていることが明らかとなった。すなわち、花

燈形１類の尖頭方柱形・切斐形（蕊STOOl・STOO2・SmO4）が平均４０口､，尖酬方柱形（蝋STOO3・STOO6

～STOO8）が平均44.35cm、方柱形（兜形）（墓STOlO・STOll）が平均55.75cm、位牌形（雌Ｓｍｌ５・

STO19）が50cm､蕊STO26が63.3cmである。そして､本体形では方柱形（兜形）が眼大であることが分かる。
年紀 １９噸四 安永七 天明三

塊荷名 ２ ４

本体形
尖剛

方柱形
切幽形 切斐形

正面高 39.5 4０ 40.5

甑石高 (51.5） (45） ５１．５

安氷八 文化元

３ ６

尖噸 尖噸

方柱形 方柱形

43.8 ４３

58.8 (75）

文化七

７

尖頭

方柱形

4２．６

69.4

文政九

８

尖１，

方柱形

4８

7７

天保八

1０

方柱形

(兜形）

５４

87.5

天保九

1１

方柱形

(兜形）

57.5

(92.1）

醐氷正

1５

位牌形

(1)

５１．５

８８．１

安奴正

1９

位帥形

(1)

４８．５

８６．３

明二四

2５

位牌形

(2)

４９．５

６５．５

Iﾘ'三一・

２６

方柱形

(兜形）

63.6

不明

ｍｂ､１０本体形及び法踊一覧（墓石高の（）は推定）

ｆ・台石

台石の数は墓SrO26を除くと、1段を有するものと２段を有するものの２つに分かれる。

１段を有する墓石は墓SrOO1～STOO4・Ｓｍ２５，２段を有する墓石は墓ＳｍＯ６～STOO8、STOlO・

STO11・STOl5・STOl9である。つまり、切妻形・尖頭方柱形併用段階のみ1段を有し、それ以降は概ね２

段を有することが分かる。

また、台石の調雛に糊目すると、１段目は全ての台石が工具痕を弧す。そして、２段目は尖頭方柱形は工

具痕を残し、方柱形（兜形）以降は丁寧な磨きが組められることが分かる。ここで、１段目が工具痕を股す

理由としては、上部に柚職される本体との関係性が考えられる。本体底而もその全てに細い工具痕を弧し、

互いの工具痕による摩擦を利用し、本体の「ズレ」を防ぐ実用的な方法が選択されたと考える。対して、二

段目の台石は、尖頭方桃形段階では１段目と伺棟の意識が認められるが、方桃形（兜形）以降、仕上がりに

亜点が慨かれているようである。同じ台石でありながら、方柱形（兜形）以降は機能而を爪視する１段目と、

造形而を亜視する２段目と意匠が異なり、その在り方に明確な差異が腿められる。

２－(2)幼児蕊
Ｚ

先行研究により、仏像形は幼児用の墓石として用いられることが全国的にIﾘlら力､にされていることから、

本稿もそれに従い、分類を行った。

仏像形は地蔵菩薩と観音菩薩の二菰顛があり、その法名から地蔵菩薩が男児用、観音縛薩が女児用である

ことが明らかになった。仏像形（地蔵）墓石は墓STOl2・STOl7・SrOl8、STO20～STO22の６基が確認

され、その内、墓STOl2・STOl7・STOl8には年紀が刻字されていた。この３基の墓石を概観すると、殿初

に建立されたSTOl2は丸彫りの地蔵菩薩が彫刻され、その後建立された墓ＳＩＤ１７．STOl8では半肉彫りで

彫刻されることから、製作技術の而略化が認められる。また、墓STOl7・STOl8を観察すると、STOl7は本

体下部に法名・年紀が刻字されているのに対して、Ｓｍｌ８は本体下部には法名のみが刻字され、年紀は光背

正面に刻字されている。このように法名と年紀が別の場所に刻字されるのは、本辿跡成人龍ではSrOl5の瓢

永五年以降であり、年代も矛盾しない。よって成人墓で区分した「位牌形蕊石」段階以降の刻字が別々の場

所に記されることは、幼児難でも共通すると考える。

仏像形（菩薩）墓石は蕊STOl3・STOl4・STO16の３基が確認された。その３雄を改めて概観すると、

SrOl3は蓮華座に乗り、STol4は舟形光背正而に光輪を負う観音替薩像が彫刻されているが、Srol6は工具

痕を残す台座の上に光輪を負わない観音菩薩像が彫刻されている。つまり、時代が新しくなるにつれて、仏

像形（地蔵）墓石と同槻、製作技術の簡略化が認められる。

ところで、法名及び年紀が刻字されていない墓STO20～STO22であるが、地蔵菩離が半肉彫りされてい

る点から、少なくとも１２号墓よりは新しい時期に製作されたと考える。また、その意匠を観察すると、蕊

２谷川魚雌「近世鮒隠の賦紬rJF蘭学ジャーナル」２８８１９８８ニューサイエンス社
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STO22→STO21→STO20の順に地蔵溌薩の衣紋が簡略化する傾向が認められる。上述のように、仏像形墓

石が時代が新しくなると製作技術が而略化する傾向を墓STO20～STO22号墓に当てはめた場合、墓石の時

期は不明であるが、蕊STO22→STO21→STO20の順番で製作された可能性が推察される。

３聴石の考蒙

ここでは１石で本体をなす切斐形、尖頭方柱形、方柱形（兜形)、位牌形（１）、位牌形（２）の成人墓禰

について考察する。なお、「２本体の分顛について」と同様の理由で墓STOO5・STOO9・STO23・STO24と

５段の台石を有し、現在の墓ｲiに連なる要素を持つ墓STO26は検討対象として除外する。

「２本体の分類について」では本体形、花煽形、観而と刻字、本体調整、法量、そして台石について比絞

検討してきた。その結果、抽川したそれぞれの属性は、本体の形状と強く結びつくことがわかった。そこで

改めてその結びつきを「切変形墓石｣、「尖頭方柱形墓石｣、「方柱形（兜形）墓石｣、「位牌形墓石」として墓

石毎に盤理する。

「切妻形墓石」は墓STOO2・STOO4の成人女性墓に限られ、花燈形が２類で正面のみ荒い磨きを施す一観

而の本体と、粗い工具痕を残す１段の台石で椛成される。

尖頭方柱形は、花燈形・本体‘澗盤・祇而高・台石の数及び調整から、３つに細分（以後、尖頭方柱形（ａ）・

（ｂ）．（ｃ）とする）できる。

「尖頭方柱形（ａ）蝦ｲ」は蝋STOOlを指し、花燈形が１類で正面のみ荒い磨きを施す一観面の本体と、

粗い工具痕を残す１段の台ｲ1で柵成される。特に花燈形が１類であるものは本遺跡では類例がなく、明和四

年以前の古い形状を磯す蕊石と考える。

「尖頭方柱形（ｂ）縦石」は龍STOO3を指し、花蝿形が３類で正面のみ荒い磨きを施す一観而の本体と、

粗い工具痕を残す１段の台石で柵成される。「尖頭方柱形（ｂ）墓石」は「尖頭方柱形（ａ）墓石」と類似す

るが､花燈形が３航に変化し､本体Ili面iWiが「尖頭方柱形（ａ）墓石」と比べて大きくなる点で異なる。また、

本体正面高の変化に満側すると､その正､i間は後に続く「尖頭方柱形（ｃ）墓石」に類似する法賦を測る。よっ

て､｢尖頭方柱形（ｂ）蕊石」は「尖頭方柱形（ａ）から（ｃ）墓石へ」の過渡期的な段階にある墓石と考える。

「尖頭方柱形（ｃ）嬢ｲi」は６～８号蝋を指し、花燈形が４．５類で正而のみ丁寧な磨きを施す本体と、粗

い1:具浪を残す２段の台打で柵成される。本墓石から正面の調整がl~寧になり、２段の台石を有する。また

｢尖頭方柱形（ｃ）蝋ｲi」は男性は-慨而、女性は多観面で刻字されており、観面によって性別が使い分けら

れていた可能性が考えられる。

このように３分顛された「尖頭方柱形墓石」は年紀から、（ａ）→（ｂ）→（ｃ）の順に変化することが分

かる。そして、「切些形蝋ｲi」との関係から、「尖頭方柱形（ａ）．（ｂ）墓石」は男性用の墓石であり、「切妻

形墓石」と併川された段階を経て、剛1mによる性別の使い分けが行われた「尖頭方柱形（ｃ）墓石」段階へ

移行したと考える。

「方柱形（兜形）蕊ｲi」は縦STOlO・STOllを指し、花燈形が６類で底面を除く全面に丁寧な磨きを施す

一観而の本体と、２段の台石で柵成され、大形化する。１段目の台石は工貝痕を残し、２段目の台石は丁寧

な膳きが施される。本壊ｲi以降はj寧な膳きによる仕上げが施され、意匠重視へと移行すると考える。また、

本墓石ではりj女の蝋石が確縄されたにも関わらず、その連いが認められないことから、性別による使い分け

が無くなった段階と推崇される。

「位牌形蕊石」は本体形から「位牌形（１）墓打」と「位牌形（２）墓石」の２つに細分される。

「位牌形蛾行（１）」は雌STOl5・STOl9を指し、花焔形が３類で底面を除く全面に瞬きが施されるが、特

に正､iのみが｢聯に施される多観1mの本体と、２段の台石で橘成される。１段日の台石は_I二具痕を残し、２

段日の台石は１．寧な府きが施される。本墓石以降は、砿而に法名、右側面に年紀、と側面に俗名が刻字され

る多観而の蕊石となる。また、花焔形が「尖頭方柱形（ｂ）墓石」と同じ３類になり、本体碓而間も「方柱

形（兜形）蕊行」と比べて小形化する。

「位牌形蝋石（２）」は蝋STO25を指し、花蝿形が３噸で底面を除く全面に丁寧な磨きを施す多観而の本体

－８１－
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Tab､１１成人基属性表

以上のように､本遺跡では墓石の形状から､｢尖頭方柱形（ａ）墓石」段階（明和）→「切妻形･尖頭方柱形（ｂ）

墓石」併用段階（安永～天明）→「尖頭方柱形（ｃ）墓石｣段階（文化）→「方柱形（兜形）墓石」段階（犬保）

→「位牌形墓石」段階（嘉永以降）へと移行することが明らかになった。そして、各墓石は本体形・花燈形・

観面数．正面高･本体調整･台石数、そして台石調整の各属性と密接に結びついて製作されたことが分かった。

また、「切妻形･尖頭方柱形（ｂ）墓石」併用段階では本体形及び花燈形に性差が認められ、「尖頭方柱形（ｃ）

墓石」段階ではその差は観面数に表され、「方柱形（兜形）墓石」段階以降、性差による使い分けがなくなる

ことが推察された。但し、この使い分けについては資料数が絶対的に不足しており、あくまでも本遺跡の現

状からの推察である。

○まとめ

本遺跡で確認された２６基の墓石の中で、単体で本体をなす成人墓１２基、幼児墓６基の都合１８基をもと

に属性分析を中心に考察を行った。

その結果、明和四年（1767）～明治二十四年（1891）の１２４年間に成人墓では、５段階７型式の型式変

化が確認された。そして、成人墓は墓石毎に強い規範性が認められることが明らかになり、幼児墓では製作

技術の簡略化が明らかになった。また、成人墓、幼児墓それぞれに男女の使い分けの様子も推察された。し

かし、本遺跡で比較検討できたは類例は１８基と少なく、あくまでも推測の域を出ない点は否めない。

と、粗い工具痕を残す１段の台石で構成される。木体形及び台石数に「位牌形墓石（１）」との差異が認めら

れるが、その他は「位牌形墓石（１）」を踏襲する。

西肝 1７６７ 1７７８ 1７７９ 1７８３ 1８０４ 1８１０ 1８２６ 1８３７ 1８３８ 1８５２ 1８５８ 1８９１ 1８９８

年紀 叫和四 宏永七 安永八 天明三 文化北 文化し 文政九 天保八 天保九 醐永Jｉ 安敗庇 IUに－１．脚 明三十一

墓而名 Ｚ ３ ４ ６ ７ ８ 1０ 1１ 1５ １９ 2５ ２６

性別 卿性 女性 ﾘ)性 女性 卯性 女性 ﾘj性 女性 卯愉 ﾘ】性 Ⅲ性 卯性 女付

本
体

本体形

花煙形

観'、

調盤

尖顕

方柱形

(ａ）

切誕形

２

正面のみ細い贈き

尖頭

方柱形

(ｂ）

３

IElijのみ

１．寧なMＷ

き

切避形

２

耐のみ

剛い膿き

尖噸

方柱形

(ｃ）

尖噸

〃柱形

(ｃ）

尖噸

方柱形

(ｃ）

方柱形

(兜形)

方桃形

(兜形）

５

２

jI；面のみ丁寧な脂き
底面を除く令而に

-1.申な鯛き

位牌形

(1)

位 牌 形

(1)

位牌形

(2)

〃柱形

(兜形）

３ ５

底面を除く企、(将

にlI3Iii）に府き

底面を除く全Injに

~1.叩な順き

台
術

段数

1段Ｈ

調熟

２段Ⅲ

掴砿

２

I:典拠賎す

I:典拠鵬す 1．寧な瞬き

５

辿JiW

'二典拠賎

す

墓
石

尖 酬

方柱形

(ａ）蝋行

切迎形

蝋石

尖噸

方柱形

(b）蕊行

切変形

蝋行
尖馴方粧形（ｃ）蛎石

方柱形（兜形）

蝋而

位牌形（１）

蛾而

位牌形

１
打

⑫
蝋



ま推定測地

8３

妃
哩
目
号

箇箇 元号
干
支 銘 月日

本体

本体 花侶 形 副司 本 Ｍ１ 昼に 日 @．。・工 側瓜）

本体卿 分釦
則亨

頭屈
奴弱 正面 右側弱 左側弱 側団

正
面

右
側
因

左
側
西

町
西

上
西 座困

舟形

光両

台モ

尚石回密 ○回Ｉ

台石釦
１
段
目

２
段
目

体
１

全
恒

．◎：二 貝91）

本体

(蝉）

台石

(一段）

石
段

台
二

石材 側君

１７６７ 明和同年 亥 釈了遥 ？･７ 尖山方柱魁 ０５
厚名

月日

○
◎ 。 。 ◎ 。 相円形 ◎ 5１５ 3９５ １２ 凝灰別

１７７８ 安永七年 皮 収尼妙な １０．” 切画財 ０８
厚名

月日

○
◎ ◎ 。 ◎ 。

工具画

あり
◎ (４５～） 4０ (５～〉 紐灰喝

17ｍ 安永八年 亥 眠妙念 ９．１

尖印方柱融
坪名

月日
○ ◎ ◎ ◎ ◎ 円剛 。 弱８ 438 (15） 狸灰珊

17鋤 天明三年 卯 駅尼妙材 ４．１５ 切固影 ０５
匁名

月日

Ｏ
◎ 。 ◎ ◎ ◎ 隅円形 ◎ 5１ 4０５ １１ 軽灰理

1794

1602

16町６

寅政六年

享和二年

文化三年

寅

虞

寅

眠尼妙西

映岨妙見

収尼妙心

1０．１６

９．３

5・動

尖山方柱凹

尖田方柱田

尖出方徳田

１３
卑名

月日

卑名

月日

卑名

月日
○ ０ ０ ０

Ｏ
◎

■かに

工JlCI

◎
一
◎
｜
◎

〔例

(劇

(図

４９

４９

４９

1５

1５

1５

荘灰噌

7-<10秒割は同一個
体

７－(1.0沙コは同一個
体

７－紅02画はIEI一個
体

６ 1604
又和（文

に）元塚
子 眼敏園 ４．１８ 尖田方村魁

卑名

月日
◎ 。 ◎ 。 。 不定形 ◎ ◎ (7５ ４３ (15） 凝灰咽

９石には『又和』

と餌字

1８１０ 文化七年 午 屑尼了魯 7．１２ 尖田方紋巴 Ｉ。
皿名

聞日
四七母 ○ ◎ ◎ ◎ 。 夙丸方固 ◎ ◎ 6９４ 4２６ 1２ ８ 怒灰鯛

1826 文政九年 皮 駅歓圃 ４．４ 尖四方は田 １５
卑名

月日
０ ◎ ◎ 。 ◎

工貝国

あり
◎ ◎ 7７ 鯛 1２ 翻灰増

183喝 天侭七年 中 駅日心 ７．７ 方城彫 １５
年名

月日
０ ○ ０ ○ ◎ 不定彫

Ｏ
◎

(51） 4０ (11〉 覆灰畷
卜毎画ｎ石判の可

能強あり．

１０ 1837 天侭八年 酉 咳尼妙揖 ８･’８
方砿踊

(兜魁〕
１８

坪名

ハ日
○ ○ ○ ○ ○ 田丸方町 ◎

０

<上。〉
８７ 瓢 1２ ５ 型灰壇

1１ 18$８ 天侭九年 皮 釈価珂 １．１４
方砿月

(兜必

毎名

月日
○ ０ ○ ０ ○ 囚丸方侮 ◎ ○ (9Ｚ 5７５ (１２８） ２ ８ 遍灰岩

１２ 1846 弘化三年 午 釈 図 向 ２．１５
仏ロヨ

(地画

呼名

月日
０ ０ ○ ０ ○ 早盟（澗１ 。 (4８ 鱒５ (13） 遍灰壇

1３ 1848 弘化五年 中 映妙幻尼 ３◇１
仏色目

（ロ囚

句名

月日
○ ０ ○

０
． ○ 早電(渦１

回⑳

柏 蓮 i巳
○ 弱 6０６ 2５ 狸庄里

舟形光旬

台石は蓮邸ｍＴ

1４ 1850 畠永三年 虞 吹尼妙受 ５．８
仏色Ｒ

（ロ田

年名

月日
０ ０ ○

○
○ ○ 早坦（、］

、倉
ＩＤ

◎ 7６ “ 1２ 凝灰息 舟形光旬

1５ 1852 画永五年 子 再庫再 ５．１３
位碑毎
（１）

１５ 名 虹月 酋助兄 ０ ０ ○
０
． ○ 員則 。 ○ 輯１ 5１ １４ 2２６ 紐灰壇

1６ 0852 屈永五年 子 眼尼妙西 1１．１３
仏也辱

（圃凹）

年名

月日

０
．

Ｏ
◎

Ｏ
⑥ ◎

０
． 飼円彫

血さ

伯
◎ (６１５） 4９ 《12》 凝灰週 丹泌光口

１７ 1654 回永七年 宵 眼浄方 １０・ロ
OlL⑮砲

(地画）

年名

月
◎ ０ ○

Ｏ
◎ ○ 亭刈（、）

皿倉

祖
◎ (６０６） “ (１３８） 舟形光ロ

1８ 1857 安政露年 巳 釈払正 □・１０
fdLfD理
(地廻）

年名

月日
◎ ０ ○

Ｏ
◎ ０ 早切（回）

血倉

岨
◎

(5２５

～〉
駒 (２～）

舟形光口

安政４年

1９ 1858 要、宥年 午 鱒寅県 ６．６
位牌患

（１）
１６ 名 厚月日

俗名

東四日
○

Ｏ
◎

０
．

０
．

０
． 隅丸方刑 ◎ ０ ８６３ 鯛 1４ 2３８ 凝灰喝

2０
仏⑧聖

(地画）
◎ ０ ○ ０ ０ 平姻（咽）

囲さ
岨鍾

◎ 《６８８） (58） (１０８） 報灰週 舟形光向

２１
仏⑧壁

(地皿）
◎ ０ ○ ０ ０ 田丸方刑

Ｅｇ

ｌ目飼
◎ 《６５４） 5４ (11.4） 袈灰咽 舟彩光甘

2２
仏巴些

(地皿）
◎ ○ ○ ０ ０ 平坦(渦）

四倉

岨■
◎ 65） 5３ (１２０〕 軽灰圏 舟形光荷

2３ 1860 安政七年
庚
中 廊週理 ７．１ 方柱印

年名

月日
０ ０ ０ ０

Ｏ
◎ 桐円懸 〔厚）2０ ２６ｘ２６ 凝灰増

卜毎朝唾石材の可

蛇性あり。

2４ 186Ｕ 安政七年
庚
中 海道鎧 ７．１０ 方柱形

年名

月日
０ ０ ０ ０

Ｏ
◎ 檎円患 (皿）堂 郷５ｘ２４ 凝灰岩

上配狽政石材の可

能性あり．

2５ 1鱒Ｉ
明治

二十四年
卯 師退晶 1１．２８

位牌砂

(２）
１２ 名 年月日

田
平
男
平

前
金
二
直

０ ０ ０ ０ ○ 椀円砂 ◎ ６５５ 4９５ 1６ 型厘塑

2６ 1898
明治

三十一年

前田典嚢全
且

３．２０
方彼瓢

(兜形）
５ 1.5 姓名 年ハ日

的田

初中

細母

享年
八十七

in

０ ○ ○ ０ ０ 田丸方刑 ○ ◎ (０２８６） “６ (０２０） ＢＯ
狸匪里

花園眉

台石嘩蚕段からな

る．

一段目（塾華塵》

三里回（璽華塵》
四段目１２輯
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３瀬萩遺跡

Ａ遺跡の概要

当初、本週跡は澗査区を３区に分けて調査を実施していたが、調査の結果辿柵が検出できなかった調査区

も出てきたため、盤理段階で調査区すべてを同一の調査区として報告する。よって、範囲を示すものとして

はＧｒｉｄ表記で１Ｍ所を特定し妃述する。

調査面は５肘上而で近世、７層上而で古墳時代（Fig55）の遺構を検出している。

各辿柵について

襲穴住居跡SIOOl（Fig.56）J-l2Gridにて検出した遺樹。遺構西約ｌ/４を土屑確腿用トレンチで掘削した。
遺樹は一部不定形な部分もあるが隅丸方形を呈していたと考えられる。住居南側では住居掘り込みを８ｃｍ確

認できたが、南東隅を過ぎたあたりから柵平が激しく下端線は推測による。

検出した主柱穴は１本。上端は長径４９ｃｍである。下端はやや掘りすぎた感があり、図示しているが推測

の域を出ない部分も含む。住居内中央に焼土、炭化物の粒及びシミ状の広がりを蝿めたが、掘り込みは確認

できず礎囲の妃録のみで冊めた。硬化面は確認できていない。

住居床直上からは､土師器椀(1.2)､高杯(3)､黒暇石製の使用痕のある剥片(4)､安山岩製のスクレイパー(5)

が出土している。

竪穴住居跡SIOO2（Fig.57）Ｊ､K-llGridで検出した遺構。調査区南辺に接し検出した竪穴住居跡。SIOOlと

比べ上端線はほぼ明瞭に検出することができた。住居形はほぼ正方形で４本柱を布する。

誼が住居北辺近くで検出されたが炉体は住居廃棄時に破壊されたと考えられ、柵成していた粘土等を確認

することはできなかった。硬化面は確認していない。床に焼土と粘土の一部がシミ状に検出されたことから

寵の存在を推測できた。過物は竃に向かって右側に翌（Fig.59.6）が１点直立した状態で出土している。

土坑SKOOl（Fig.58）Ｊ,l3Gridで検出した遺柵。２軒の住居跡より東側に位側する。当初、不定形な形で

焦土の広がりが見られたが納査するにしたがい、中央部とその周辺において柱穴状の竪穴を検出した。断面

を確脇しながら澗査を進めた結果、隣接する２基の竪穴は地下で連結することとなる。雌而は中央の竪穴状

遺柵（長径約５０ｃｍ）の下端付近から焼けており、連結部へとそれは広がっていった。辿結する掘り込み部

は燃焼面とは違い、赤く焼けると前うより焼き締まる感がみられた。この２つの棚り込みの中間となる掘削

されていない部分も焼けていることから、本遺構は連結した状態で炉として使用されていたことが窺える。

出土遺物が無いため時期を特定するのは不可能であるが、小規模な連結土坑（炉穴）であると考えられる。

本道柵群を検出した地形について

Fig.５５で示す瀬萩遺跡迫柵配腫図中で図示している地形図をもとに検証する。調査区は東南（熊本方面）

から北西（博多方面）へ蔽線で細長く設定した。地形図中に調査最終段階の等高線を入れてみたところ、ほ

ぼ南側からの低丘陵の先端部というべき地形上に位置していることが確認された。Ｇｒｉｄで菌うと西側では

H,6Grid付近から４．２ｍの線が出て、遺構を囲むようにＮ･l8Crid付近で南に抜けている。

このことを踏まえ調査時の土屑断面の記録を再読すると、北辺の土刷注記には遺柵が検出された而の記録

がないこと、澗在区を横断する土刷の記録では、沖積地を示す土が途中から始まることなどから沖穣地への

落ち際であると想定される。

－９８－



Fig.５４瀬萩遺跡l1IiI辺遺跡分術図（l/5,000）
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Ｂ遺物

畷穴住居跡SIOO1（１～５）（Fig.59）

，杯（土師器）小刷で丸底を呈する。１１織部付近は直jｼ:し端部は丸い。内外而とも底部には整形時のiliIlI〕
痕を残す。

２杯（土mIi器）器祁全体に特徴を示す。’1縁部は体部から伸び強く外反する。休部は''1〔線的に立ちlこがる

部分と急速に底部に向かいすぼまる部分とに分かれる。底部は'ド底ではないが慰搬して}１２底化している。外
面に!＝I縁短部から休部ド部まで丁聯にハケ11捌溌が施される。

３商杯（t師器）杯部と胴部に分かれて出土した。直接の接点はないが他の顛例からI‘jl-個体と判断し掲

敬している。杯部は肥厚する底部とｉｉｉ線的に伸びる休部とに分けられる。外面にわずかにハケ目調整が脇め

られる。脚部は内1mに盤形時の縦方Ihlのへラ削り痕を残す。脚端部は欠孤して不Iﾘ１．

４三次加眼のあるｲi器（照曜石）縦艮剥片の一部を利川した刺ﾊ．。使川狼の残る随IﾘNは狭い。

５削器（安山岩）刺片の繊辺部に連続したﾉﾘ部作り出しの加I:を施して作られた行器。

竪穴住居跡SIOO2（６）（Fig59）

６喪（土師器）災胴でいわゆる倒卵形に近い形状をなす。口綜端部付近の外反が強く頭部付近では'f醜す

る。外面の鯛幣は荒く、鞭に縦方向のハケ'1が入る。内面の鋤縦は体部上部付近にのみ柵の狭い削りを施す。

しかし、なによりも特徴的なのは底部近くに外而より穿孔が２簡所施されていることである。

鋼従区内の４肘を110心とした遺物包念肘から川1:した週物（７～４２）（Fig.６０～Fig.63）

７盤（土師器）器形は休部上半に雌大筏を有し、いわゆる倒卵形をなす。口緑蝿部はやや肥厚し知く外反

する。体部の器畷は1V〔い。外面は荒いハケ目調盤が見られ、内面は中位より上位にかけて幅の狭いへラ削り

痕を残す。

８饗（土師器）休部中位までの部位である。1-1縁は頚部でやや肥圧し端部にかけて強く外反する。器峨は

厚い。外面01M盤はＩｉに縦方向の粗いハケⅡが巾心で隙間なく埋められる。内面はllIlIiの狭いへラ削り痕が股る。

９喪（土師器）２０ｃｍをわずかに切る体間をなす。口緑は休部との接点付近から直線的に伸び、端部付近

で上辺をわずかに押える。休部は球形で淵峨は似い。外面の調盤は縦方向を中心としたハケ目である。

１０喪（土師器）休部外面に緩やかな沈線による波状文を施す。器壁はiWぃ。

１１瓶(土師器)把下付きで底部は間抜けである｡桟を張り付けていた痕跡は認められない｡休部には２伽セッ

トとなる外部からの穿孔とみられる穴がＩｌｌｌ４か所に残る。

１２～１７下撮｣器（土師髄）基本的には杯を模倣して作られているが、１５から１７など深みを持つ杯形を

有するものもある。いずれも指ナデもしくは指痕が器面に残る。

１８上製勾玉（土師賀）穿ｲLを施す部分が雌もIりみを有する。先端部は緩やかに伸び端部付近で強く曲がる。

１９高杯（ｔ師器）短く立ち上がる脚部から杯底部にかけての部位にあたる。底端部付近では器壁がやや肥

圧し、わずかに内満する。

２０．２１．３１～３４杯（|:師器）２０．２１は平底気味で、休部は剛く〃:ち上がる。口縁蝿部は輝く尖り女(味

にｲl:上げる。３２は１１縁近くで強く短く外I叉する。３３．３４は球体に近い底部をなし、休部は、緑短部近くで

直線的に伸び、端部で短く反る。

２２～３０小型丸底蝋（|:師器）２２～２５は広１１で口縁は蝿く、緩く外反する。２６．２８．２９は口縁が短く

体部が球体を呈する。２７．３０は休部に比べ、１－１緑が広くまた及く伸びる。

３５～３８綴杯（釧忠器）

３５（蓋）Xjl:部はわずかに平らな部分があるが、全体には丸みをｲ』し、口縁との境に稜を認めずなだらかに

下がる。「I縁雨部は丸く、器壁は全体にやや厚い。天ｊ|:部にはＩＩＩｌｌＩ砿へラ削り調盤を行う。その他の各部分に

はl‘'1転ナデ‘淵幣が施される。

３６（身）立ち上がりは低く肥厚し、わずかに内傾し上方へのび、端部はやや尖り気味に仕上がる。受部は

短く斜めに伸び端部は丸い。底部は浅く丸い。底部外面にはＭ転へラ削りが行われ、その他の部位はIuNiﾑナ

－１０４－
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デ‘IMI盤が行われる。

3７（身）立ち上がりは低く、わずかに内傾して上方に伸び、端部はﾒLく仕上げられている。受部はほぼ水１４

に伸び、端部はわずかに尖る。底部は浅くメLみを帯び、外1mにIul蝿へラ削りが行われ、その他の部位にはI‘,ｌ

極ナデ調繋が行われる。

3８（身）立ち上がりは他の資料に比べるとｉＷく高く、端部は丸い。受部は断面三角を！！!し、口縁部の処理は

端11そな感がある。底部はﾒL身を帯び深い。外１m底部は回砿へラ削りが行われ、その他の部位には回転ナデ‘側

盤が行われる。

３９腿口頚は韮部から失われ、球体を呈する休部のみ残る，休部に残る口頚蕊部は細い。休部の雌大径は

中位にあり、上方に向かう屈曲部には２条の沈線が巡るｃさらにその上部に波状文を配する。沈線が施され

る休部上位に径1.2ｃｍのlIj孔を穿つ。休部ド､'4から底部にかけてI‘,l'雌へラ削り調盤を行っている。

４０１蔚杯杯部が尖われ脚部のみの出ｔであるが、雅部にあたる部分は比較的細く、端部に行くにしたがい

外反する脚を貼りつける。脚外而には､縦方向に１段の透かしを４〃I｛'1に穿つ。脚中央に沈線２本を巡らせる。

４１提瓶破片による川tで全体形を'1〈すことができない。口緑部は口馴雌部が太く、外反して上方に伸び、

端部に至る。口縁短部はｋ下に稜を魂める。休部はＭ球体をなし、側面には回転カキ目‘劉篭が題められる。

器確は薄く輸巧な作りを感じさせる。

４２横瓶口頚部は雅部が太く戒線的に伸び、1-1緑短部付近で強く外反する。端部は沈線を巡らせることで

２本の稜を作り出す。休部は横に長い球体をなし、外面全体に格jaI1叩きを施し、内部はＭ心|ﾘ文の当具痕

が明瞭に残る。実測間向かって右側、断面図を図示している部位が休部を盤形する際の上部にあたり、側部

にて粘土を貼り付け綴をしているのを観衆することができる。
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Ｃ附編

瀬萩遺跡発掘調査に係る植物珪酸体分析について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

熊本県玉名市に所在する「瀬萩遺跡」は、有明海に注ぐ菊池川左岸に位臆し、菊池川支流の現木葉川を挟

んだ南側の丘陵末端部から低地の境界付近に立地する。そのため、調査区内は北側に緩く傾斜する。

発掘調査では古墳時代の住居、および古墳時代以降の遺物が検出されている。今回の分析調査では、瀬萩

遺跡における稲作の消長および古植生に関する情報を得ることを目的として、現地野外調査を実施し植物珪

酸体分析を実施する。

ｌ試料

当社技師による現地調査時に協識のうえ、調査地点として設定したのは、２区ベルト１壁面である。その

基本土層は、基本的に６つの層に分層される。最下層では無遺物層の灰色粘土で、地山とされる。その上位

は、古墳時代（５世紀代）とされる暗灰色シルトが不整合で累亜する。この上位では灰褐色シルトが見られ、

炭化物を含む。なお、本層位は南側で古代（８～９世紀）と古代～中世に分けられるが、北側では明瞭に区

分できない。さらに上位には、酸化鉄が顕著である。なお、ベルトｌの中央部には河道堆積物が認められる。

この壁面の南端と北端で､土域試料計８点を採取した｡南側では地山一中世の５層から各層１点ずつで５点(試

料番号１－５)、北側では古墳一中世の３層から各層１点ずつで３点（試料番号６－８）である。

このうち､分析対象とした試料は､南側上位より中世の灰褐色シルト（試料番号ｌ）､古代の灰褐色シルト（試

料番号３)、古墳時代の暗褐色シルト（試料番号４)、無遺物厨（地山）の灰色粘土（試料番号５)、および北

側上位より古墳の灰褐色シルト（試料番号７)、古墳時代の暗灰色シルト（試料番号８）の計６点である。

２分析方法

各試料について過酸化水素水･塩酸処理、沈底法、亜液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム、比重２５）

の順に物理･化学処理をおこない、植物珪酸体を分離･濃集する。これをカバーガラス上に滴下･乾燥させる。

乾燥後、プリユウラックスで封入しプレパラートを作製する。４００倍の光学顕微鏡下で全而を走査し、その

間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下､｢短細胞珪酸体」と呼ぶ）

及び葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、「機動細胞珪酸体」と呼ぶ）を、近藤（2004）の分類に基

づいて同定・計算する。

なお、周辺遺跡での分析調査例から土層中での微化石の含有量が少ないことが予想されたことから今回は、

植物珪酸体含有の測定を試みた。分析の際には、分析試料の乾燥亜量、プレパラート作成に用いた分析残澄

凪、検鏡に用いたプレパラートの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物１９あたりの植物珪酸体含量（同
定した数を堆績物１９あたりの個数に換算）を求める。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と個数の一覧表、植物珪酸体含量の一覧表で示す。また、各種類の

植物珪酸体含量とその層位的変化から稲作の様態や古植生について検討するために、植物珪酸体含凪の層位

的変化を図示する。

３結果

検鏡結果をTab.’、各試料の植物珪酸体含量をＴａｂ２とＦｉｇｌに示す。各試料からは、保存状態の比較
的良好な植物珪酸体が検出されるが、概して検出個数が少ない。

南側と北側のいずれの試料からも、戦培植物であるイネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が認められる。

南側では、短細胞珪酸体で顕著でないものの、機動細胞珪酸体では下位から上位にかけて、検出個数の増加

する傾向が見られる。北側では、試料番号７で少ないものの、下位の試料番号８では増加し機動細胞珪酸体

－１１２－



の検出個数が職も多い。イネ属の植物珪雌休含脳にも同様な層位的な変化が見られる。南側側では下位から

上位にかけて､短細胞珪酸体が約120-70個／ｇ､機動細胞珪砿体が約340.20個／ｇの腫囲で含駁が瑚加する。

北側では逆に、試料番号７で短細胞珪酸体が２５個／ｇ、機動細胞珪酸体が１７７個／ｇであったものが、下

位の試料番号８では短細胞珪駿体が６６個／ｇ、機動細胞珪酸体が６４１個／ｇに増加する。
また､同じ1W位から採取された資料でも､北側と南側で含ｍが異なる。古噴時代とされる暗灰色シルトでは、

iW側の試料稀号４よりも北側の試料番号８で機動細胞珪酸体が多い。上位の古代とされる灰褐色シルトでは、

南側の試料番号３よりも北側の試料番号７がやや少ない。

この他には、ネザサ節を含むタケ亜科、ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが認

められる。しかし、含股は１００個／９未満の稲類が多い。また、樹木起源珪酸体第Ⅲグループや第Ⅳグルー

プ（近藤・ピアスン，1981）も検出される。第Ⅲグループは「Y」あるいは「く」の宇状の形態を呈し、第

Ⅳグループは網目文楳の付いた紡錘形を呈する。

４考 察

２区ベルトｌ壁而に見られた基本土1Wでは、いずれの肘からも救瑞植物であるイネ属に由来する植物珪酸

体が検出された。このことから、各層位が形成される頃の調査区内あるいは周辺にイネ属が生育していたこ

とが窺える。昨年度分析潤査を実施した菊池川右岸に立地する「両迫IHI日渡遺跡」では、古代や中世の遺物

包含厨からイネ属の花粉化石が検出され、辿跡内あるいはその周辺での稲作の可能性が指摘されている。

よって、今回のイネ属珪酸体の産出は、古lrillIF代から中世にかけて本辿跡の周辺でも稲作がおこなわれてい

たことを反映する．と推測される。

ところで、過去に稲作がおこなわれた水田跡の土壊では、イネ属の機動細胞珪酸体が5.000個／ｇ程度検

出されることが多く、そのjM合安定した水川稲作がおこなわれたと惟定される（杉山2000)。ただし、畦畔

など水田に関辿する辿柵が検出されている場合でも、機動細胞珪酸休含l1itが1,000個／ｇ樫度のﾘ例もある

(パリノ・サーヴェイ㈱，2001;2002など)。

今回のイネ属の含敬は約200.600個／ｇ穏度であり、これらの洲在例と比較すると極めて低い。調査地が

菊池川の沖制低地に位慨することを考慰すれば、各屑位が形成される過礎で菊池川や木梁川の氾濫の影響を

受けていたと思われる。また、丘陵末端に立地しており樹木起源の械物珪酸体が比較的蝋簡に検出されてい

ることから､後背の丘陵からの堆戟物の流入し､植物珪酸体が流亡して土胴中に土地込まれにくかったことや、

帆作土の更新が比絞的頻繁であり、相対的に糾作期間が蝿かつたことなどが考えられる。また、ベルト’壁

而の南側と北側でイネ胴の含蹴が異なっていた点は、微地形による土地利用状況や工作期'111の相述に由来す

る可能性もある。

なお､イネ属以外の郁顛の産出から、湖磁区内や周辺では､古噸時代から中世にかけて、ネザサ節やヨシ属、

ススキ属、イチゴツナギ亜科などの生育が窺える。また、樹木起源の仙物珪酸体の雄1Mから、周辺での樹木

の生育も考えられる。
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２区ペルト１

Ⅷ 類 南側

試料番号 ３ ４

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ風 ５ ３ ３

タケ亜科ネザサ節 ４ ２ ２

タケ亜科 ２ ２ ２

ヨ '風 ９ ５ ３

ウ 'クサ族コブナグサ凪 ２

ウシクサ族ススキ風 ３ ３ ５

イチゴツナギ亜科 ７ ４ ７

不明キビ型 1８ 1３ 1８

不明ヒゲシバ型 ２

不明ダンチク型 ７ ４ ４

イネ科葉身樋動細胞珪酸体

イネ族イネ脳 1４ ９ ８

タケ亜科ネザサ節 ６ ２

タケ亜科 1２ ３ ５

ヨシ属 1４ ３ ３

ウシクサ族 ２ ５

不明 １７ ６ 1８

樹木起源珪酸体

第Ⅲグループ １０ ５ ７

第Ⅳグループ 1７ ３ 1２

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体 5６ 3８ 4７

イネ科葉身樋動細胞珪酸体 6５ 2３ 4１

樹木起源珪酸体 2７ ８ 1９

総計 148 6９ 107

Tahl6械物珪雌体分析結果－１

２区ベルト１

Ⅷ類 南側

試料番号 ３ ４

イネ科葉部短樋胞珪酸体

イネ族イネ風 122 7４ 6７

タケ亜科ネザサ節 9８ 5０ 4４

タケ亜科 4９ 5０ 4４

ヨ '属 219 124 6７

ウ 'クサ族コブナグサ風 2４ 0 4４

ウ 'クサ族ススキ風 7３ 7４ １１１

イチゴツナギ亜科 1７１ 9９ 156

不明キビ型 439 322 400

不明ヒゲシバ型 ０ 5０ 2２

不明ダンチク型 １７１ 9９ 8９

イネ科葉身樋動細胞珪融体

イネ族イネ風 341 223 178

タケ亜科ネザサ節 146 2５ 4４

タケ亜科 293 7４ 1１１

ヨシ属 341 7４ 6７

ウシクサ族 4９ 2５ 1１１

不明 ４１４ 149 400

樹木起源珪酸体

節Ⅲグループ 244 124 156

第Ⅳグループ ４１４ 7４ 267

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体 1，３６６ 942 1,044

イネ科葉身樋動細胞珪酸体 1,584 570 911

樹木起源珪酸体 658 198 423

総計 3,608 1,710 2.378

Tabl7械物雌骸体分析結果－２
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７ ８
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３
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２ １０

８

７ 2９

７

３ ５

４ 2０

９

６ 4０

４ 3５

1２ 4６

５ 3２

２１ １１０

1６ 8１

4２ 223

(個／g）

北側

７ ８

2５ 6６

0 8８

０ 6６

０ 2２

０ ０

０ 4４

5０ 221

2５ 177

2５ 0

０ 2２

177 641

0 155

7６ １１１

1０１ 442

2５ 1９９

1５１ 885

1０１ 774

303 1.017

125 706

530 2433

404 1,791

1,059 4,930



、

イネ屈短細胞珪酸体（２区ペルト１:8）

ススキ肌短細胞珪酸体（２区ベルト１;3）

イネ屈槻動細胞珪酸体（２区ペルト1.3）

イネ風槻勤細胞珪酸体（２区ベルト1.8）

ウシクサ属機動細胞珪酸体（２区ベルト１;4）

樹木起源珪酸体露Ⅳグループ（２区ベルト１：1）
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１イネ凧短細胞珪酸体（２区ベルト１:3）

３．ヨシ賦短細胞珪酸体（２区ベルト１:1）

５．イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体（２区ベルト１:3１

７．イネ屈槻動細胞珪酸体（２区ベルト１:4）

９．ヨシ賦捜動細胞珪酸体（２区ペルト１;8）

１１樹木;起源珪酸休第Ⅲグループ（２区ベルト1.1）
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PLATE

写真図版

撮影機材及び使用フイルム

カメラリンホフスーパーテヒニカ

lkon90mmSW、FUJINONW125mm

，KodakTmaxlOO、ＫｏｄａｋＥｌＯＯＣ

レンズNikon90mmSW、

フイルムＫｏｄａｋＴｍａ１





菊池川左岸側、玉名平野（玉名市津留から玉東町稲佐迄の辿跡分布）

撮影日２００４年（平成１６年）６月３日、撮影

使用カメラRC-205032

使用レンズＩ＝153.24ｍｍ

使用フィルムＥＫダブルＸ

デジタルモザイクにて合成を作成（TlFF）

作業機関写測エンジニアリング株式会社
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且ご＝

１．１区満SDOO2検出状況２．１区溝SDOO2完掘状況

３．１区士坑SKOO1検出、半裁状況４．１区土坑SKOO1完掘状況
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１．１区土坑SKOO2検出、半裁状況２．１区土坑SKOO2完掘状況

３．１区土坑SKOO3検出状況４．１区土坑SKOO3完掘状況
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1区調査区と梅林天満宮



PＬ１５

B

２区調査区完掘状況
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１．３区柵列SAOO1検出、半裁状況２．３区柵列SAOO1完掘状況

３．３区掘立柱建物SBOO1（P,．P2．P3）完掘状況４．３区掘立柱建物SBOO1（P3･P‘1ＰｓＰ６）完掘状況
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－－

１．３区満ＳＤＯＯ１完掘状況２．３区土坑ＳＫＯＯ１検出状況

３．３区土坑SKOO1半裁状況４．３区土坑SKOO1完掘状況
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’ｊ隅fＢ

１．３区土坑SKOO2検出状況２．３区土坑SKOO2半裁状況

３．３区土坑SKOO2完掘状況４．３区訓盃区完掘状況
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１．４区刑SDOO1検出状況２．４区溝ＳＤＯＯ１土層断面、完掘状況
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１．４区満SDOO2検出状況２．４区満SDOO2土層断面、完掘状況
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１．４区満SDOO3遺物出土状況２．４区満SDOO3完掘状況
３．４区洲SDOO4検出状況４．４区満SDOO4遺物出土状況
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１．４区満ＳＤＯＯ５完掘状況２．４区満ＳＤＯＯ６検出状況

３．４区満ＳＤＯＯ６追物出土状況４．４区識ＳＤＯＯ６完掘状況
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PＬ２４

４区道路状遺構SFOO1検出状況
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１

１．４区道路状遺描SFOO1波板状凸凹検出状況２．４区道路状逓柵SFOO1波板状凸凹完掘状況

３．４区撹路状遺柵ＳＦＯＯ１辿物出土状況



４区讃路状造橋ＳＦＯＯ１完掘状況
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１．４区墓STOO1検出状況２．４区墓STOO1人骨検出状況

３．４区墓STOO1頭骸骨検出状況４．４区墓STOO1完掘状況
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剖鴫唖

１．４区土坑SKOO2±府断面２．４区士坑SKOO4獣骨検出状況

３．４区土坑ＳＫＯＯ３辿物出土状況
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PＬ３１

1．西屋敷遺跡１区NQ1トレンチ掘削状況（北より）
3．西屋敷遺跡１区NQ4トレンチ掘削状況（北より）
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2．西屋敷遺跡１区頂部五輪塔残欠検出状況（北より）
4．西屋敷遺跡１区頂上部より西側落ち際藻検出状況



PＬ３２

1．西屋敷遺跡１区自然地形露出状況２．西屋敷遺跡１区全景
3．西屋蝋遺跡２区全景



瀬萩遺跡古墳時代面完掘状況
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太郎丸遺跡３区〈37.38.41.42）・太郎丸遺跡４区満SDOO4～満SDOO8（44.48.50.51.52）出土遺物
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太郎丸遺跡４区道路状遺構SFOO1出土遺物

血Ｆ

今
辺

一
一
一
唾
臆
鴎

､

一小ぞ

PＬ３６

ｿ４



８

砿

晒 建議
”

岨

醜

太郎丸遺跡４区進路状遺描SFOO1(86～88)･土坑SKOO3(89)･土坑SKO17(90)･調査区内(91～93)出土遺物
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瀬萩遺跡竪穴住居跡S1001（１．２．４．５)･包含届(７．９．１１)出土辿物
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【正誤表】

。Ｐ５６

。Ｐ５８

。Ｐ１０４

。Ｐ１１０

Tab・６太郎丸遺跡2区出土遺物観察表
<見出し＞卿実測番量→（正）遺物番号

唖b・７太郎丸遺跡3区出土遺物観察表
<見出し＞御実測番量→(正）遺物番号

<3行目＞（誤)Ｌ柾→（正）１鉢
<36行目＞ 割２２～３０小

五口で口Ｉまく、

6.28.29は口・‘一く‘正一芽

27.30は体部に比べ｡‘広くこ調

（正）
”～24.27小型丸底鉢

→25.26.28～３０小型丸底壷

伸びろ。

T泡b､１４瀬萩遺跡出土遺物観察表
<見出し＞卿』聖→（正）種別
<遺物番号13＞（誤）口径弓→（正）口径（5.1）
<遺物番号19＞“底径一残存高5.9‐→（正）底径５．９残存高２．９
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